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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　ガタンと大きな音を立てて長細い石が台座から外れたとき、そこが俺の人生の分ぶん岐き点になるとは思ってもみなかった。

「安あん西ざいくん、やっぱり私……こんなところじゃ」

　藪やぶの中に倒たおれた石に視線を向けた俺の腕うでの中で、女の子が恥はずかしそうに言った。

　むっちりしたマシュマロみたいなおっぱいの谷間が、乱れた浴衣ゆかたの合わせ目から覗のぞいている。絶景だ。夏祭りには浴衣、という文化がある国に生まれて本当に良かった。

「どうして？　何で駄だ目めなの？」

　マイちゃんかマキちゃんか覚えてないが、派手な簪かんざし付近の乱れた髪かみを搔かき上げながら問いかける。大きな音に正気に返った彼女を再び誑たぶらかすために、耳元に唇くちびるを寄せた。

「ぁ……」

　甘い声ににやけながら、これはいけそうだとお端はし折よりの下の尻しりに手を伸のばす。

「屋外だからですよ。模も擬ぎ店手伝わないで何盛さかってんですか」

　しかし背後から突とつ然ぜん冷静な声が聞こえて、二人してびくりと肩かたが跳はねる。

　振ふり返ると、そこには高校時代からの後こう輩はいである史ふみ泰やすが立っていた。

「は、長谷はせ川がわくん……、あの、これは違ちがうの、その」

　ただでさえ無ぶ愛あい想そうな上にきつい瞳ひとみが色いろ濃こい軽けい蔑べつに染まっているのを見て、マリちゃんだったか、マオちゃんだったかが怯おびえた顔で必死に言い訳をする。しかし史泰はいつものように素そっ気ないほど平へい淡たんな声で「模擬店の方で、他ほかの連中が先せん輩ぱいのことを探してましたよ」と口にする。

　サークルの先輩が俺と体の関係があろうがなかろうが、こいつにとっては何の興味もないのだろう。昔から多少の事では動じない奴やつだった。

　しかし俺にはともかく、女の子にはもう少しフォローがあっても良いと思う。

「そ、そうなの？　じゃあ、私、先に行くね」

　浴衣の胸むな元もとをかき寄せながら、赤い顔のまま賑にぎやかな参道の方に走り出していくマナちゃんなのかマホちゃんなのかを、残念な気持ちで見送る。

「なんで邪じや魔まするんだよ。俺らは休きゆう憩けい中だったのに。大体なんでココが分かったんだよ？」

　下半身共々盛り上がった気持ちを、どうしてくれるんだ。と、息子むすこを見下ろすが、そこは既すでに沈静化されていた。後輩の声で自動的にオフ状態になったみたいだ。

「近くを通りかかったら大きな音が聞こえたんですよ。この辺りで遊ばれると困るので見に来たら、アホな先輩が二人して盛ってたんで、注意しただけです」

「あっそ。はぁ、お前が来なきゃ……いや、この石が倒れなきゃ今いま頃ごろは」

　本堂の裏手、祭りの最中でも人ひと気けのない薄うす暗ぐらい竹林の中は、誰だれかに見つからずにいやらしいことをするには最適だった。多少虫に刺さされることを覚かく悟ごしても、浴衣で野外なんてシチュエーション的にも刺し激げき的だったのに、残念でならない。

「……それ、先輩が倒したんですか？」

　恨うらみがましい目で一部が苔こけ生むした細長い石を眺ながめていると、史泰が珍めずらしく怖こわい顔をする。

「ああ、軽く当たって。悪い」

　この神社は史泰の実家の神社と何らかの繫つながりがあるらしく、そのツテで境けい内だいにうちのサークルの模擬店を出させて貰もらっていた。祭りなら模擬店を出すよりも騒さわぎたい方だが、今はじっと我が慢まんして後半のための資金調達に充あてている。

「悪いじゃ済みませんよ。それここの御ご神体です」

「は？」

　思わず、藪の中に埋うもれている細長い石を見つめる。御神体と言われても、ピンと来ない。

「御神体って、冗じよう談だんだろ。普ふ通つうそういうのって、もっと大事に祀まつられてるんじゃないのか？　なんかびらびらの飾りがついた布の上とかに厳重にされて。それにこれ、ただの石だけど？」

「形状をよく見ると分かりますけど、金こん精せい神じんの御神体になってます。まずいですよ、先輩」

　その声を聞いた途と端たん、ぶるっと肩が震ふるえた。史泰とは高校時代からの腐くされ縁えんだ。

　お互たがい大学に入って辞やめてしまったが、同じ野球部に所属していた。地元では一番の強きよう豪ごう校だったから、夏は殆ほとんど合宿で潰つぶれていた。最初は疲つかれて部屋に戻もどった途端に眠ねむってしまうが、しばらくすると体も慣れて、夜は暇ひまになってくる。しかし合宿先は周囲にはコンビニすらない山の上で、なおかつ外出禁止。ロビー以外にテレビもなく、することがないからという理由で怪かい談だん大会が始まったが、そこでされる史泰の話はいつも強きよう烈れつだった。

『俺は家が神社なんで、色々と見るんですよ。これは実際に経験した話ですが』

　淡たん々たんとした口くち振ぶりで、まるで世間話をするように話し始める。無口な上に情じよう緒ちよに欠けた男がする怪談だ。大して怖くないだろうと高を括くくっていた部員の数人が失神、半数以上が恐きよう怖ふで泣いた。因ちなみに俺は失神した方に入っている。史泰の声のトーンはまるきりあのときと同じだ。

　まずい、という言葉にふつふつと鳥とり肌はだが立つ。今日は熱帯夜だと聞いたが、急に周囲の温度が下がった気がした。ざわざわという藪のざわめきが、不気味な気配を運んでくる。

「な、何が？」

「御神体を倒したら、祟たたりがあってもおかしくないです」

　慌あわてて藪の中からその細長い石を起こす。倒したとき以上に重くなっている気がした。

　台座に戻そうとしたが、どうも据すわりが悪くてガタガタと揺ゆれる。

「……どうせお前、また俺を担かつごうとしてるんだろ？　何度お前に騙だまされたと思ってるんだよ」

　一応、石についた土の汚よごれを払はらってやりながら文句を言うと、史泰は神しん妙みような顔で「金精神が何の神か知ってますか？」と尋たずねてきた。　>>>♥

「お前の所と同じ系列ってことは、結けつ婚こんとか妊にん娠しんとかの神様か？」

「正確には縁えん結むすびと安産、五ご穀こく豊ほう穣じようです。うちはどちらかというと縁結びの霊れい験げんが強いですが、こちらは安産の霊験が強い神社です。先輩、詰つみましたね」

「詰んだって、何が!?」

　溜ため息を吐ついた史泰の視線が、どう見ても単なる石にしか見えない御神体に向かう。

「金精神っていうのは、広義に言うと男根の神様です。その御神体を倒したということは、つまり先輩のシナチクは二度とタケノコにならないという事ですよ」

　史泰の視線が甚じん平べい越ごしに俺の股こ間かんに向けられる。

「残念です」

　普ふ段だん通りの声でそう言うと、さっと踵きびすを返して史泰が来た道を戻ろうとする。

　慌ててその肩をがつりと摑つかむ。俺よりも背の高い後輩は、面めん倒どう臭くさそうに振り返った。

「冗談、だよな？　俺……まだ21年しか生きてないんだぞ。どうすんの、この先の60年」

「先輩はもう常人の一生分ぐらい人数こなしてるからいいじゃないですか」

　不ふ吉きつな事を言い出して俺を不安にさせている張本人の癖くせに、投げやりな史泰に言葉を失う。

「すみませんけど、俺はこれから祭りの運営本部に顔を出さなきゃならないんで」

　史泰はふっと笑うと「勃ぼつ起きできなくても、俺にとって先輩は先輩ですから」と口にした。

　その表情は高校時代、俺が部活を引退するときに史泰が見せた眼まな差ざしを彷ほう彿ふつとさせる。

　俺はエースじゃなかったから、正捕ほ手しゆの史泰と組む機会はあまりなかった。それでも史泰が部活メンバーの中では一番俺に心を開いているのは知っていた。

『もうこれで最後だ。お前に会うこともなくなるなぁ』

　トンボに寄りかかり、少しだけ意地悪な気分で言った。史泰とはいつも俺がしつこく構って、邪じや険けんにされるという関係だった。それでも無口な後輩が自分から喋しやべる相手は俺ぐらいだった。だから、多少は寂さびしがってくれるのではないかと期待した。

『そう願います』

　なのにあっさりと史泰が頷うなずいたから、拗すねた気分で『かわいくねーの』と詰なじるように口にした。すると、史泰は苦い物を無む理り矢や理り飲み込んだような顔で皮肉げに笑ってみせた。その表情を見て、実はこいつだって寂さびしいのか、なんだかわいい所があるじゃないかと驚おどろいた。今の史泰はあのときと同じ顔をしている。

「マジなの？　この話」

　史泰はそれ以上何も言わずに、肩に掛かかっていた俺の手を外して、祭りの方に消えた。

　どこからか聞こえてくる打ち上げ花火の音を聞きながら、俺はしばらくその場所から動くことができなかった。







　しかし祟りなんて迷めい信しんだ。そもそも男根の神様なんて、その設定自体がありえない。

「って思ってたんだけど……実在すんのか……」

　ＩＡ情報アーキテクチヤの講義中に大学のパソコンを使って史泰の噓うそを暴あばこうとしたが、むしろ裏付けてしまった。昨日、露ろ店てんを出させて貰った神社が金精神を祀まつっているというのも、本当だった。

　昨夜、祭りの打ち上げの後にマユちゃんだかマリちゃんだかを家に送ったついでに、部屋に上がり込み、神社では中断された行こう為いの続きに取り掛かった。史泰の、子供でも真に受けないような戯ざれ言ごとを笑い飛ばしてしまいたかったし、彼女も乗り気だった。なのに俺の息子は硬かたくなる気配を見せず、最終的にはマコちゃんだかマミちゃんだかにベッドから蹴り落とされて、それまでの可か憐れんな様子が噓のように「勃たたねーなら、帰れ」と低い声で吐き捨てられた。

　記き憶おくをなぞるだけで凹へこむ。かなり酔よっているとか、疲れマラも起きないほど疲ひ弊へいしている場合や死ぬほど体調が悪いときは勃起しないが、昨日みたいに理由もなく勃たないのは初めてだ。

　祟りを信じるなんて馬ば鹿からしいが、実際に勃起しないのは確かだった。もしも祟りが本当なら対処法はないかと調べていると、ある神社のサイトが引っかかる。

　最近は神社仏閣でも公式サイトがあるんだな、と妙みように感心しながらクリックすると、そこには神事や祭事についての記述が詳くわしくされていた。

「うわ、なんだ……これ」

　掲けい載さいされていた写真は、人前で巫女みこを押し倒たおしている鬼おにの写真だった。勿もち論ろん本物の鬼ではない。腰こしミノを穿はいて体を赤く塗ぬられた男だ。相撲すもうの土俵みたいに土が盛られた場所の上にいる二人の周囲を、見物客が笑え顔がおで取り囲んでいる。

「これって……人に見せていいのかよ？」

　異様な光景に驚きよう愕がくしていると、写真の横には説明書きで〝山に棲すむ鬼を慰なぐさめ、一年間村を守って貰うための厄やく除よけの神事〟と書かれていた。その端はしには細かい字で〝年下の男性が仮面をつけて巫女役を行い、年上の男性が鬼役を行う〟と付け加えられている。

　流石さすがに、これが女性だったらいくら伝統行事でも訴うつたえられそうだ。

　男同士だと本番をしても構わないのだろうか。しかもよく見ると巫女役と鬼役の頭には白しら髪がが交じっている。この齢としで人前で同性エッチをするなんて、わりと柔じゆう軟なんな発想を持っている。いや、両方服を着ているから実は本番はなしでふりだけなんだろうか。画面を睨にらみながら日本のアングラな部分を覗のぞき見た気分で固まっている間に、講義が終わる。

「では、今期の講義は本日で終しゆう了りようです。課題の提出は一週間後、七月末日の24時までです」

　講師がそう言って、部屋を出ていくのを待ってから立ち上がり、真っ直すぐに購こう買ばいに向かう。

　そこで早さつ速そく、目的の人物を見付けた。

　既すでにもういくつかパンを購こう入にゆうしている後こう輩はいは、背が高いのでよく目立っている。

「史泰、ちょっと来い」

　野球が上手うまくて頭や顔が俺より数段上でも、後輩は後輩だ。たった一年でもその差は大きい。

　しかしぞんざいに中庭の方を指したが、史泰は動く気配がなかった。もしかしたら一年の差を感じているのは俺だけなのかもしれない。

「……相談したいんで、一いつ緒しよに外に来て下さい」

　仕方なく言い直すと、ようやく嫌みな程ほどに長い脚あしが動く。

　誘さそったのはこちらなのに、まるで俺が付き従うように史泰の後を追い掛けて、校舎の陰かげになっている中庭の一角まで向かう。図書館を背にしたベンチが一つ空いていたので、そこに腰を下ろしてから「昨日のことだけど」と史泰に向き直る。

　史泰は無言で買ってきたばかりの総菜パンに手を伸のばす。購買では一番人気のカニクリームコロッケ入りのそれは、大きな口でかぶりつかれてすぐになくなった。

「お前が言ってたやつ、本当にあるのか？　その、祟りとか、そういう話だけど……」

　言いかけたところで目の前の煉れん瓦が色いろの遊歩道を、四年生の一団が歩いてきた。

　その中の一人と目が合った途と端たん、今にも舌打ちしそうな顔で視線を逸そらされる。

「マヤ先せん輩ぱいと上手くいかなかったんですか？」

　俺達のやりとりを見ていた史泰は、何もかも分かってる様子で、購買で売っている中では一番甘いジュースに手を伸ばしながらそう訊きいてくる。

　殆ほとんどサークル活動には参加しないわりに、メンバーの名前は俺より正確に覚えているらしい。

　俺は女子の一団からさりげなく視線を逸らして、「そうだよ」と力無く認めた。

「家に帰ってからやってみても、勃たねーし。何かの間ま違ちがいだと思って、今朝も頑がん張ばったんだけど、全然上手くいかないっていうか。お前が言ってた祟たたりとかって、本当にあるわけ？」

　午前中の講義の間、ずっと考えていた疑問を投げかける。

　正直、焦あせっていた。この年でこんな悩なやみを持つことになるなんて予想していなかったし、その原因が「祟り」なんていう禍まが々まがしい物だと思うと、ぞっとする。

「もし仮にですけど」

　クロワッサンサンドを食べ終わった後で、胸焼けしそうなほど砂糖のかかったドーナツに齧かじり付きながら、史泰は唇くちびるを開く。上うわ唇くちびるにピンク色のチョコチップが付いていた。

「金こん精せい神じんの祟りなら俺じゃどうすることもできないです。あそこは数百年前にうちから分社した神社なので、本社の宮ぐう司じならなんとかできるかもしれませんけど」

「会社と同じで、本社の人間の方が偉えらいんだな。それでその本社の宮司って誰だれなんだ？」

「うちの親父おやじです。今、入院してます」

「そういやお前、休み中はずっと実家だって言ってたよな」

「祭事があるので、親父の分俺が働く必要があるんですよね」

　史泰は上唇に付いたチョコチップを舌を伸ばしてぺろりと舐なめ取る。

「じゃあ、俺もついていく」

　このまま項うな垂だれて大学三年の夏を始めるわけにはいかない。

「先輩、サークルの奴やつ等と宮みや古こ島じま行くって言ってましたよね？」

　確かに昨日まではそのつもりで、サークルの仲間と宮古島のホテルでの短期バイトに申し込んでいた。目的は資金調達と、女性旅行客だ。リゾート地で開放的になったＯＬさんや大学生と楽しく遊びながらお金を稼かせげるなんて、最高だと梅雨つゆ時から楽しみにしていた。

「このまま行っても、休み明けには俺のシナチク具合が仲間を通して大学に広まるだけだろ」

　そもそもそっち方面で楽しめないなら、わざわざ飛行機に乗ってまでリゾート地にバイトに行く意味がない。金が目当てなら、アパート近くの工場で夜勤をした方がずっと儲もうかる。

　それに史泰の実家は俺の実家から車で一時間程の距きよ離りだ。バイトなら実家でもできるし、滝たきに打たれたり瞑めい想そうする程度の修しゆ行ぎようで治るようなら、サークルの仲間とは後で合流してもいい。

「まぁ、いいですけど」

　史泰は俺の提案にどうでもよさそうに答えてから「とりあえずうちの巫女には手を出さないでくださいね」と釘くぎを刺さした。







　大学のある学園都市から電車とバスで４時間、神社前のバス停を降りると団体旅行のバスガイドが小さな旗を持って、目の前で九つ十づ九ら折おりになった石段について解説をしていた。

「[image: １００]段毎ごとに折り曲がったこの階段は、最後の区画だけ99段になっています。これは妖よう魔まを惑まどわせるためと言われており、存在しない[image: １００]段目を踏ふんだ者は神かみ隠かくしに遭あうという言い伝えがあります。興味がある方は上ってみてください。他ほかの方はバスで上まで行きましょう」

　華はなやかなバスガイドの笑顔に惹ひかれて、ふらふら近づこうとすると襟えり首くびを摑つかまれる。

「史泰、俺ちょっとあのバスに乗ってくるわ」

「何言ってるんですか。さっさと行きますよ」

「だって、長なげーよ。先が見えないだろ、この階段！」

「先が見えないのは折れてるからです。喋しやべってないでさっさと上ってください」

　結局バスのツアー客は誰一人上ろうとする者はいなかった。懸けん命めいな判断だと思う。

　山の中なので周囲は木で囲まれている。階段の両りよう脇わきには祖父母よりも年上に見える杉すぎの木が聳そびえ立ち、階段に日ひ陰かげを提供してくれているし、段差自体は小さい。階段の中央には手て摺すりがあるし、折れ曲がった場所には休きゆう憩けいスペースとしてベンチが置かれている。しかし高校で部活を引退して以来ろくに運動していない膝ひざが、[image: ３００]段を上ったところで早くも限界を訴え始めた。

「はあ、もう、無理。なぁ、水ちょうだい」

　俺ですら辛つらいのだから、年寄り連中が上ったら、神社ではなく神の国に行きかねない。

「って、おい、置いていくなよ！」

　ベンチの上でできる限り足に負担を掛かけず、体力回復を図っている俺を置き去りに、さくさくと史泰が階段を上っていく。流石、試合中は常に中ちゆう腰ごしで過ごしていただけのことはある。

　慌あわててその背中を追い掛けた。本来なら目に映るのは後輩の広い背中ではなく、青い海と白い砂すな浜はま、そして水着の女の子達だったのにと切ない気分になる。

「あと99段ですよ」

　史泰がバックパックの横に刺ささっていたミネラルウォーターを差し出してくる。半分近く飲んでから返したときにバスガイドが陽気に話していた階段にまつわる曰くを思い出す。

「なあ、[image: １００]段目って踏んだ人いるの？」

「俺は見た事ないですけど、先輩がその１人にならない保証はどこにもないですね」

「怖こわいこと言うな！　魔ま物ものと一緒に俺も違ちがう世界に行っちゃったらどうするんだよ」

「律りち儀ぎに階段上ってくれる妖魔がいるとは思えませんから、向こうは先輩の天下ですよ」

「やめろよ！　それはそれで怖いだろ！」

　そもそも向こうってどこなんだ。

「先輩って、本当にびびりですよね。階段ごときで。俺の作り話にもよく怯おびえてましたし」

「お前の怪かい談だんは怖いんだよ。夏合宿で何人がトラウマを植え付けられたと思ってるんだよ。ナベヤンなんか踏ふみ切きりが渡わたれなくなって、どんなに遠回りでも陸橋探し歩いてたんだからな」

　史泰ははっきり喋るので、声が低くても聞き取りやすい。そのせいか水が流れるように滔とう々とうと話の内容が頭に入ってくる。終しまいには怖いのに続きが気になって耳を塞ふさぐ事ができなくなってしまう。しかし聞いた後は必ず、聞かなきゃ良かったと後こう悔かいする。

「じゃあ責任はとりますよ」

　そう言って、最後の１段を躊躇ためらっている俺の手を史泰が摑む。強ごう引いんに引き上げられて石いし畳だたみを踏み、真っ赤な鳥居を潜くぐる。その途端に手を放されて２、３歩蹌踉よろめいた。

　境けい内だいでは先程下で見た観光客が本堂の傍かたわらのショップで、御お守まもりや御お札ふだを求めている。

「お前の家が神社だっていうのは知ってたけど、結構凄すごいんだな」

　俺の家からはそれほど離れていないが間に県境があるので、今までこちらの方には来たことがない。何人も巫女みこさんが働いていたり、観光客がバスで来る程有名だとは知らなかった。

「へー、おみくじか。俺も引いてみようかな」

　薬棚だなに似ているが、それよりも小さい抽斗ひきだしが並ぶ棚たなを見付けて、何気なしに呟つぶやく。

　丁度母娘おやこと思おぼしき参拝客が、筒つつの中から番号のついた棒を取り出していた。

「おみくじはコスパが良いので、どんどん引いて貰もらいたいですね」

「……お前、引いて貰いたいなら引く気が失うせるような事を言うなよ」

　確かに完全セルフサービスの上に、籤くじの棒は使い回すから、必要なのは印刷代と紙だけだ。原価は推おして知るべしだろうが、裏事情は聞きたくなかった。

　とくに神主の息子むすこの口からは、語って欲しくなかった。友達と神社に行く度たびに習慣的におみくじを引いていたが、今度から大だい吉きちが出ても史泰の現実的な話を思い出して喜べそうにない。

「大だい凶きようが出るか大吉が出るかで一いつ喜き一いち憂ゆうしたいのに、コスパとか言うなよ」

「みんな勘かん違ちがいしてますけど、大事なのは大凶か大吉かじゃなくて内容です。大吉でも良く読むと厳しい事が書いてあったりするんで、油断できませんよ」

「じゃあ、大凶にも良い事が書いてあったりするのか？」

「引いてみたらどうですか？」

　その言葉に促うながされて、おみくじに近づく。

　しかし先さき程ほどまで「末すえ吉きちと小しよう吉きちってどっちが上なんだろう」とかわいらしく小首を傾かしげていた娘むすめの方は、バスガイドの集合の合図で俺が傍そばに行く前に、離れていってしまった。

　そのことを少し残念に感じながら、じゃかじゃかと角柱のボックスを振ふって籤を出す。

　するりと滑すべり出てきた金属製の棒には６９シツクスナインと彫ほられていたので、番号が振られた抽斗を引く。中に入っていた薄うすい紙を開くと、そこには大きく「大凶」と書かれていた。

「前フリじゃなかったのに……」

　思わず天を仰あおいでそう口にして、箒ほうきを持った巫女さんと話している史泰によろよろと近づく。

「なぁ、不ふ吉きつなやつはどうすればいいんだ？　燃やせばいいの？」

「悪い結果が出た場合はみくじ掛かけに結んでもいいですが、持ち帰るのを推すい奨しようしてます」

「なんで？　忘れないように？」

「解ほどいて捨てるのが面めん倒どうなんで」

　どこまでもビジネスライクな台詞せりふに言葉を失っていると、傍にいた巫女さんが執とりなすように「それは今年の運を占うらなう物なので、年内は御守りに持っていて下さっても良いんですよ。それに籤くじは災いを回かい避ひするために引く物ですから、凶きようでも身の振り方によって悪い事を避さけられるんです。だから戒いましめのために持っていて頂いても構いません」と優やさしく微笑ほほえんでくれた。

　疲つかれているときに女の人の優しさに触ふれて、心ごと体もぐらりと大きく膨ふくらんだ胸の方に傾かたむきそうになると、項うなじをぐっと大きな手で摑まれる。

「うちの巫女にはお手を触れないようにって、お願いしてありましたよね」

　きつめな言葉と共に、まるで猫ねこの仔でも運ぶように、薄い肉ごと引っ張られた。

　出会ったときから感じているが、こいつには年上に対する配はい慮りよが全く足りない。

　そのせいで高校一年のときに先せん輩ぱい方からいびられていた事は、既すでに忘れているようだ。

「ちょ、もういい加減放せよ！」

　巫女から離れたところで手を振り払はらう。

　結局、おみくじは持ってきてしまったので、仕方なくバックポケットに仕し舞まった。

「本気で手を出そうとはしてねーよ」

　冷めた目を返した史泰は、それ以上俺の言い訳を聞かずに本堂の裏手に向かう。

　強く摑まれたせいで指の痕あとが残っていそうな項を揉もみながら、慌てて後こう輩はいを追い掛ける。

　その辺りは人ひと気けがなく、静まり返っていた。なだらかな下り坂になっている狭せまい私道を下りていくと、生いけ垣がきに囲まれた大きな屋や敷しきが現れる。うちの店よりもでかい。

「でかっ、これ家なのかよ」

　史泰の家に来るのは初めてだ。こいつは高校時代は寮りよう生せい活かつだったし、あの頃ころは部活でずっと一いつ緒しよにいたから、わざわざ休日までお互たがい家を行き来する事はなかった。史泰の心の扉とびらはそれほどオープンではないので、寮の部屋に入れて貰った事だって数える程しかない。

「ぼろいですけどね」

　何の感かん慨がいもなく、史泰はそう言って中に入っていくが、本堂と見み紛まがうほど立派な造りだ。

　どっしりとした瓦かわら屋根を頂く、典型的な日本家屋は確かに古そうだ。しかし古く厳いかめしい外観は戦争映画に登場しても違い和わ感かんがないような造りをしているものの、寂さびれた感じはない。

「どうぞ」

　促されて家に入る。玄げん関かんは広々としていて、上がり框がまちにも余よ裕ゆうがあった。

「じゃあ、早さつ速そく長谷川パパにご挨あい拶さつしたいんだけど」

　脱ぬぎにくいスニーカーに指を入れながらそう口にすると、史泰は「入院してるって言いませんでしたか？」と、物覚えの悪い俺に、呆あきれた視線を投げかけてくる。

「……そうだった。完全に忘れてた」

　またあの長い階段を下りて上る事を考え、疲ひ労ろうが溜たまった膝ががくりと折れた。

　宮古島のホテルでのアルバイトは、サークル仲間に譲ゆずった。急きゆう遽きよ実家の手伝いをするはめになったと言ったら納なつ得とくして貰えたが、元々理由なんて構わないのだろう。

　行く面子メンツは重要じゃない。大事なのは旅先での新たな出会いだ。実際、都合が付くようなら途と中ちゆう合流すると告げたが、どうでも良さそうだった。合流しても仲間とは違うバイト先になるだろうが、子供の頃から社交性にだけは長たけているので女子の多い職場ならどこでも頑がん張ばれる。

「女の子とバイト、フェス、水着、ビキニ……」

　網もう膜まくの向こうに消えていくその幻げん想そうを追い掛かけていると、一足先に家に上がった史泰が不思議そうに「勃たたないのに、性せい欲よくがあるんですか？」と口にした。

「逆に俺の方が訊ききたいんだけど。お前って大学入ってから枯かれたけど、その辺りどうなってんの？　高校時代はわりとファンの子に手を出してたよな？」

　野球の花形と言えば投手や四番打者だ。自然と人気もそちらに向かう物だが、うちの高校の場合はシェア五割を史泰が占しめていた。俺もそれなりにもてたが、史泰とは比ひ較かくにならない。

「好きじゃない相手を抱だいても満たされないって気付いたんで」

「お前好きな子いたのかよ!?」

　思わず室内に響ひびき渡るほどの大声を出すと、史泰はうるさいという表情で「はあ」と頷うなずいた。

　初耳だ。これは是ぜ非ひとも相手の名前を訊きき出さなければと思ったときに、玄関に近い部屋の襖ふすまがするりと開いた。そこから上品だがきつい顔立ちをした初老の女性が現れる。

「いらっしゃい。離れにいたものだから、出で迎むかえが遅おくれてごめんなさいね」

　彼女は小さく微笑んで頭を下げた。俺も反射的にお辞じ儀ぎをしてから、史泰を見上げる。

「俺の母親です。それでこれが急遽連れて来ることになった環たまき先せん輩ぱいです」

　先輩にこれとか言っちゃ駄だ目めだろ、と言ってやりたかったが、流石さすがに親の前で鋭するどい切り返しなんてできるわけもなく、へらっと笑って想像以上に年ねん輩ぱいだった史泰の母親に会え釈しやくする。

「高校も同じだった環くんね。お会いできて嬉うれしいわ。確か、野球で投げる人だったのよね？」

　あまり野球に詳くわしくないんだろうな、というのが話しぶりで分かり、苦く笑しようする。

「よく覚えてますね」

「だって史泰と仲良くして下さってたもの。この子が大学まで一緒にするほど親しくして頂いてたんでしょう？　人見知りが激しい子だから、仲の良い先輩がいるなんて嬉しくて」

　にこにこ笑う彼女の言葉を受けて、俺は自分よりも背の高い男に視線を向ける。

　ばちりと視線が合ったが、史泰は逸そらす気はないようだ。仕方なく俺から逸らす。

　人見知りが許容されるのは幼い子だけで、大人の場合は単なるコミュニケーション障害だ。

　それに史泰は人の好き嫌きらいが極きわめて激しい上に、極度の面めん倒どう臭くさがりなだけで、そんな繊せん細さいな物じゃない。加えて言えば、慕したう先輩を大学まで追い掛けるほど、かわいい後輩でもない。

「大学は偶ぐう然ぜんですよ」

　史泰みたいに縦によく育った男を、まるで子供扱あつかいしている彼女に向かって否定する。

「あらぁ、でも、この子のお友達をお招きするのは初めてなのよ。電話で人を連れて帰るって聞かされたときは、父さんと恋こい人びとでも連れて来るんじゃないかって話してたんだけど……。でもお友達でも嬉しいわ。夕食は腕うでによりをかけるわね」

　喜んでるところ大変恐きよう縮しゆくですが、訪問の目的は史泰君と仲良くするためではなく、お父様にお会いするためです。神社のナニがアレして、俺のナニがコレなんで、とは流石さすがにご婦人には説明できない。年ねん齢れい的にも驚おどろかないだろうが、史泰の親とはいえ異性に説明するのは、沽こ券けんにも股こ間かんにも関かかわる。いち早く事態を解決するために、是非とも彼女のお知ち恵えも拝借したいが、男の矜きよう持じと僅わずかに残っている羞しゆう恥ち心しんが喉のど元もとに蟠わだかまってそれを邪じや魔まする。

「とりあえず、俺の部屋行きますか」

　愛あい想そ笑いを浮うかべていた俺を史泰が促したので、「お邪魔します」と口にして家に上がる。廊ろう下かはやけにひやりとしていた。光るほどに磨みがかれた板の上を通り、突つき当たりにある傾けい斜しやが急な階段を上る。

「うちの家は迷めい路ろのようになっているので、迷わないでください」

　史泰の言葉通り、広い家の中はやたらと通路で区切られていた。ここまで広いと掃そう除じが大変そうだが、廊下の隅すみには埃ほこり一つ落ちていない。手入れが行き届いていることに感心していると、不意に洋楽の奇き抜ばつなポスターが貼はられた襖が目に入る。

「そこは寮に入っている弟の部屋です」

　思わず立ち止まると、俺の頭の中を読んだ史泰が尋たずねる前に教えてくれた。

「そういえば弟も野球やってるんだよな？　どこの高校に行ったんだ？」

　俺の疑問に、史泰はかつてのライバル校の名前を口にした。思わず「げ」と声が漏もれる。

「うちの学校より遠いじゃん。なんでうちの学校来なかったんだよ」

「ボウズにされるのが嫌いやだったみたいですね」

　それを聞いて納得する。俺もボウズは嫌だった。だから高校時代の反動で、今は一番長いところの毛先は肩かたに着くほど伸のびている。染せん色しよくも許されなかったので、大学に入ってからカラーを繰くり返した結果、全体的には茶色だがティッキングが目立つ頭になってしまった。

「ここが俺の部屋です」

　史泰が俺を案内したのは、北側の窓が中庭に面した部屋だった。

　物のない部屋だ。マットレスが剝むき出しのベッドが窓の下にある。部屋の隅には家の雰ふん囲い気きを壊こわさないような、つまり古くて高そうな文机が置かれていた。その横にある素そっ気ない本ほん棚だなの中には高校時代の教科書と、参考書が並んでいる。部屋にあるのはそれだけだった。

　史泰らしいと言えばらしいが、生活感がなくて居い心地ごこちはあまりよくない。

「お、これサインボール？」

　だけどその部屋の中に、唯ゆい一いつ人の温かみがあるものを見付ける。

「勝手に触さわらないでください」

　本棚の上にある薄うす汚ぎたない硬こう球きゆうに手を伸ばそうとしたら、咎とがめられる。

　そのときに中庭から「史泰、環くんの分も布ふ団とんを取りに来て」と声がかかった。

「行ってこいよ、史泰」

「勝手に触ったら呪のろいますよ」

　にやにやしながら口にすると、痛つう烈れつな一言が帰ってきて、びくりと肩が揺ゆれた。

　神様に祟られて神社の息子むすこに呪われたんじゃ、大だい凶きようも頷ける。

　両手を上げて無害です、とアピールすると、史泰は疑うような表情で部屋を出ていく。

　恐おそらく、連れてきた事を後こう悔かいしているだろう。もしかしたら特急電車で販はん売ばい員のお姉さんから連れん絡らく先をもぎ取ったときから、一緒に帰省した事を後悔しているのかもしれない。

「でもあいつが人を呪うほど、行動的だとは思えないしな」

　史泰はあらゆる行動の根底に「面倒臭い」がある。声にしなくても、わりと素す直なおに感情を顔に乗せている。もっとも、喜き怒ど哀あい楽らくに関して「喜」だけはあまり表層に出ないけれど。

「誰だれのボールなんだろ」

　懐なつかしい重さだった。掌てのひらに、妙みようにはまる。

　薄うす汚よごれた硬球をひっくり返すと、油性ペンで書かれていたのは見慣れた名前だった。

　汚きたなく書けばサインになると思い込んでいた時期の自分の署名を見て、思わず笑う。

　部活を引退するときに、三年はボールに寄せ書きをするのがうちの部の伝統だった。プロになったＯＢが寄せ書きしたボールも、普通に校内に飾かざられていた。

『俺のサインもいつか凄すごい値段になるかもなー』

　絶対にありえないと思いながら口にした。才能がないのは自覚していたし、辛つらい練習はもう充じゆう分ぶんだったから、高校卒業後は野球を続ける気はなかった。そもそも肘ひじを怪け我がした後はろくに投げていない。今後、野球で活かつ躍やくする日は来ないと分かっていた。

『その僅かな可能性にかけるんで、俺にも一つ下さい』

　だから史泰がそう言ったのは意外だった。生意気な後こう輩はいは部室の隅に転がっていたシャインボールを投げてきた。僅かとか言うな、と怒おこりながらも、油性ペンでサインをして投げ返した。

『大事にしろよ』

『勿もち論ろんです。少なくとも明日までは捨てません』

『人にサイン強請ねだっておいて、そういうことを言うのって、どうなの？』

　史泰のことだから、家にも持ち帰らずに部室に置き去りにされるのではないかと思っていた。

　それでも構わなかった。戯たわむれに書いたサインだったから、翌日にはそんな些さ細さいな出来事は忘れてしまった。卒業式に後輩達から寄せ書きを貰もらったときですら、思い出さなかった。

「土の匂においは、もうしないか」

　編み目の隙すき間ま、砂すな埃ぼこりが残っていそうなところに鼻を寄せる。くんくん嗅かいでいるところに史泰が帰ってきて、ボールに鼻を近づけてる俺を見ると「何してるんですか」と口にした。

「これ、お前まだ持ってたんだな。もしかして、大学も本当に俺を追い掛けて来てたりして」

「それなら同じ学部選びます。それ、先せん輩ぱいのサインが入っていても俺のなんで、勝手に触らないでください」

「なんだよ、汚したりしないって」

　それにもう充分汚れてるし、と思いながら大人しく棚たなにボールを戻もどした。

「一応、客間もありますけど、どうしますか？」

「この部屋でいいよ」

　というか、この部屋がいい。こんな広い家の客間に一人で寝ねるのは怖こわい。

「……まあ、いいですけど」

　俺が怯おびえていることに気付いたのか、含ふくみを持たせるような間を取って、史泰は両手で持っていた布団を畳たたみの上に下ろす。

　敷しき布ぶ団とんと、薄うす緑みどり色のカバーをかけられた薄うすいかけ布団、藍あい色いろのシーツ。それから小さい枕まくら。

　それらを一人で運んできた史泰に「ご苦労」と声を掛かけて、ボスンとその上に座った。

「汚れた服で上らないでください」

　すぐに背中を軽く蹴けられて、畳の上に転がる。ひやりとしていたので、そのままべたっと腹はら這ばいで寝そべった。この辺りは涼すずしいが、長い階段のせいで全身が汗あせでべとべととしている。

「俺は家の仕事を手伝わなきゃいけないんで、夕食までどこかで時間潰つぶしていてください」

「帰って早々、親孝行だな」

　史泰は否定もせずに「先輩とは違ちがうんで」と口にした。つくづくかわいくない。

　ここでだらだらしていたい気持ちはあるが、史泰がいないのに部屋にいるのは手持ち無ぶ沙さ汰ただ。一人きりになってから携けい帯たいを弄いじったが、沖縄に行ったサークル仲間からのメールに添てん付ぷされていた写真が、あまりにも楽しそうだったので悔くやしくなる。

　清せい楚そなのにエロく見える白いビキニの女の子の肩に、仲間が馴なれ馴れしく腕を回してにやにや笑っていた。柔やわらかくてもちもちしたおっぱいの盛り上がりを見て、一体何故なぜ自分はこの画面の中に入れないのかと悲しくなる。いや、行ったとしてもフニャフニャでは何もできない。

「一刻も早く治さないとなぁ。今はとりあえず、巫女みこさんの写真を撮とって送りつけるか」

　こっちはこっちで楽しくやっていると強がるために、にやけた仲間の顔を画面から消して立ち上がる。部屋を出ようとしたときに、先さき程ほど手にしたボールに視線が引かれた。

　史泰は決してかわいいとは言えない後輩だが、それでもときどきこんな風に妙にかわいげのある事をする。キャッチャーミットすら見当たらない部屋に、薄汚れたボールだけ飾ってあるのを見たら、汗くさかったあの日々の思い出が、鮮あざやかに蘇よみがえった。







『一いつ中ちゆうの長谷川って奴やつなんだけど、生意気だって先輩連中に殴なぐられたらしいよ』

　ゴシップでも口にするような、楽しげな表情で同級生はランニング中に俺の質問に答える。

　視線の先には件くだんの新入生がいた。そいつは、一年にしてはやけに体格が良かった。貫かん禄ろくもあり、厳しい先輩やコーチ達にびくびくしている他ほかの一年とは違った。

　淡たん々たんと走っているその後輩の右みぎ頰ほほが、赤あか紫むらさきに腫はれていたから、それを同級生に尋ねたのが会話のきっかけだった。

『誰に殴られたんだ？』

　同級生は先程よりも声の音量を下げて、現在の正捕ほ手しゆである三年の名前を口にする。

　それを聞いて思わず笑った。殴った男は新入生の右側にいる。つまり、常に自分がした暴力の痕あとを見せ付けられながら走るわけだ。しかも被ひ害がい者しやが臆おくしていない様も同時に目に入る。

『あいつ、面おも白しろいじゃん。下の名前は？　なんて言うんだ？』

『おい、入部時の挨あい拶さつ聞いてなかったのかよ』

　呆あきれながらも、諦あきらめている様子で同級生は再び唇くちびるを開いた。人の名前を覚えるのは得意ではないのに、ランニング中の荒あらい呼吸の合間に聞いたその名前は一度で覚えた。

「史泰!!　本気でやる事ないだろ！　お前って本当に先輩に対する態度悪いよな!!」

　そして現在、あのとき面白いと言った後輩に頭を手刀で叩たたかれている。

　後頭部を押さえて抗こう議ぎしたが、史泰の視線は俺から取り上げた携帯の画面に向けられている。

　しばらくして、俺の手元に返ってきた携帯のフォルダからは、綺き麗れいさっぱりと巫女さん達の写真が消されていた。ローアングル、ハイアングルと何種類か撮った写真も全すべて削さく除じよされている。こんな事なら、さっさと仲間に送っておくんだった。

「今度馬ば鹿かな事をしたら、手て水みず舎やに沈しずめますよ」

「残念。防水です」

　携帯を手ににやりと笑うと「沈めるのは先輩のその軽い頭です」と恐ろしい補足が返される。

　思わず無様に頭を沈められる自分を想像して、牙きばの間から水を出す龍りゆうのオブジェがある水場に視線を向けてしまう。

　夕方も５時を過ぎると参拝客はもういない。先程まで御お守まもりを売ったり、ツアーガイドのように境けい内だいを解説して回っていた巫女さんも神主達も姿を消している。俺が石桶おけに沈められても、誰かの助けは期待できそうにない。

「鎮しずめに来たのに、更さらに祟たたられる事をしてどうするんですか？　巫女は神に仕える存在ですから、言うなれば先輩がしてるのは、怒おこった社長の前でそこの従業員に手を出すような物です」

　その言葉に、巫女装束で舞まい上がっていたテンションが、さあっと潮が引くように下がる。

「合意とったからセーフだろ？　野球なら線上オンラインのフェアボールみたいにぎりセーフだろ？」

「とにかく次にやったら、先輩のアレは永久に不能です」

「怖いこと言うなよ！　そ、それより手伝いは終わったのか？　つーか手伝いって何？」

　これ以上この件に言げん及きゆうされるのが嫌いやで、慌あわてて別の話題を振ふる。

「今度の神事の打ち合わせと、道具の確かく認にんです」

「ああ、そういえばお前、祭りの手伝いで帰るって言ってたっけ？　でも神主さんって親父おやじさん以外にもいるみたいだし、お前がいなくてもなんとかなりそうなのに」

「俺がいなきゃいないでできるでしょうけど、慣れてる人間がいた方がスムーズに進むんですよ。俺は長男で親父によく引き回されてたので、関係者にも顔が利ききますから」

　引き回し、ではなく他にもっと良い言い方がありそうだが、確かに面めん倒どう臭くさがる史泰が無む理り矢や理り連れられて行く姿は簡単に想像できる。それでもきっと史泰はいざ任されれば、そつなくこなすのだ。高校の頃ころもそうだった。だから結局、本人が嫌がっても役職が回ってくるのだろう。

「神事が夏祭りと一いつ緒しよになっているので、人手は多い方が良いですしね。面倒ですけど」

「面倒、面倒って、まだお前10代だろ？　その年でそんなに無気力でどうするんだよ」

「もう20歳です」

「え、そうだっけ？」

　20歳ということは知り合って五年以上経たつのかと、感かん慨がい深い気持ちを抱いだいた。

「先輩の脳のう味み噌そには今いま更さら期待してませんけど、あなたの１歳下ですよ」

「それは知ってる。でも三月生まれかもしれないだろ」

「六月です」

　そういえば誕生日の辺りは神前式で実家が忙いそがしくなると聞いた気がする。

「それより、そろそろ夕食の時間ですから、家に戻りますよ」

　俺の返答を待たずにそう言って歩き出した史泰の後ろを追い掛ける。

　先程とは違い、電気が灯ともった家はどこか神秘的に見えた。古くて場所が田舎いなかでも、こんな大きな家をでんと構えられる程度には、儲もうかっているのだろう。いくら気安い関係でも、親の収入までは流石さすがに訊きけないが、神社オーナーの年収がどの程度なのかには少し興味がある。

　そんな下世話な事を考えながら着いた食しよく卓たくでは、史泰の母親の妙たえ子こさんが、史泰の子供の頃の微笑ほほえましいエピソードを食事の合間に聞かせてくれた。

「それにしても、環くんはとても上品に食べるのね。箸はしの使い方も凄く綺麗ね」

　不意に、妙子さんに指摘されて自分の手元に視線を落とす。

　派手な髪かみの色と、格好や性格とのギャップを感じるのか、食べ方について他人に言及される事は多い。食事の作法は、物心付いたときから厳しく指導されてきた。

「先せん輩ぱいの家は雨う銀ぎん楼ろうだから」

　それまでもくもくと食事をしていた史泰が呟つぶやくように、俺の代わりに答える。

　一応実家は明治から続く老舗しにせだ。創業当時は割かつ烹ぽう旅館だったらしいが、大正の終わりにただの料理屋にマイナーチェンジした。地元でうちの店の名前を言えば、大たい抵ていの人間が分かる。

　親が胸を張れる息子むすこだという自信はないから、俺の評判で店の風格を傷つけるのは避さけたい。そのため自分から家業について語ることは滅めつ多たになかった。

「まあ。あんなに格式のある料りよう亭ていの息子さんだったら、私の料理なんて口に合わないわね」

「え、すっごい美味うまいですよ！」

　慌てて褒ほめながら、肉の多い食卓を見回す。

　史泰は二人兄弟だ。男ばかりの家の食卓は普ふ通つうこうなるのかもしれない。うちは上にも下にも女きょうだいがいるので、これほど肉料理ばかりが並ぶ事はなかった。

　───こういうのばかり食べてるから史泰は縦に伸のびたんだろうな。

　標準より恵めぐまれた体型は厚みもあった。とくに胸の筋肉と太ふと腿ももの筋肉は標準よりも逞たくましい。どんなに頑がん張ばっても平均程度の筋肉しかつかなかった俺からすれば羨ましい限りだ。投手だったので肩かたはそれなりにしっかりしているが、それ以外の部分は至って普通だ。

「先輩、食事中に人の体じろじろ見るの止やめてください。鬱うつ陶とうしい」

「２ふた月つき遅おくれたけど、お前の誕生日プレゼントはオブラートな。一生分贈ってやるよ」

「ありがとうございます。雨の日に先輩の後頭部に貼はって遊びます」

　史泰ならやりかねないな。と思って切り返す言葉を考えていると、妙子さんが「史泰、先輩に失礼よ」と眉まゆを顰ひそめて口にする。もっと言ってやってください、お母さん。

「すみませんでした。つい、本音が出ました。これからはできるだけ小声で言います」

「根本的に解決してねーよ！」

　思わずがつっと、巫女さんを撮っていたときの仕返しも籠こめて手刀を胸に入れる。

　仕返しがくる瞬しゆん間かんを予期して構えていると、突とつ然ぜん妙子さんが上品な声で笑い出した。

「いつもそんな風なの？　凄すごいのね、環くんて。弟とは仲は悪くないけど、二人とも兄弟ゲンカは滅多にしないのよ。この子がこんな風に話してるのも初めて見たわ」

　自分の息子が手刀を入れられたのにも拘かかわらず、妙子さんは楽しそうだった。

「良かったら好きなだけ泊とまっていってね。この子もきっとその方が嬉うれしいでしょうから」

　妙子さんはそう言うが、とても史泰が喜んでいるようには見えない。むしろ迷めい惑わくそうだ。

　だから俺も愛あい想そ笑いしか返せない。それでも妙子さんから語られる史泰の子供の頃の話を聞くのは楽しかった。そんな和なごやかな食事が終わると、すぐに史泰から風ふ呂ろに促うながされた。

「もしかして釜かまみたいなやつだったりするのか？」

　先さき程ほど借りたトイレはウォシュレットまで付いている近代化ぶりだったが、外観から考えて風呂が釜かま焚たきでもおかしくないので、わくわくしながら問いかける。

「親が若い頃はそうだったみたいですけど、今はジェットバス機能が付いてます」

　水回りは全部リフォームしているらしい。先程、皿を下げるときに見た台所も、システムキッチンだった。勝手に期待した俺が悪いが、残念な気分のまま着き替がえを持って風呂に向かう。

　風呂は家の北側から細長い廊ろう下かを歩いた先にあった。妙子さんが用意してくれたのか、広い脱だつ衣い所のカゴの中には真新しいタオルが入っている。

　電気は裸はだか電でん球きゆうが浴室と脱衣所の上にそれぞれ一つずつぶら下がっているだけだ。

　浴室の上に開いている窓から風が吹ふき込んでいるのか、ゆらゆら揺ゆれている。そのせいでリンスやシャンプーが詰つまったボトルの影かげもゆらゆら不気味に動いていた。

「……いやいや、影ごときでびびってねーし。ここ神社だし。寺とかじゃねーしな」

　だから幽ゆう霊れいなんていないし、何も怖こわがる必要はないと自分に言い聞かせる。

　揺れる影から視線を外して、シャワーのコックを捻ひねった。目を閉じて髪を洗っていると、無む性しように目の前の鏡や背後が気になったが、振り返る事も顔を上げる事もしなかった。

　一通り体を洗ってから、ここ数日の習慣で自分の柔やわらかいペニスに手を伸ばす。

　視界の端はしを揺れる影が掠かすめる。怖いから目を閉じてしまいたいが、そしたら開くときにまた葛かつ藤とうするはめになるので、視線をいっそ裸電球に向ける。目が眩くらむような状じよう況きようで、必死にエロい事を考えようとした。こんな事なら、携けい帯たいを持って来るべきだったと後こう悔かいしながら、頭に今まで目にしてきたエロい画像を浮かべる。

　小学生のときに地味な女子が着ていた白いスカートに黒い下着が透すけていた事や、中学のときに初めてできた彼女の体を触さわらせて貰もらった事、高校時代に二人の女子と一度にやった事。

　けれど脳のう裏りの記き憶おくは、当時の興奮を思い出しかけた途と端たんに、走そう馬ま灯とうのように次から次へと移り変わっていく。結局、仲間からのメールに添てん付ぷされていた水着の女の子まで思い出しても、手の中のそれは僅わずかに硬かたくなる程度で一向にやる気を出してくれない。

「マジで祟たたりとか勘かん弁べんしてくれよ……」

　女の子と遊べない夏なんて夏じゃないと、溜ため息を吐ついてそこから手を放す。浴よく槽そうにはお湯がなみなみと張られていたが、一番風呂に入るのは気が引けてそのまま上がる。

　Ｔシャツと緩ゆるいハーフパンツに着替えて、先程の長く狭せまい廊下を通って母おも家やに戻った。

　居間は既すでに電気が落とされていて薄うす暗ぐらい。親の部屋は一階だと聞いたから、どこかに妙子さんがいるのだろうが、広い家の中では気配を感じる事もできなかった。

　時折ぎしぎしと鳴る床ゆか板いたの音が不気味で、慌てて階段を上がる。気付けば廊下を小走りしていた。奥にある史泰の部屋の襖ふすまをすぱっと開けて、後輩の姿が見えるとようやく安あん堵どする。

「何、ばたばたしてるんですか？」

　急いで部屋に入ってきた俺を訝いぶかしむように、机に向かっていた史泰が口にする。

「いや、別に……、ちょっとな」

　机に積まれているのは商業や経済に関する本だった。夏期休きゆう暇か中の課題をしているのだろう。休暇が始まって早々課題に取り掛かかるなんて、学生の鑑かがみだ。そういえばこいつは「嫌いやな事は早めに全すべて済ませる」タイプの人間だった。

「偉えらいなーお前」

「先輩とは違ちがうんで」

「どーせ俺は駄だ目めだよ。どーせ年下のお前の方が凄いですよー。お前の方が野球も上手うまいし」

　床ゆかの上に敷しかれていた布ふ団とんの上にぼすっと体を倒たおす。勝手に俺が押し掛けたんだから、布団ぐらい俺に敷かせればいいのに、史泰はちゃんとセッティングしておいてくれていた。

　年寄り連中は捕ほ手しゆの事を女によう房ぼうと言ったりするが、確かに史泰は面めん倒どう臭くさがりなのに、よく気が回る。暴投も変化球もきっちりとミットに納めて、まずい局面でも安心させてくれた。

「野球はポジションが違うんだから、単純に較くらべられないじゃないですか。それに上手くなりたかったなら、練習で手を抜ぬかなければ良かったと思いますけど」

「俺はお前みたいな体力馬ば鹿かと違って、スタミナがないんだよ。途と中ちゆうで息抜きしないと、後半ばてんの。でもお前と組んでるときは全力だったぜ？　お前と野球するのは好きだったから」

　死ぬほどきつい練習に耐たえても、俺じゃ一番になれない事は分かっていた。だけどそれなりに野球は楽しかった。なかでも一番楽しいのは、史泰と組んでいるときだった。史泰は俺の心情や体調を読むのが上手く、投げやすい配分をしてくれるから、やっていて心地ここちよかった。

「なんか、うまくリードするんだよな、お前」

「先輩は使い方さえ間ま違ちがえなければ、優ゆう秀しゆうな投手でしたから。使いにくいんですけどね」

　馬鹿と鋏はさみは、という古い諺ことわざを彷ほう彿ふつとさせるような言い回しに、褒めてる相手に対してなんだよ、と思ったがちらりとボールに視線を走らせてから許してやることに決めて、瞼まぶたを閉じる。

　階段のせいで脚あしが酷ひどく疲つかれていた。

　そのまま気付かぬうちに眠ねむっていたようで、不意に史泰に揺り起こされる。

「ん……？」

「夏でもこの辺りは朝方に冷え込みますから、一応布団かけて眠ってください」

　その言葉に目を開けたときに、ちょうど電気が消される。

　真っ暗になった部屋の中で、史泰は眠そうに欠伸あくびをしてから傍らのベッドに入った。

　いつの間にか眠っていたな、と目を擦こすったときに下半身に蟠わだかまっている感覚に気付く。

　いや、気のせいだろうといそいそと布団に入る。しかし感覚は退しりぞけようとするほど、強くなっていく。寝ね返がえりで誤ご魔ま化かそうとしたが、夜明けまでは我が慢まんできないと頭では分かっていた。

「史泰」

「……なんですか？」

　露ろ骨こつに眠そうな声だった。どうやら意識の大半は眠りの底に沈しずんでいたらしい。

「トイレ一いつ緒しよに行ってください」

「…………五千円」

　眠ったんじゃないかと思うほど間を空けてから、シビアな答えが返ってくる。

「金とんなよ！　お前の家、お布ふ施せで儲もうかってるだろ！」

「玉たま串ぐし料りようの事ですか……？　じゃあ、四千九百円でいいです」

「鬼おに！」

「先せん輩ぱい、言こと霊だまってあるんですよ。今先輩が鬼なんて言うから……」

　そのとき、外から「あ～～あ～～」という女の声が聞こえる。

　あまりの恐きよう怖ふに、一いつ瞬しゆんで鳥とり肌はだが立った。お陰かげで「鬼なんてどこの昔話だよ」と否定するタイミングを見失った上に、尿によう意いは誤魔化しようもないほど色いろ濃こくなる。

「は、長谷川く～ん、寝ないで！　俺をおいてかないで！　またさっきの変な声が聞こえたらどうするんだよ！」

「さっきのは猫ねこの声です。先輩、俺眠るんで話しかけないでください。だいじょうぶ、たたりなんてないですよ……」

　本当に眠いのか、史泰の声からは段々と覇気がなくなっていく。

「適当なこと言うなよ！　お前が祟りって言ったんだろ！　実際勃たたないし！」

　再び眠りの川を渡わたろうとしている史泰の眠ねむ気けを吹き飛ばそうと、大声を出す。そのときにまた外から「なぁ～う」という声が聞こえて、咄とつ嗟さにベッドの中に飛び込んだ。

「っう、先輩………」

　かなり強く膝ひざがぶつかり、後こう輩はいから不ふ機き嫌げんな声が上がる。

「今の聞いたか!?」

「紛まぎれもなく猫じゃないですか。俺、本当に眠いんで勘弁してください。ほら、ハウス」

　顔を近づけると、額を摑つかまれて反対側に押しやられる。しかし負けるわけにはいかない。

「ト、トイレ一緒に行ってください」

　俺の言葉に面めん倒どう臭くさそうに顔を蹙しかめた後輩を見やる。未就学児でも恥はずかしがるようなことを頸けい椎ついの痛みに耐えて頼たのんでいるのに、史泰は眉み間けんの間に皺しわを寄せるだけだ。

「だって、祟りがあるなら霊れい魂こんもあるだろ？　おばけもいるだろ？」

　そういえば史泰から聞いた怪かい談だんで、「階段おばけ」というのがあった。上っている最中は、決して振ふり返ってはいけないその階段で、後ろを振り返ると……そこには───。

「付いてきてくれないなら俺ここでする」

「やめろ、馬鹿」

　何年経たっても忘れられない怪談を思い出して、恐おそろしくなる。

「本当に勃たたないんですか？」

「じゃなきゃ宮古島断って、おっぱいのないお前とこんな幽ゆう霊れい屋や敷しきにいるわけないだろ」

　つい焦あせって本音が漏もれると、実家を幽霊屋敷呼ばわりされた史泰の視線が鋭するどくなる。

　まずい、と思ったが恐怖が勝ってベッドから出るという選せん択たく肢しはなかった。

　普ふ段だんは基本的に悪態を吐くだけで怒おこることがない後輩だが、眠いときは殊こと更さら沸ふつ点てんが低くなる。

　どうもうるさいのが嫌きらいらしい。大人びているけど眠いと不機嫌になっちゃう史泰くんてかわいいよね、と以前女子が話しているのを聞いたことがあるが、とても共感できない。

「ひ、んっ……て、お前、何すんの」

「いや、本当に勃たないのかなって。勃ったら祟りなんてないって事なんで、一人でトイレ行ってください。トイレの付き添そい頼むって、21歳の男としてどうなんすか？」

　いきなり股こ間かんをハーフパンツの上から摑まれて竦すくみ上がったところで、苛いら立だった史泰に適当な事を言われる。その条件を断る間もなく、無骨な手が下着の中に入ってきた。

　下の毛の上をぞろりと撫なでられた後で、重力に唯い々い諾だく々だくと従っているペニスを摑まれる。

「あ、直じかに触さわんの？」

　素すで驚いたときにのし掛かかっていた俺の体がベッドの上に倒される。

　史泰は俺のすぐ傍そばで横になって、シーツと俺の背中の間に腕うでを入れると肩かたを抱だいて自分の方に引き寄せた。ごつごつした腕の感かん触しよくや、いつになく間近に迫せまった後輩の体温を物もの珍めずらしく感じていると、先せん端たんの方をぐにぐにと無ぶ遠えん慮りよに指で押される。

「っつ、あ、お前、そこ、は、痛いって」

　喋しやべってる最中にピアスの嵌はまった耳を嚙かまれた。それだけではなく、舌が穴の中に伸のばされる。

　産うぶ毛げを舐なめられるとぞわぞわした。

　舌が動く水音に思わず爪つま先さきでシーツを蹴けったときに、ばさりと布団が捲まくれる。

　部屋の中に灯あかりはないが、暗さに目が慣れたのと窓からの月明かりで自分の格好を見る事ができた。パンツの布地越ごしに史泰の手が動いているのが分かり、流石さすがに恥ずかしくなる。

「も、無理だって。トイレ……いきたい」

　弄いじられているせいで、余計に尿意は強くなってる気がした。同時に別の物も感じそうになっている。風ふ呂ろ場ばでは頑がん張ばっても少しも地球の重力に逆らう様子のなかった場所が、徐じよ々じよに硬かたくなり始めていた。喜ばしいことだが、それでもこれで勃ぼつ起きしたら朝まで布団の中で尿意に耐えるはめになる。かといって窓からしたら、史泰にそのまま蹴り落とされるだろう。

「硬かたくなってきましたね」

　からかう史泰の声に、首を振った。長年の後輩に、からかい混じりに触ふれられているのに勃起するなんて、快楽に正直にも程ほどがある。静めるために、必死で階段の怪談の続きを思い出そうとした。その試みは成功して、先程まで芯しんを持っていたところから徐々に力が抜けていく。

　知らず知らずのうちに閉じていた瞼を押し上げると、目の前に史泰の首があった。いくら気持ちよくても相手は男だ。そう考えると先程まで興奮していたのが噓うそのように治まってくる。同時に尿意も消えてくれればいいのにと、膀ぼう胱こうの神様に願ってみる。そんな物が存在するのかどうかは知らないけれど。それとも泌ひ尿によう器き系も史泰のところの神様が担になっているのだろうか。

「な、勃たないんだから、トイレ、付き合え」

　俺の言葉に史泰はペニスから手を放す。

　掌てのひらの温ぬくもりに依い存そんしていたのか、離はなれるとそこが急に冷えたような気がする。しかし史泰の手は完全に離れるわけじゃなく、下に向かう。表面が硬くなった指先がアナルの上に這はった。

「な、んで、そこ」

　予想外の場所に触れられて、声が上うわ擦ずった。指で押すように撫でられ、びくんと体が跳はねる。

「こっち、弄った事ありますか？」

「前に、ちょっとだけやられた事はあるけど……」

　淡たん々たんとされる質問に、つい正直に答える。以前、年上の人妻と関係を持ったときに指を入れられた。性的な事に関しては何でも試ためしてみる方だったので、その一いつ環かんとして受け入れたが、デコデコの派手な爪つめでやられたので、快感よりも痛さが勝ったのを覚えている。

　その後、攻せめ気な女子に一度弄られた事はあったが、あまり気持ちいいとは思わなかった。

「先輩って本当に経験豊富なんですね。相手は男ですか？」

　ぐっと、穴の中に乾かわいた指が入ってくる。そのきつさに思わず腰こしを浮うかせた。

「じゃ、ねーよ、女、の子」

　話してる最中も指はぐいぐいと入り込んでくる。内側で史泰の指が動くのを感じると、途と端たんに恥ずかしいような、どうしていいのか分からないような頼たよりない気分になった。

「うそ、お前、ふつう、ここまでするかよ」

　俺は性的な事に冒ぼう険けん的だが、史泰はそうじゃなかった筈はずだ。男相手のセックスにノリと興味本位で手を出すような奴じゃない。実家に押し掛かけた事やサークルの模も擬ぎ店を出させるために知り合いの神社に話を通させた事で、よほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのかもしれない。

「あ、やば、あ……ん、指、抜ぬくの、やば」

　入れられるのはまだ我が慢まんできるが、抜かれるとぞくぞくと鳥肌が走る。そのときに一いつ緒しよに尿意も強くなった。我慢しようとすると、膝ひざ頭がしらが震ふるえる。

「先輩、うちの親の部屋、かなり離れてるんで、声大きくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「はあ、う、や、めろって、なんで、あっ、こんなの……っ」

　快楽には弱い質たちだけど、俺にもプライドはある。流石に後輩に喘あえがされるなんて嫌いやだ。

　けれど、気付けば先程萎なえたはずの場所はゆっくりと持ち上がってきていた。

「こっち弄ると勃ちが悪い人でも、結構すんなり勃つらしいですよ」

　トイレに付き合うのが面めん倒どうだからってここまでするかよ、と言ってやりたかったが、ずっぷりと指を奥まで入れられてぐりぐりと動かされると、文句は喉のどの奥にするりと落ちた。

「あ、っ、あ……史泰、そこ、無理」

「無理じゃなくてここがいいんですよね？」

　ごりごりと指で中にある一番気持ちのいい所を突つかれる。以前、女子に弄られたところだ。あの時は大して気持ちいいと思わなかったのに、声が震える。

　女よりもずっと太くて、滑なめらかじゃない指の動きに全身の神経を集中してしまう。そんな場所に躊躇ためらいなく指を入れられるなんて、硬こう派はに見えていた後輩は結構変態なのかもしれない。

「なんか、変な感じなん、だけど、俺。そこ、無理」

　押されるとまずい。頭がぼんやりする。

　不意に高校時代に赤くなって摩すり切れていた史泰の指を思い出す。投手ほど指先をケアしていない男の肌は皹あかぎれていた。俺は平気でマニキュアやハンドクリームをコスメコーナーに買いに行けるけど、他ほかの連中はそうじゃないようだった。

『今はメンズ用だってあるんだからさぁ、酷ひどくなるまで放っておくなよ』

　そんな言葉を口にして、自分の使いかけのハンドクリームを史泰に投げた。なんなく細身のチューブボトルをキャッチした男は、少し訝いぶかしげな顔をしていた。たぶんそれが俺との初めての会話だったからだろう。

『……一軍の人達は俺の姿が見えないのかと思ってました』

『何、お前無視されてんの？　じゃあ、他の奴やつ等の分俺が構ってやるよ』

『いえ、結構です』

『そこはありがとうございますだろ！　そのクリームも有り難がたく使えよ』

　あの日から史泰の手が気になるようになった。俺はおっぱいフェチだけど、手もそれなりに好きだった。史泰のは、俺の理想よりも大きすぎるけれど、指先が長くてバランスが取れた綺き麗れいな手だ。その手で自分でも触れない様な場所を弄られてると思うと、吐はき出す息が熱くなる。

「駄だ目めだって、駄目、史泰、いじんの……、駄目っ」

　無意識に史泰の首元に頭を埋うずめると、柔やわらかな匂においがした。俺が寝ねている間に風ふ呂ろに入ってきたらしい。その匂いに気を取られていると、肩を引き寄せていた方の手で胸に触れられた。

「乳ち首くびまで勃起させて、何言ってんですか？」

　布地の上から硬くなっていた乳首をぎゅっと引っ張られる。その瞬しゆん間かん、びくんと全身に快感が走って、先走りがじわりと漏もれた。

「あ、あ……っ、やばい、俺本当に、出そう、出る」

　いった途端に、我慢している方も出そうで怖こわい。

　そう思って頑かたくなに耐たえているのに、史泰は「出していいですよ」と冷静に切り返してくる。

「あ、あっ」

　指は２本に増えて、ペニスのように動かされる。奥の方を突かれて、大きく息を吸ったときに、史泰の喉がごくりと下がった。

　普ふ段だん飄ひよう々ひようとしている後こう輩はいが余よ裕ゆうのない顔をしていた。興奮しているのか、と意外に思ったときに急に羞しゆう恥ちが胸の中で膨ふくれあがり、今いま更さらながら史泰の手首を摑つかんで止めようとした。しかし本心では絶頂に上り詰つめてしまいたかった。女みたいに穴でいくのは嫌だ。達したときに漏らすのも怖い。デメリットばかりなのに、それでも明確な快感に腰が揺ゆれる。　>>>♥

「我慢なんて、らしくないですね」

　笑いながら口にする男が、乳首を摘つまむ。女の子に弄られて、いつの間にか敏びん感かんになったところは、たったそれだけでじくじくと痛いほどに腫はれあがる。

「だって、お前、俺がいったら、あとでからかうだろ？　噂うわさになったら、困る」

　ただでさえ不能説が流れそうなのに、オンナになったという説まで流れたら嫌だ。

「噂？　先せん輩ぱいが俺にここ弄られていったって？」

　ぐりぐりと、内側を押されて息を吞のむ。奥歯に力を入れないと、声が出てしまいそうだった。

「他人に……わざわざそんなことを教えてやる気はないですよ」

　史泰はそう言うと、耳の一番柔らかい場所に優やさしく歯を立てた。

　カチリとピアスが歯に触れる。フープになっているシルバーと耳の隙すき間まに舌を入れられて、舌とそこが擦すれる音がやけに鮮せん明めいに耳の中に反はん響きようした。

「本当に……？　誰だれにも内ない緒しよにする、か？」

　唇くちびるが乾いて、思わず舌で濡ぬらす。史泰は「先輩の話は他の人としませんから」と言った。

　なんとなくそれはそれでむかついたが、その言葉に安あん堵どして体に入っていた力を少し抜く。

　二週間近く無反応だったそれは限界まで膨ぼう張ちようして、ひくんと中の指が動く度たびに震える。先せん端たんから零こぼれた透とう明めいな先走りが、ゆるりと腹の上に零れていた。小さな穴の奥からは、今にも白はく濁だくした物がどろどろと溶とけ出してきそうで、我慢も限界だった。

「も、出る」

　後輩の前で出す情けなさと、二週間ぶりの快感におかしくなりそうだった。精液が飛び散らないようにそこを掌で包むと、史泰は促うながすように中の指を動かした。

「あー……、ぁ、ン」

　アナルを弄られて出すのは不思議な気分だった。少し物足りないのに、擦こすって出すときとは違ちがって達した後もじわりと腰に熱が留まる。しかし、達してる最中に一緒に漏らしてしまいそうになって、慌あわてて下腹に力を入れると、指を締しめ付けてしまった。そんな状態なのに無む理り矢や理り、窄すぼめた肉の間からずるりと指が抜かれて、膝ひざが震える。

「はぁ……っ」

　史泰がどこから取ったのか、何枚かのティッシュで、指の隙間から俺の腹の上に散った白濁を拭ぬぐってくれる。二週間溜めていただけあって、量が多い。

「史泰……、トイレ」

「祟たたりなんかないって証明されたんだから、一人で行ってください」

「お前、ここまでしておいて、それはないだろ」

　指を拭ふきながら、余り力の入らない足で横の男を蹴ける。その拍ひよう子しに腰の辺りに史泰の硬くなったペニスが触ふれた。パンツの上からでも分かるほど熱くなっている。

　一いつ瞬しゆんぎょっとしたが、すぐに先さき程ほどまでいいようにされた復ふく讐しゆう心が芽生えた。

「お前も勃たってる」

　きっと本人も知っている事を口にすると、史泰は「先輩の声がやらしかったんで」と言い訳をする。なんとなく気まずく感じている後輩の珍めずらしい様子を見て、その場所に手を伸のばす。

　他人のペニスに嫌けん悪お感かんもなく触れるなんて、今日は俺も史泰も何かおかしいのかもしれない。

　服の上から軽くさすると、史泰がごくりと唾つばを飲む音が聞こえる。

「っ、何、俺のもしてくれるんですか？」

　耳元に囁ささやかれた声には紛まぎれもなく期待が滲にじんでいる。

　その声を聞いてますます変な気分になった。お互たがい女の子には不自由していないのに、男同士で何を馬ば鹿かな事をやっているんだろうと思いながら、下着の中に手を入れて直接触れる。

　史泰のそれは、合宿のときに見た事がある。

「そういや、知ってる？　お前のこれ、黒くろ夜や叉しやって呼ばれてたんだけど」

「勝手に人の物に変な渾あだ名なつけないで貰もらえますか？」

　呆あきれた声で言われ「俺がつけたんじゃねーし。ナベヤンがつけて回ってたんだよ」と返す。

「先輩のは足軽ですか？」

「失礼な事言うなよ！　少しよう佐さだよ！」

　ついぎゅっと握にぎると「っ」と小さな声が漏れる。相手の急所を摑んでいた事を忘れていた。

「お前がいったら、トイレ一緒に行けよ」

　そう言うと、史泰が「ん」と小さく頷うなずく。そのときの声が殊こと更さら甘く聞こえた。

　きつい顔立ちの史泰が纏まとっている圧あつ迫ぱく感かんに、大たい抵ていの人間は臆おくする。俺は最初から臆したりはしなかったが、それでも史泰の顔を見て「かわいい」なんて思った事はなかった。

　だけど今は目を伏ふせて快感を追い掛かける様子がかわいく見えて、這はわせていた手に力が入る。

　はあ、と浅い息を短く吐き出す男のペニスは俺よりも太く、エラが張っていた。

「史泰、なぁ、いきそう？」

　出したはずなのに、俺までやらしい気分になる。だけどここでまたいったら、たぶん我慢できない。尿によう意いはもう限界値に達している。早く史泰をいかせてしまいたいが、それでもこんなしおらしい顔は今の機会を逃のがしたら永遠に見る事ができない気がして、勿もつ体たいないとも感じていた。太い根本のところに指を這わせながら、目の前の男の顔を観察する。

　すると下を見ていた史泰と、目が合った。思わず、女の子としているときみたいに、反射的に唇を重ねる。途と端たんに、史泰が戸と惑まどうように体を引いた。

　俺のアナルに指突っ込んどいて、キスで驚おどろいている男にこっちが驚く。

「ん、なあ、もうこれ、出そうだよな？」

　唇を舐なめた後でそう訊きくと、史泰が何か言いかける。どうせ口では勝てないのだから、と折せつ角かく俺が握っているイニシアティブを奪うばわれないようにその唇をまた塞ふさぐ。

　キスには自信がある。たぶん、史泰よりも経験値は高い。ちゅっと、音を立てて吸った後で中に舌を差し入れながら、親指の付け根で先端のところを擦った。

　もう野球は止やめたけれど、肉刺まめのせいで硬かたくなった皮ひ膚ふは未いまだに戻もどっていない。

　そんな手で擦っていると「先輩」と切せつ羽ぱ詰つまった声で、史泰が俺を呼んだ。

「お前、俺の手でいっちゃうの？　女の子じゃないのにこんなおっきくなっちゃうの？」

「男の手でいったのはあんたもだろ」

　熱っぽい息に煽あおられて、俺のそれも勃ぼつ起きしてきていたが、それを無視して手を動かす。

　扱しごきながら目の前にある唇を吸って、舌を絡からめた。キスが苦手なのか、史泰の舌はどこかぎこちない。長年こいつにはやられてばっかりだったので、こうして自分が優位に立てる状じよう況きようが楽しくて、焦じらすようにペニスから手を放して鼠そ蹊けい部ぶをなぞる。

　すると急に唇を嚙かまれた。それほど強くなかったが、それでも一瞬走った痛みに顔を離す。

「っ、お前」

　文句を飲み込んだのは、思った以上に余裕のない史泰の顔を目にしたせいだ。

「あ……」

「入れられたくなかったら、さっさといかせてください」

　おかしな条件で、おかしな事を命令してくる後輩に、逆らえなかった。再び張り詰めたペニスを手で包む。史泰は悪い事をしないか見張るように、瞼まぶたを開いてじっと俺を見ていた。

　何故なぜかその目に見られていると、体温がどんどん上がっていく気がした。







「急に帰ってくるなんて聞いてないんだけど」

　不満げな顔の妹は、子供っぽい柄がらのキャミソールとスコート姿だった。

　高校のテニス部では後輩に慕したわれ、男には憧あこがれられているらしいが、この格好を見たら彼らの目は一瞬で覚めるだろう。尤もつとも、全すべて本人談なのでどこまで本当かは分からない。

「いいだろ、俺の家なんだから。なんか文句あるのかよ？」

　昨夜、史泰にいかされてその後であいつの事もいかせた。約束を盾たてに、面めん倒ど臭くさがる史泰を連れてトイレに行った。戻ってからはそれぞれ布ふ団とんに入ってしまったが、朝は気まずかった。

　史泰もどこかぎこちなかったし、俺も俺で冷静に考えたら後輩に指突つっ込まれて射精とかないないないない絶対ない、という心境になっていた。

「だって女連れ込むじゃん。私の友達とか来てるのに隣となりの部屋で、女の人がアンアンしてたら凄い嫌いや。しかも兄あにが連れてくる女ってみんな股またゆるっぽい感じで、好きになれないし」

　そういえば以前女友達と部屋でしているときに、妹に思い切り壁かべ蹴げりされた。そのせいで妹側の壁は一部が陥かん没ぼつしている。伊達だてに脚きやく力りよくは鍛きたえていないのだろう。

「一番股ゆるなのは、兄だけど。股っていうか、竿さお？」

　棒付きアイスを食べながら、嫌悪感を隠かくさない妹に反論できずに「お前、女の子なのに口悪いなー。男に引かれるぞ」と、ささやかながら反はん撃げきを試みる。

「兄みたいな男を引かせるのが目的だし。あーあ、どうせなら長谷川さんの妹が良かった」

　今朝、変な空気のなかで朝食をとった後、俺が「治ったみたいだし、帰るわ」と口にしたら史泰はどこかほっとしたように見えた。

「そういえばお前、史泰の事好きだったよな」

　俺の試合をテレビで見ていたときに、史泰に一ひと目め惚ぼれして、それ以来練習試合にまで都合が付けば応おう援えんに来ていた。こいつが女子力アピールのために差し入れをしたり、休きゆう憩けい時間に史泰が目的で、俺の傍そばから離れなかったために、チームメイトからはかなりブラコンの妹がいると思われていたし、恐おそらく今もそう思われている。

「好きすぎて直視できないぐらい好き。はあ、なんでうちの兄はこれなのかなぁ。でも兄妹は結けつ婚こんできないし、長谷川さんとは今の距きよ離りが丁度いいのかも。でも兄は替かえて欲ほしいなあ」

　実際は一年ぶりに帰ってきたのに、この反応だ。誰だれだ、妹が萌もえるとか言ってる奴やつ。こんなものの、どこに萌える要素があるっていうんだ。むしろ萎なえるだろ。マゾか。

「俺も巨きよ乳にゆうの妹が欲しいよ」

　そう言った瞬しゆん間かん、上段蹴りが襲おそってきたので慌あわてて避よける。

　このまま居間にいても妹に攻こう撃げきされるだけなので、大人しく自分の部屋に向かった。

　一年空けていただけなのに、懐なつかしい気分で部屋に入る。自分の部屋なのに、大学近くのアパートほど居い心地ごこちがいいとは思えなかった。

　このまま部屋で時間を潰つぶすのは退たい屈くつなので、ベッドに座って携けい帯たいを弄いじる。地元に留まっている高校時代の知り合いに連れん絡らくをとると、すぐに会える事になった。家に呼んでもいいが、そういう展開になったときに妹からまた壁蹴りされるのは避けたい。

　結局、駅前で待ち合わせをして無難にカラオケに行く事にした。

「なんか、よりいっそうちゃらいねー。まー、相変わらず格好いいけど」

　一時間後、待ち合わせに現れた昔の知り合いは、相変わらず露ろ出しゆつ度どの高い格好をしていた。

「お前こそなんかけばい。まぁ、かわいいけど。もしかして瘦やせた？」

　当時の遊び仲間の近きん況きようを聞きながら、俺が小学生の頃からあるカラオケボックスに向かう。

　この県内ではやたらと知名度のあるチェーン店なので、彼女は財さい布ふの中から割り引きチケットを出して、少しグレードの高い部屋を選んだ。

　会った感じで寝ねられるかどうかを判断しようと思っていたが、グレードの高い部屋を選んだということは、彼女も最初からそのつもりだったんだろう。高校時代、ラブホ代なんてお小こ遣づかいでは賄まかなえなかったから、よくカラオケの少し高い部屋でしていた。ドアはスモーク硝子ガラスがはめ殺しになっているが、その部屋には背せ凭もたれの高いソファのおかげで死角がある。

「ねえ、久し振ぶりにめちゃくちゃにしてね」

　グロスとリップライナーと口紅で彩いろどられたぷるぷるの唇くちびるを見ながら、俺はめくるめく官能を期待した。けれどそのとき不意に、マヤちゃんのあの蔑さげすみに満ちた目が脳裏をよぎる。

　それに部屋のドアを開けたとき、真っ暗な室内の中でぼんやり光るテレビ画面を見て、冬の合宿のときに史泰がした怪かい談だんを思い出してしまった。

『最初はマイクのエコーだと思っていたらしいんですが、耳を澄すますと確かに自分とは違ちがう声が聞こえたみたいなんです。それで歌うのを止やめてじっとしていたら───』

「環？」

「ひぃっ、い、な、何!?」

「さっさと中に入ってよ。喉のど渇かわいちゃったー。何か頼たのもうよー」

　しばらくは穏おだやかに会話したり、ドリンクが運ばれるまでは健全に歌ったりしていたが、駄だ目めだった。どうしても怪談のオチが頭から離れない。考えれば考えるほど史泰の声が蘇よみがえる。

　恐きよう怖ふを振ふり払はらうように、目の前の体を抱だき締しめて直接肌はだに触ふれてみたが、興奮できなかった。

「環、どうしたの？」

　訝いぶかしげに名前を呼ばれて勃起していないそれに服越ごしに触さわられる。最初は彼女も「私が大きくしてあげる」と笑って触れてきたが、口でしても手でしてもどうにもならないと分かると、興きよう醒ざめしたとばかりに「その気がないのになんで触ったの？」と、面めん倒どう臭くさそうに言った。

　マヤちゃんのときと同じ態度に、ますますそこが萎える。

　結局カラオケは入店時に告げた時間よりも早く出た。彼女とはそのまま別れて、別の女の子を呼び出す。カラオケだから駄目なんだと、わざわざホテルに入って事に及およぼうとしたが、またしても失敗に終わる。無理を言って呼び出したのに、役に立たない俺を見てその子はバサバサの睫まつげの下にある目に同情を浮うかべて「そういう日もあるよね」と気き遣づかってくれた。

「余計に居たたまれないんだけど……」

　２人目の女の子とも別れて、駅前の広場で御み影かげ石いしのベンチに座って項うな垂だれる。

　昨日勃起したのは、何かの間ま違ちがいだったんだろうか。

　結局、どんなに気まずくても史泰のところに戻っておじさんに祟たたりを解いて貰もらうしかないらしい、と諦あきらめの境地で黄昏たそがれに暮れる街並みを眺ながめながら電車に揺ゆられた。最も寄より駅からは昨日と同じく路線バスに乗る。例の鳥居の前に立って、仕方なく地じ獄ごくの階段を上る頃にはもう日が陰かげり始めていた。ただでさえ背の高い樹木のお陰で薄うす暗ぐらい参道は、足あし下もとが覚おぼ束つかない程ほどに暗い。

　もっと早く来るべきだったと後こう悔かいしながら上っていると、99段の階段に差し掛かかる。最後の１段で戸と惑まどっていると、丁度境けい内だいにいた史泰が俺に気付いて近づいてきた。気まずさからかける台詞に迷っていると、史泰は何も言わずに俺の腕うでを取って強ごう引いんに中に引っ張り込んだ。

「先せん輩ぱいって、本当にそういうの気にしますよね」

「う……だって、お前が言うと全部怖こわいんだよ」

　なんで分かったんだ、と不思議に思いながら目の前の後こう輩はいに視線を移す。

　腕は素そっ気なく放されたが、朝とは違ってぎこちない素そ振ぶりはない。もしかしたら朝は俺が気にしていたからそう見えただけで、史泰は寝ね不ぶ足そくで不ふ機き嫌げんだっただけなのだろうか。

「やっぱり治ってなかったんだけど……おじさんの入院先、連れて行ってくれない？」

「今日はもう行きましたし、面会時間も終わってるんで行くなら明日ですね」

　その言葉に項垂れる。こんなことなら、家に帰らずに一いつ緒しよに病院に行けば良かった。

「治ってなかったって、試ためしたんですか？」

「……地元の仲間に不能説が浮ふ上じようしたら、うち消すの手伝って……」

「俺がうち消すの手伝ったら、別の説が浮上しますよ」

　確かに何故史泰が知っているのかという疑問を持たれたら、もっと厄やつ介かいな噂うわさが広まるだろう。

「もしかして先輩、今日も泊とまる気ですか？」

「え、だってこの階段折せつ角かく上ったのに」

　明日も上ることを考えるだけで、膝ひざが笑う。そんな俺を見て史泰は溜ため息を吐ついた。

　流石さすがに10代の頃ころに鍛えていたので筋肉痛に襲われる事はなかったが、それでも数年怠なまけていた体には充じゆう分ぶんきつい。また階段を下りて、明日の朝に上ると考えるだけで嫌いや気けがさす。

「駄目？」

「……夕食の準備があると思うので、今のうちに母に話をしておいてください」

　迷めい惑わくそうだったが、基本的に俺が何かする度たびに史泰はそういう顔をするので、もう既すでに慣れてしまった。渋しぶ々しぶでも受け入れられた事にほっとしながら、昨日泊まった史泰の家に向かう。

　今晩も泊まりたいと言うと、妙子さんは快く迎むかえてくれた。しかし問題は妹の方だった。

『兄ばっかり狡ずるい！　なんで私も連れて行ってくれなかったの!?』

　家電にかけてうっかり「史泰のところに泊まる」と答えたら、電話口の妹にいきなり怒おこられた。猫ねこ被かぶりでも、普ふ段だんは母の気き性しようを受け継ついでさばさばした性格だが、史泰が絡からむと途と端たんに粘ねん着ちやく質しつになる。宥なだめるのは面めん倒どうなので話し合いの最中に一方的に通話を切った。

　すぐにかけ直してきたが無視して、台所に向かう。二日もタダ飯を食うのは流石に気が引けるので、夕食の手伝いを申し出る。遠えん慮りよされたが、少しだけ協力させて貰う事になった。

　うちの家は代々料理人の家系なので、俺も基き礎そだけはできる。一人暮らしになってからは面倒であまり自じ炊すいはしないが、家にいた頃は家族の食事はよく作っていた。

「まあ、本当に手て際ぎわがいいのね。どうしてそんなに薄うすく綺き麗れいにむけるの？」

　妙子さんの質問に、得意になってやり方を教える。色々と訊きかれて、包丁の研ぎ方から鶏とり皮の美味うまい焼き方まで教示しながら、楽しく料理をした。

　初対面のときはきつそうに見えたが、話してみると少し天然でかわいい人だった。尤もつともそんなことを史泰に言ったら「守しゆ備び範はん囲いは、野球で広げて欲しかったです」と切り返されそうだ。

「でも、史泰にこんな素す敵てきな先輩がいてくれてよかったわ。リトルリーグのときも、後輩には慕したわれていたけど、先輩には嫌きらわれていたし、同級生とも少し距離を置いてるみたいだったからずっと心配だったの。あの子、友達いないんじゃないかって」

　史泰の場合は「いない」というか、本人がそれを「必要としていない」のだ。人間関係を鬱うつ陶とうしい、面倒臭いと思っているので、実際妙子さんの言う通り、先輩連中には嫌われていた。ただ野球というスポーツの中においては信しん頼らいされていたし、みんな実力のある奴だと認めてもいたので、一見孤こ独どくには見えなかった。女子にもちやほやされていたし。

「大学では俺と同じサークルなんですけど、この前の祭りのときとかも尽じん力りよくしてくれたんで、サークル仲間もみんな感謝してましたよ」

「あの子がサークルなんて、環くんが誘さそってくれたのね」

　実際その通りだが、半ば無む理り矢や理りだったので素す直なおに感謝されても居心地が悪い。

「これからもあの子のこと、よろしくお願いします」

　丁てい寧ねいに頭を下げられて、俺もフライ返しを持ったまま頭を下げる。

　その後は大学での史泰の様子を話しながら、料理を手伝った。出来上がった料理を食しよく卓たくに並べる頃に、ようやく話題の人物が疲つかれた顔で外から帰ってくる。

「史泰、お神楽かぐらはどう？　今年の姫ひめ役は決まった？」

　妙子さんからの問いかけに、史泰が「立候補してくれた人達は既き婚こん者か、年ねん齢れいが上の人達だったからまだ。一応リストに挙がってる人には後で電話してみる」と簡潔に答える。

「そう、確かに今の人はこういう古い行事には参加したくないかもしれないわね。もし決まらないようなら、お父さんにも相談して決めて頂ちよう戴だい」

　妙子さんは残念そうな顔でそう言ったが、俺の存在に気付くと「今日の夕食は環くんが手伝ってくれたのよ」と気を取り直すように微笑んだ。

　食事中は俺が中心になって話をしていたが、妙子さんは外から帰ってきた史泰と会話してから、あまり元気がない。なので皿洗いは俺と史泰が担当した。

　二人きりになったときに、ふとこの後の事を考えて、先程史泰が渋しぶった理由が分かった気がした。泊まるという事は、また同じ部屋で寝るという事だ。

　途端に顔に血が上りそうになって、流水に手を突つっ込みながら気を散らす。

　そもそも昨日のは男同士、テンション任せで触れ合っただけ。相手が俺みたいな奴やつなら何の問題もない。「自分の手でやるより楽しめる」で、終わりだ。しかし史泰はそういうタイプじゃない。どうして俺とあんな事をしたのか理解できなかった。もしあれが悪ふざけの一いつ環かんなら、史泰の性格上、絶対にからかってくる筈はずだが、特に何も言ってこないのはおかしい。

　しかし悪ふざけじゃないならなんなのだろう。考えれば考えるほど分からなくなる。

「先せん輩ぱい風ふ呂ろ沸わいたみたいなんで、先に入っていいですよ」

　どう考えてもテンションに任せて男同士でやるようなタイプじゃないし、ゲイじゃない事は高校時代の交際歴から知っている。

　だとしたら何故なぜと思って見つめていると、不意に顔が近づいてきて思わず後ろに下がった。

「な、なんだよ？」

「頰ほおの所がキラキラしてると思って」

　そう言って史泰が俺の頰に指で触れた。史泰の指先は確かにキラキラしている。

「あ？　ああ、女の子達の化け粧しようがうつったのかも」

　片方はやけに目元がキラキラしていたし、もう片方が唇くちびるがギラギラしていた。

「達？」

　俺の返答に史泰の眉み間けんが険しくなる。

　史泰は昔から俺が不特定多数の女子と気軽に交流する事を、軽けい蔑べつしている節があった。

　自分だって女の子はとっかえひっかえだった癖くせに、という反論を飲み込んで、小言から逃のがれるように泡あわのついたスポンジをポンと史泰の手に載のせる。

「じゃあ、あと悪いけどよろしく」

　これ以上追及されないうちにと、台所を出る。風ふ呂ろに行くためには、またあの長い廊ろう下かを通らなければならない。

　恐きよう怖ふを押し殺して、風呂に向かった。手早く済ませるために乱雑に服を脱ぬいで浴室に入る。

　気分を紛まぎらそうと高校時代の校歌を口ずさんでみたが、効果はない。そんな気分のまま股こ間かんに手を伸のばしたが、やはり反応はなかった。溜め息を吐き出して、さっと体を洗って小走りで史泰の部屋に行く。しかし肝かん心じんの部屋の主はいなかったので、押入を開けて透とう明めいなプラスチック製のチェストから、勝手にシャツとハーフパンツを借りる。

　史泰はどこに行ったのか、なかなか戻もどってこない。トイレに行きたくなったが怖かったので、とりあえず妹に電話してみた。かけた途端文句を言ってきたものの、史泰の話題を出したら大人しく会話に付き合ってくれたので、トイレまで妹の能天気な声を聞きながら向かう。

　最中は電波のせいにして切って、復路はまた妹を使った。大学でのエピソードを話して部屋に戻り、用がなくなったので「史泰が呼んでるから行くわ」と噓を吐ついてまた唐とう突とつに切った。

　することがなかったので、自分のサインボールに何かメッセージでも書き足してやろうかと思っていたら、ようやく史泰が戻ってきた。

「どこに行ってたんだ？」

　後輩の癖に先輩を放ったらかしにするな、というニュアンスで口にする。

「祭りの打ち合わせです。親父おやじが入院してるので、今は俺が代行してるんですよ」

　史泰はそう言うと手にしていた書類を面めん倒どう臭くさそうにデスクに放り出して、何か察知したように俺の手からサインボールを奪うばうと、着き替がえを持って出ていく。風呂に向かったのだろう。

　暇ひまなので史泰が持ち帰った書類を捲めくった。

　住所録のようだが、殆ほとんどの名前に赤い横線が引かれている。リストにあるのは男の名前ばかりだ。何の一覧かは知らないが、女の子の名前がないので興味が失うせる。

　早々に書類を元の位置に戻して、敷しかれていた布ふ団とんの上に腹はら這ばいになりながら携けい帯たいを弄いじっていると、部活の先せん輩ぱい兼けん遊び仲間でもあった関せき口ぐちさんからメールが来ていた。

『帰って来てるなら声かけろ。ところでアカネとユナがお前はヤリチン改めシナチンになったとか言ってたけど、病気にでもかかったのか？』

　既に立ち上っている噂うわさの煙けむりを消すために、メールでやりとりをする。けれど否定するほど相手の疑ぎ惑わくは深まる一方だったので、部屋に戻ってきた史泰に「ちょっと勃ぼつ起きしてくれねぇ？　関口さんに俺のだって送るから」と携帯のレンズを向けたら、無言で手刀が降ってきた。

「おぐ……っ、史泰、お前……殺す」

　思わず頭を押さえて蹲うずくまる。本気じゃないと分かっているが、充分に痛い。むかつく。

「先せん輩ぱい、もう寝ねた方がいいですよ。そろそろ丑うし三みつ時です」

　睨にらんでいる俺を無視して、史泰は早々にベッドに入る。

　丑三つ時、の意味はよく分からないが、史泰の声のトーンに嫌いやな予感がした。

「な、なんで丑三つ時だと寝た方がいいんだよ？」

「だって先輩、聞こえたら怖こわがるでしょう？」

「何が？」

「藁わら人にん形ぎように、五ご寸すん釘くぎを刺さす音です。ほら、遠くから」

「ぎゃー!!　絶対安あん眠みんできないＢＧＭの存在について言げん及きゆうするのはやめろ！」

　手で両耳を押さえて布団の中に潜もぐり込む。史泰は「電気消しますね」と平然と言った。

「な、なあ、実際あんの？　藁人形とか、呪のろいとかさ」

　そもそも藁で人形を作るという発想からして怖い。普ふ通つう、藁から作る物なんて、案山子かかしと納なつ豆とうと帽ぼう子しぐらいだ。何故ソフビ製じゃ駄だ目めなんだろう。確かに、萌もえ系フィギュアや戦隊ヒーローの額に「呪」と書いてあっても、効力があるとは思えないけれど。

「呪いがあるかどうかは知りませんが、やりに来る人はいますよ。敷しき地ち内の樹木を釘で傷つけた場合、個人的法益に対する器物損そん壊かいに当たるんですが、知らない人が多いんですよね」

「え、そういう問題？　お前、本当にドライだよな。でも祟たたりがあるなら呪いもあるよな？」

　万一にも釘を刺す音が聞こえないように、べらべら喋しやべると史泰は面倒臭そうに「そうですね」と相あい槌づちを打つ。「藁人形って効果あるのかな？」に対しても「そうですね」と返ってきた。

　昼間の長ちよう寿じゆ番組じゃないんだからもっと会話に積極性を持って欲しい。

　沈ちん黙もくを恐おそれて再び唇を開いたとき、カツーンカツーンと神社の方から不気味な音が聞こえた。

「や、やすふみくーん！」

「史泰です。これは裏庭の古ふる井い戸どに桶おけが風でぶつかる音なので安心してください」

「噓うそつけ！　もし本当だとしても古井戸とか、新たな恐怖アイテムだろ!!」

「……先輩、エロいことしてると霊れいって寄ってこないんですよ。だから一人でがんばってればきっとなにもちかづいてこないとおもいます」

「マジかよ。あいつら意外と空気読めるんだな………って、寝るなよ！」

　階段が面めん倒どうだからって泊とまらなきゃ良かった、と布団の中で悶もん々もんとする。その間も遠くからカツーンカツーンという音が響いてくる。釘を樹木に打ち付けている音にしか聞こえない。

「史泰」

　もう一度呼んだが、一向に振り返らない後頭部を見つめる。起きてくれる可能性に関してはもう諦あきらめた。しかし一人で起きているのも怖いので、仕方なく自分のそれに触ふれる。

「史泰、本当に寝てるよな？」

　最後の確かく認にんをして、柔やわらかいペニスを摑つかむ。二日連続、他人の部屋で何をやっているんだと呆あきれる気持ちもあるが、一回抜ぬけば眠ねむ気けが来るかもしれない。史泰の真横で一人でするのは恥はずかしかったが、既すでに昨日は醜しゆう態たいを晒さらしているし、寝ているのなら問題はない。

「ん、駄目だ、全然勃たたねー……」

　だけど勃起しないのにエロいことってなんだよ、と自分で服の上から乳ち首くびを引っ張ってみる。

　女の子に舌と指で性感帯に開発されたそこは、触れるとちゃんと気持ち良いが、乳首程度では反はん抗こう期の息子むすこは射精どころか勃起する気配すらない。エロい気分にすら浸ひたれなかった。

　どうしよう、と恐怖心を紛らすために再び下半身に手を伸ばす。睾こう丸がんを軽く揉もんでみたが、確かにそこも気持ちいいが明確な刺し激げきにはほど遠い。

　仕方なく、昨日史泰に弄いじられて気持ちが良かった所に指を伸ばす。

　躊躇ためらいは確かにある。女の子にされた事はあっても、自分一人ではそこで遊んだ事はない。

　意を決して指を入れると、すぐにきゅうっと肉が張り付いてくる。

「はあ……っ、は、ぁ、や、ばいかも」

　体の中はざわざわと動いていて、まるで自分の体じゃないみたいにいやらしく思える。

　昨日弄られたのは、もっと奥だろうかと探さぐりながら、指を滑すべりの悪い穴の中に飲み込んでいく。確か内側の方だったな、と指を動かしたときに良い場所に触れてしまい、びくんと体が跳はねた。けれど自分のぎこちない指じゃ、昨日ほど気持ち良くなれない。

「あ、あ……ん、はっ……ぁ」

「先輩、マジうるさいです」

　急に、寝ていると思っていた史泰が指を咥くわえ込んだままの俺を、ぐいっと布団越ごしに足で蹴けってくる。その瞬しゆん間かん良い所に指が触れて、腰こしが跳ねた。

「だって、お前が……、あ」

　抗こう議ぎしている最中に、不意に薄うすい夏用の布団を捲られる。そのせいで史泰に横向きに丸まって自分の体を弄っている姿を見られてしまう。途と端たんに顔に血が上る。

　よく周囲から「無神経」「直感型」「浅せん慮りよ」なんて嬉うれしくない評価を貰もらうけれど、俺よりも史泰の方がずっと無神経だ。細かい気き遣づかいができるときもあるのだから、これは恐らく「遠えん慮りよする必要がない」という考えの下もとでやっているのだろう。

「やっぱりソコ、つかうんですか？」

「う、るせーよ、やっぱりってなんだよ！　別にいつもこっちで遊んでるわけじゃねー……し。お前が昨日、散々、いじるからだろ」

　責任転てん嫁かだと自覚しながらも詰なじると、史泰は何も言わずにじっと俺に視線を向ける。

　いくら俺でも見られながら中に咥えた指を動かす事はできない。勿もち論ろん抜ぬくこともできないし、史泰の目を見る事もできない。確かに後こう輩はいの家で、客用布団の中でいきなりオナったのは悪いと思ってる。だけどそもそもは史泰が「エロいことしてると～」と言い出したんだ。

「観察、すんなよ………っ」

　性に対してはオープンな質たちだ。女の子が許してくれるなら色々挑ちよう戦せんしたいし、挑戦してきた。羞しゆう恥ち心しんなんて童どう貞てい卒業と同時に空の彼方かなたに向けてフルスイングしてしまった筈はずなのに、史泰にこんな姿を見られていると思うとじわじわ体が熱くなって、恥ずかしくて堪たまらない。

　昨日のように史泰に無む理り矢や理り弄られるのと、自発的に弄るのでは恥ずかしさの意味合いが全く違ちがい、耳まで紅潮してくる。

「ああ、本当ですね。こっちは全然みたいです」

　ベッドから下りてきた史泰が、ぐいっと閉じていた脚あしを開く。

「んぎゃっ!?　おま、何、してん、だよ」

　思わず両手でペニスを隠かくした。自分の体が史泰の興奮材料になると昨日の件で知ってしまったから、普通の男同士のように堂々としていられない。

「先輩」

「え？　あ、や……わ、っ、ン……」

　呼ばれて顔を上げると同時に、そこを俺の手ごと摑まれる。先さき程ほどまで手の中で力無かったそれは、史泰に触れられてすぐに力を漲みなぎらせ始めた。急に体中の血の巡めぐりが良くなったように、いやらしい気分になる。先程まで恐きよう怖ふと情けなさで竦すくんでいたのに、現金なものだ。

「あ、なんでお前だと、勃つの？　祟りは？」

　問いかけるような独り言が漏もれると、史泰は躊ちゆう躇ちよせずに硬かたくなったペニスを扱しごいてから、亀き頭とうの柔らかさを確かめるようにくにくにと指で押してきた。　>>>♥

「関係者特権で免めん除じよされてるんじゃないですか？　俺はそんなことより、男の手で簡単に勃起する先輩になんでって思ってますけどね」

　俺だって、男相手に簡単に何の躊躇もなく手を出せちゃうお前になんでって思ってるよ。

「先輩って、本当に誰だれでもいいんですね」

　史泰がペニスを取り出す。それを見てどきりとした。鼻の奥が熱くなるような興奮を覚えて、そんな自分に動どう揺ようした。

「男相手にもそんな顔できるんですね」

　否定するより先に、ペニスが押し付けられて、史泰の方が俺より硬く熱くなっている事を教えられる。お前が言うな、と言ってやりたかったが、大きな手で尻しりを摑まれて喉のどが震ふるえた。

　山の方にあるせいか、ここは夏でも過ごしやすい。夜は特にそうで、だから空調を利きかせなくても窓を開けるだけで寝ね苦ぐるしさは感じなかったが、史泰の体に触れて急に暑さを思い出す。

　自分の息が間近にある史泰の肩かたにぶつかって跳ね返ってくると、それがやけに熱を持っていることに気付かされる。どうしてこいつ相手にここまで興奮するのか、不思議だった。

　荒あらい息を苦労して飲み込むと、左右の手で尻を摑まれて、両側から指が穴の中に入ってくる。

「ンン、あ……指、中に、入れんなよ」

　決して細くない皮ひ膚ふの硬い指を二本咥え込まされて、引きつるような痛みを覚えた。

「さっきまで自分でしてたじゃないですか」

　逃のがれようとすると、ごりっと硬い物が先せん端たんにぶつかる。エラ同士を摺すり合わせるように動かれて、思わず脚を開いて女みたいに股またの間に男の体を入れた。指はより一層深く入りこんで、体がきつく密着する。快感が体の主導権を握にぎって、勝手に史泰を受け入れてしまう。

「それに穴の中はこんなうねってますよ」

　その言葉に反射的に史泰の指を締しめ付けてしまう。摩ま擦さつの少ない場所ではかさついた史泰の指はざらざらしていて痛い。なのに内側を撫なでられる度たびにペニスがひくひくと動いてしまう。

「女とするときも、自分でそうやるんですか？」

　史泰が熱の籠こもった目でそう言った。何のことか分からず首を傾かしげたときに、史泰が視線を下げて俺の指先を見つめる。胸の先を引っ搔かいている自分の指を見て「あ」と口にする。

　指し摘てきされるまで気付かなかったが、女の子相手のときは自分が気持ちよくなるために動くのが半分、残りは相手の事を考えているからこんな風に一方的に身を任せてしまう事はない。

「しな、いっ……う、あっ」

　中に入った指をぐりっと曲げられて、足の指が開く。尻の中が熱を持ったように熱くなって、ペニスから先走りが零こぼれるのが分かった。それは触れ合っている史泰の物も濡ぬらす。

　徐じよ々じよに高まる射精への期待ではっと息を吐き出した。乾かわいた唇くちびるを舐なめて史泰を見つめると、先程攻せめられた弱い場所にまた触れられる。

「ン」

　強い刺激に、つい力が籠もって自分の乳首を思い切り摘つまんでしまい、痛みが走った。

　じわりとしたその痛みはいつの間にか下半身からの信号と混じって、快感に変わっていく。

　ふっと顔を上げると目の前には薄く開いた唇があった。思わず、首を伸のばしてそこに自分の物を重ねる。何度か重ねて、誘さそうように舌を使ったが、相手は何の反応もしなかった。

「は、ふぁ……あ、史泰、舌、ちょうだい」

　歯を開かない男に素す直なおに要求を口にすると、目の前で舌打ちされた。そんな態度に少し頭が冷えたときに「本当に快感に弱いですね」と、している行こう為いのわりには軽けい蔑べつを含ふくんだ声が返ってくる。男同士に今いま更さら嫌けん悪お感かんを覚えたのかもしれない。

　史泰の態度に戸と惑まどっていると、要求通りに唇の間から舌が差し入れられた。

「ン、っんふぁ……あっ」

　ペニスを擦すり付けられていると、なんとなく一、二回できなかっただけで女の子達が怒おこった理由が分かる気がした。こんなにガチガチに太く勃ぼつ起きしてくれると同性ですら、自分に何かそれほど魅み力りよくがあるみたいで嬉しい。勃たたないって事はつまり、相手にはその気になれるほどの魅力がないと言っているような物だ。しかも、俺の方から誘っておいて。

「何、考えてるんですか？」

　彼女達には後で弁解しなければと思っていると、不意に唇から舌が抜ぬかれて問いかけられる。

「史泰が、なんで俺相手にこんなに……硬くなんのかって、思……ぁ、って」

「一応、俺の気持ちを考えてたりするんですね」

　勿もち論ろん考えている。だけど舌を絡からめていると難しい事は考えられなくなってくる。頭の中は動物的な原始の本能で一いつ杯ぱいだ。

「あ、……ン、んっ……どういう意味……だよ？」

　尋たずねたが答えは返らずに、代わりに指を前後に動かされる。昨夜もそれでいかされたのを思い出しながら、近づいた限界を見み越こして、目の前の首に腕うでを絡めた。

　学生時代、祝勝会の席で抱だきついたときは土つち埃ぼこりと汗あせの匂においがした。今はソープの匂いがする。

「は、もう、いく。いくから」

　だから、と続けようとした言葉はキスで飲み込まれる。

　ぐっとペニスを押し付けられて、内側を指で抉えぐられて、出した。昨日は少しだけ物足りないと感じたのに、今日は満ち足りた気分だった。

「あ………、悪い、わっ」

　吐き出した白はく濁だくが史泰の腹を汚よごすのが目に入り、謝った瞬しゆん間かんごろんと体をひっくり返される。

　あ、と声が漏れ、先程まで指で広げられていたアナルの上に滑ぬめった熱いペニスが擦り付けられた。幹の硬い部分で尻の間をずりっと撫でられて、余よ韻いんを感じていた体が震える。

「史泰……、それ」

　入れられるんだ、と達したせいかやけにクリアになった頭で理解した。

「入れませんよ」

「え……？」

　思わず肩かた越ごしに振ふり返ると「俺は先せん輩ぱいほど軽くないんで」と口にする。

　入れなきゃセーフだと思ってる時点でアウトだろ、と元相棒に指摘してやりたかったが、エラをアナルに擦り付けられると、ごくりと喉が動く。

　入れて欲しいわけじゃない。史泰のペニスは女の子だったら指が回らないぐらいに太いから、挿そう入にゆうには痛みを伴ともなうだろう。分かっているのに、想像すると穴の中がうねるように蠢うごめく。

「入れて欲しいんですか？」

「まさか、さすがに、そこまでいったら……やばそうだし」

　抜き合うならまだ普ふ通つうの範はん疇ちゆうだと思うが、男同士で挿入までしたら、一気に次元が変わる。

「でも、かなり欲しがってますけど。女みたいに腰こしが動いてますよ」　>>>♥

　指摘されて擦り付けられるペニスに合わせて、ゆらゆらと腰を動かしていた事に気付く。

　かあっと、頰ほおに血が上ったときに、片手で尻を摑つかまれた。

「っ……んっ」

　片手で尻を広げられて、穴の上に熱い物がかかる。

　史泰は自分で扱いて吐き出した精液を擦り付けるように、ペニスを動かした。

　俺も理性は動物並みだけどこいつは行動が動物的だ。ずりずりと押し付けられるまだ硬いペニスの感かん触しよくに熱の籠もった息を吐きながら、まるでマーキングのような行為が少し可笑おかしくなった。笑おうとした俺に、背中から被かぶさってきた史泰が顔を近づけてくる。

　そのまま唇を吸われた。終わった後にするそれは、殊こと更さら恥はずかしい事のように思えた。







　駅前から続くなだらかな道はそろそろ民家ともお別れだ。最も寄より駅から病院方面に向かうバスの次の到とう着ちやく予定が一時間後だったので、駅前のおばちゃんの「ちょっと先」という言葉を信じて、史泰の意見を無視して歩き出した。タクシーという選せん択たく肢しを考こう慮りよに入れるべきだった。

「もう歩けない。歩きたくない」

「仕方ないじゃないですか、車ないんだから」

「お前起きてたんだろ？　妙子さんに先に事情話しておいてくれてもいいじゃん」

「俺は祭りの打ち合わせで８時から家を出てました」

　わざわざ時間を言うのは、昼過ぎまで寝ねていた俺に対する嫌いやみなんだろうか。

「こんなに遠いなら、バスに乗るんだったな」

　史泰の父親の病院は、市街地から離はなれた辺へん鄙ぴな場所にあった。何もわざわざこんな遠いところに入院しなくてもと呟つぶやいたら、史泰が「うちの親しん戚せきが経営者なんですよ」と教えてくれる。

　溜ため息を吐ついて、じりじりと太陽に焼かれながら、陽炎かげろうすら立ち上りそうな道を歩く。

　傍かたわらの史泰には、できる限り視線を向けずに。昨夜の事にはお互たがい触ふれていない。

　一体こいつがどういう気持ちで俺とああいうことをしたのかは未いまだに分からないが、最中にされた舌打ちで、本意ではないという事は理解していた。性せい欲よくに流されてはいたが、相手が男である事を再さい認にん識しきして煩わずらわしさを覚えたのかもしれない。でも、そもそも史泰から手を出してきたわけで、いや、俺が一人で励はげんでいたせいもあるけれど、でも。

「先輩、あの病院です」

　冷静に考えれば男に犯おかされるなんてどうかしている。もしかして俺がこいつに布ふ団とんの上で逆らえないのも、祟たたりの一いつ環かんなんだろうか。お前に子孫繁はん栄えいはさせないぞ、的な。

「先輩」

　ついっと、いきなり腕を引かれて蹌踉よろける。そのときにばちりと史泰と目が合った。

「わっ」

　腕をぶんと振って、史泰の手から逃のがれる。急に触れられたせいで、過か剰じように反応してしまった。

「聞いてましたか？　あれが親父おやじが入院している病院です」

　そう言って、史泰は俺が直進しようとしていた交差点を曲がる。慌あわててその後を追いかけた。

　先さき程ほどの行動を弁明すべきか迷っているうちにタイミングを逃す。

「そういえば、その……おじさんの病気って重いのか？」

　おかしくなってしまった空気から逃にげるために、思いついた事を尋ねる。

「手術すれば治るらしいですが、長年の不ふ摂せつ生せいのせいでまだ手術できるコンディションじゃないので、教育入院させられてるんです」

　深刻そうじゃない史泰の口調に安心すると同時に、不満も感じた。俺は史泰を意識してしまって普ふ段だん通りではいられないのに、こいつは平然としてる。

　───もしかしてこいつ……俺より経験豊富だったりするのか？

　そんな事を考えているうちに、病院に辿たどり着いた。しかし看護師に尋ねたところ、史泰の父親は外出許可を取って、妙子さんと車で出で掛かけていると教えられ、徒労に終わった行程を嘆なげく。

　しかも病院を出た所ですぐにバスがやってきた。つまり一時間ほど歩いていたというわけだ。

「間ま違ちがいない、絶対祟られてる」

　最近の不幸は全部そのせいだ、とあの日倒たおした御ご神体に恨うらみを抱いだく。

「俺は先輩のせいとしか思えないんですが。先輩って、わりと無計画に生きてますよね」

　史泰はそう言って、市営の無料巡じゆん回かいバスに乗り込む。乗客は俺達以外に四人しかいなかった。

「いいんだよ、俺は無計画で。色々考えるのはキャッチャーの仕事だろ」

　一番後ろのシートに向かった史泰が右みぎ端はしに座ったので、俺は左ひだり端はしを選ぶ。

　我ながら不自然な距きよ離りだと思ったが、今いま更さら距離を詰めるわけにもいかない。

　それでも隣が気になって、風景に視線を奪うばわれているふりでこっそり後こう輩はいの顔を盗ぬすみ見る。

　夏のきつい日差しに目が眩くらんだのか、史泰の顔がやたらと整って見えた。彫ほりが深く、二重のくっきりした目元は凜り々りしい。高校時代からもてていたし、格好いい奴やつだとは思っていた。

　実際、試合中のこいつはかなり頼たよりになるし、私生活でも俺よりしっかりしている。大学で基き礎そ語学の授業が被かぶっているが、ディスカッションを見る限り、史泰の方が成績は上だろう。しかし中身はとっくに認めていたが、見た目がこれほど整っているとは思わなかった。

　視線が合う瞬間を恐おそれているのに、目を逸そらせないのも、祟りのせいなんだろうか。

「見られるの、鬱うつ陶とうしいんですけど何ですか？」

　最後にちょっとだけ上げた口角は、整った顔を甘く意地悪そうに変えていて、ああこれはうちの妹もうちの高校の女子達も惚ほれるわ、と納なつ得とくの仕上がりだった。遅おそまきながら傍らの男の顔の良さに感心していると、不意に手が伸のびてきて頰に触れられた。

「ぼうっとしてますけど、もしかして本当に気分悪いですか？　先せん輩ぱい軟なん弱じやくですもんね」

　好き勝手な事を口にする癖に史泰は、気き遣づかうように触れてくる。

　交差点のときのように、振り払はらえなかったのは、ゆっくり触れられたせいだ。

　手が熱いから、その熱が移ったように顔が熱くなる。

「病院、戻もどりますか？」

　珍めずらしく気遣わしげに訊きかれて、慌てて「ちょっと、暑いだけで、なんでもない」と答えた。

　そういえば投手だった頃は怪け我がや体調はやたらと心配されたよな、と昔の事を思い出す。替かえが利きく程度のピッチャーだったのに、それでも史泰は俺の不調には敏びん感かんだった。

「冷えたところに行って何か飲んだら治るから。あ、折せつ角かくだからキャッフェ行こーぜ」

　高校時代に野球部が溜まり場にしていた店の渾あだ名なを口にすると、史泰は面めん倒どう臭くさそうな顔をしたが、俺の提案に逆らいはしなかった。

　駅に着いたバスを降りた後で、電車に乗って学校近くに移動する。

　野球部の一番古株のＯＢがその喫きつ茶さ店てんを「キャッフェ」と呼んでいた事から、俺達の間でもそう呼ぶようになったが、本当の名前は今も知らないままだ。

　二年ぶりに見た店は、昔と変わらずにどこか陰いん気きな佇たたずまいだった。汚れた白い壁かべに這はうツタのせいでそう見えるのかもしれない。室内も何も変わっておらず、いるのは常連客ばかりだった。

「あら、環くん」

「ミワさん、久し振ぶり」

　軽く手を挙げて挨あい拶さつすると、年ねん輩ぱいの店主は吸っていた煙草たばこを灰皿に置いて手招きする。

　近づくと「奥に監かん督とくが来てるわよ」と言われ、店内の所々に中ちゆう途と半はん端ぱに置かれている衝つい立たてで仕切られた隅すみに、見慣れた格好の見慣れた顔の二人組を見付けた。

「史泰じゃないか」

　俺が声をかけるよりも先に、監督が気付いて史泰に視線を向ける。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　監督が苦手な史泰は、いつもの無表情で頭を下げた。

「お、安西もいるのか。相変わらず仲いいなぁ。確か大学も一いつ緒しよだったっけ？」

　コーチの問いかけに頷うなずき、横のテーブルに着いた。

　史泰と二人きりなのは気き詰づまりなので、知り合いがいて助かった。尤もつともいくら気詰まりでもまだ別れる気は起きない。その矛む盾じゆんに、相応ふさわしい答えは見付けられなかった。

　店の定番メニューのオムライスを食べる傍ら昔話をしたが、監督にしきりに話しかけられても、史泰は「はあ」「はい」「いいえ」「さあ」の四種類の返事しかしなかった。

　ゲームの村人１だって、もう少し会話にレパートリーがありそうだ。嫌きらいなら嫌いでいいからその感情を隠かくせと思ったが、肝かん心じんの監督はそれを気にする素振りはなかった。

「よかったらこれから部活に顔出すか？」

　食事が終わり、店を出ようとするとコーチにそう打だ診しんされる。

「あー……でも史泰は、神社の仕事があるんだっけ？」

　俺は行きたいが、史泰は違ちがうかもしれない。流石さすがに今日は引きずり回した自覚があるので、無む理り強じいするつもりはなかった。史泰はそんな俺の配慮を知ってか知らずか「練習の邪じや魔まにならないように少しだけ」と口にする。

「よし、史泰が顔を出したらあいつら喜ぶぞ」

　監督のそんな台詞せりふにも、史泰は「はあ」と気のない返事をする。

　それでも校門を潜くぐり、汗あせの染しみたグラウンドに入ると、史泰の雰ふん囲い気きは少し丸くなる。

「あ、長谷川先せん輩ぱい！」

　すでに銘めい々めい練習していた部員がわらわら集まってきた。

「あれ、環先輩もいるじゃないッスか！　どうしたんスかぁ？」

　史泰には「お久しぶりです、長谷川先輩」とびしっと挨拶していた三年の部員が、俺にはへらへら近づいてくる。こいつが今期の主将だというのは、以前史泰から聞いていた。

「お会いできて光栄です、安西先輩！　とか言えよ。手土産みやげがなくても、尊敬しろ」

「勿もち論ろん尊敬してるッスよ。先輩の連れてた女の人、みんなすげー美人ばっかだったし。ボウズでも雰囲気がイケメンで、ピッチャーならもてるって夢を与あたえて貰もらいました」

「雰囲気だけじゃねーだろ、ハゲ」

「ハゲは止やめてくださいよ、先輩だってボウズだったじゃないスか。毛根は元気ッス！」

　そんな風に俺が顔見知りの三年と話しているうちに、史泰は質しつ問もん攻ぜめにあっている。

　面めん倒どう臭くさがりだが、後輩の面倒見は良い方だったし責任感は強い。三年時には主将も務めた。

「史泰、折角だからちょっとやっていくか？」

　コーチが史泰に声をかけると、後輩が活気づく。

　一番目を輝かがやかせているのは、二年前の控ひかえ投手だった。以前テレビで見たから覚えている。

　そのときに感じた、ほんの少しの蟠わだかまりが何故なぜか今になって急に蘇よみがえった。

　俺はもう高校生じゃないんだから、史泰と組めないのは当たり前だ。

　それに高校生だった頃ころから、史泰には本妻エースがいたから俺は愛人リザーヴだった。だけどあの頃は何の不満も感じていなかった。純じゆん粋すいに、選手として正投手には軽い嫉しつ妬ともしたけれど、それだけだ。

「本当にちょっと寄っただけですから」

　史泰の言葉に後輩達は声こそ上げないものの、残念そうな顔をする。どうやら随ずい分ぶんとなつかれているらしい。

「あーそうか、おい、安西、気を遣つかえよ」

　不意に、そう声をかけられて顔を上げると監督が俺を見ていた。

「え？」

「お前がいたら、史泰がやりにくいだろ」

　その台詞に事情を知る部員の顔が強こわ張ばり、俺の傍かたわらにいた今の主将が小さく舌打ちをした。

　視線を史泰の方に向けると、控えだった投手の顔がどこか気の毒そうな物に変わる。

　だけどその顔にはほんの少し優ゆう越えつ感が含ふくまれていた。面識のない彼も、俺の事情は知っているらしい。元愛人リザーヴ同士で優ゆう劣れつをつけてどうするよ、と呆あきれて口角が下がる。

「環先輩、あんなの無視して……」

　主将がそう小声で呟つぶやいたときに、史泰が「練習の邪魔をするのは申し訳ないので、この辺りで失礼します。もうすぐ祭りなので準備もありますから」と有う無むを言わせずに言いきって、俺の方に近づいてくる。そのまま強ごう引いんに腕うでを取られて、引きずられるように歩き出す。

　甲こう子し園えん球場で、他校の応おう援えん団の女子に声をかけていたときに、こんな風にされたのを不意に思い出す。それを思い出したのは俺だけじゃなかったのか、俺達を見て主将が笑った。

「やっぱ先輩達ってなんも変わってないッスね。なんか安心するッスよ」

　俺が挨拶もそこそこにその場を離はなれるとき、主将はひらひらと手を振って見送ってくれた。

「史泰、俺のことなんか気にしないでやってっても、良かったのに」

　学校から出たところで急に史泰の歩調は遅くなり、手が放される。

「どうしてですか？」

「どうしてって、俺は今の奴しか知り合いいないけど、お前は今の三年と主将として付き合ってきたんだろ？　あいつらだってもっとお前と交流したいんじゃねーの？」

　名残なごり惜おしそうだった後こう輩はい達の顔を思い出してそう口にした。

　たかが高校の部活とはいえ、うちは強きよう豪ごう校だったので、主将や副主将は後輩とかなり積極的に関かかわる事になる。その分、他ほかの役職がない連中よりも、部員との結びつきは強い。

「俺に遠えん慮りよしてるなら気にするなよ。今日は家に帰るつもりだから、ここで別れてもいいし」

　流石に二日連続あんな事をして、史泰の家に泊とまる気にはなれなかった。

　病院には明日、駅前で待ち合わせて行けばいい。

「聞いてなかったんですか？　俺は祭りの準備があるから帰るんです。先輩のためじゃないですから。第一、怠だるいからって理由で怪け我がの後にリハビリしなかった人に遠慮とか、ないです」

　史泰の言葉がグサリと刺ささる。

　三年の春に壊こわした肘ひじは、術後にリハビリを要した。だけど仮にリハビリをしたとしても夏までの復帰は絶望的だった。それに控えでは上位だったが、選手層が厚いので、俺がいなくても大した問題じゃなかった。だからきついリハビリではなく、のんびり治ち療りようする道を選んだ。それでも他の三年が引退するまでは部に在ざい籍せきして、マネージャーと一緒に雑務をこなしていた。

「そういえばお前、その事で苛いら々いらしてたよな」

　俺の言葉に史泰は不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

　真しん剣けんに、言い聞かせるように懇こん切せつ丁てい寧ねいに怒おこられた気がする。何度かじっくり話し合った記憶が蘇り、「苛々」と表現した事が気に障さわったようだと気付いて、誤ご魔ま化かすようにへらっと笑う。

「先輩はわりと諦めが良いんですよね。何にでも興味を示す癖くせに、すぐに手放す。人間関係も、そうじゃないですか」

「だって、実際リハビリしても、意味なかったしさぁ」

　日常生活に支障はないが、投手は無理だ。確かに甲子園は残念だったが、元々高校卒業後の野球に関するビジョンは持ってなかったから、真剣に落ち込んだりはしなかった。

「史泰だって大学入って辞やめただろ？　お前こそ、そんなに好きなら続ければいいのに」

「俺は先輩とするのが好きだっただけで、野球自体はそんなに好きでもないです」

　あっさりと予想外な事を口にした史泰に言葉を失う。

　うちの野球部は「なんとなく」とか「進路に有利だから」程度で続けられるほど甘くない。そもそも試合に出るのに必死で少ない椅い子すを奪うばい合っていたのに、堂々とその椅子に座り続けた上に、主将まで務めた奴やつが「野球自体そんなに好きでもない」なんて衝しよう撃げきだ。

「は、危ない。騙だまされるところだった。どうせまた俺をからかってるんだろ？」

「確かに簡単に騙せるのでよくからかって遊んでますけど、これは本心ですよ」

「遊ぶなよ!!　後輩には遍あまねく舐なめられてたけど、お前がダントツで俺の事舐めてるよな」

　先輩達にはかわいがられていたし、同期とも上手うまくやっていた。でもいじられ系だったので、後輩達には先輩というより友達扱あつかいされていた。史泰に至ってはもっと酷い。

「先輩は上にも下にも好かれてましたよ。一部で行き過ぎた上下関係もありましたけど、先輩がいたから上手く回ってましたし。監督は何も分かってなかったですけど、コーチは先輩をかなり評価してたと思います。主に対人スキルに関してですけど」

　何か評価されるような事をしただろうかと首を傾かしげると、史泰は小さく笑ってから「上に立つと人間関係を円満に保つ事が、いかに難しいか気付くんじゃないですか？　俺みたいな協調性のない人間もいますから。人付き合いに関しては、尊敬してます」と呟く。

　協調性がない自覚はあったらしい。あるならもっと協調して欲しい。

「お前から褒ほめられる事があるなんて思わなかったからびっくりしてる」

「はい。まぁ、二度とないと思うんで、嚙かみしめておいてください」

「そういう所は……本当に後輩としてどうなの？」

　だけど、さっき後輩をふって俺の所に来てくれたのは嬉うれしかった。いや、嬉しいと言う表現は少し違うのかもしれない。安心した、というのが正しい気がする。

　けれどそれを史泰に悟さとられたくなかった。

　なんとなく、その気持ちは今の関係に相応ふさわしくない気がしたから。







　翌日訪おとずれた病院で、ようやく会えた史泰の父親は病人とは思えないほど、元気な様子だった。

「そうか、そんな事があったのか。相変わらず面おも白しろいなぁ、君は」

　史泰の父親とは、元々面識がある。うちの部のＯＢの一人で、父母会の行事には父親の方が参加していたので挨あい拶さつは何度かしたが、顔を覚えられているとは思わなかった。

　史泰は夕方まで神社の仕事があるらしく、俺は仕方なく一人で入院先に来た。予あらかじめ史泰が電話で話を通しておいてくれたので、面会はスムーズだった。それでも面会理由は伝えてくれていなかったようで、仕方なく事の顚てん末まつを一から説明した。ただし長谷川家に波乱を巻き起こすつもりはないので、「息子むすこさんに息子を弄いじられた場合だけ勃ぼつ起きする」というところは省く。

「病は気からっていうから、あんまり気にしなくていいんじゃないの？」

　個室の部屋でベッドに座ったまま、史泰の父親はあっけらかんと口にした。

　宮ぐう司じがあっさり神の御み業わざを「気のせい」で否定する様に、史泰との血の繫つながりを感じる。

「でも、本当に勃起しないんですよ。多少は硬かたくなるんですけど」

「そっかそっか。精神的なものか、身体的なものかどうかは検査してみないと分からないからね、早めに受じゆ診しんした方が良いと思うよ。俺もまめに人間ドック受けてたら投薬だけで済んだんだけどねぇ、まぁでも美人の看護師さんに優やさしくして貰えたから、結果としては……」

「その話はいいですから、祟たたりをなんとかしてください」

　これ以上史泰と気まずくならないためにも、この問題を早めに解決したい。

「うーん、そうだなぁ……」

　困った様子で史泰の父親は首を捻ひねっていたが、不意に何か思いついたように顔を輝かせた。

「そうだ！　巫女みこだ！　神事で巫女を演じればいい！　そしたらきっと祟りも解けるはずだ」

「巫女？」

「毎年祭りで奉ほう納のう演えん舞ぶをやるんだよ。巫女役は元々正しよう真しん正しよう銘めいの女がやっていたんだけど、夜の神事のせいでなかなか成り手がいないし、どうせお面を着けるからここ数十年はずっと男がやってるんだよ。何、演舞の間はずっと座ってればいいだけだから」

「座ってるだけで祟りが解けるんですか？」

　それまで祟りを真剣に考えていなかった、史泰の父親からの提案に、疑ぎ心しん暗あん鬼きで問いかける。

「演舞の間は、ね。メインイベントは一いつ般ぱん公開しない、夜にあるから。終わった後は奥の部屋に籠こもって、神様と二人きりで宴えん会かいをするんだよ。巫女の仕事はそこで神様をもてなす事だから。お酒や料理と、巫女自身で神様に喜んで貰もらうんだよ」

　にやにやしながら告げられた内容に固まる。以前大学で調べた別の地域の奇き祭さいを思い出して、御ご神体が男根のところはそんなのばっかりなのか、と驚おどろくと同時に唇くちびるの端はしが引きつる。

「巫女を演じた女性は御おん宿やどりと呼ばれて、子宝に恵めぐまれた上に婦人病には悩なやまされる事がないという言い伝えがあってね、お恥はずかしながらうちの女によう房ぼうも御宿りでね、その……祭りで神様の役をした俺を体でもてなしてくれて……ひゃー、恥ずかしいね、こんな事を言うのは」

「聞いてる俺も居たたまれないです」

「でも、あんまり気持ちが良かったから、しばらくは子供は作らないで二人でいちゃいちゃしたいと思ったせいか、史泰が生まれたのは随ずい分ぶん遅おそくなってからだったけどね。その分、普ふ通つうの夫ふう婦ふよりも濃こい夜を過ごさせて貰ったよ。実は、うちの親もあの夜に結ばれたらしくてね」

　赤面しながらもじもじと、訊きいてもいない思い出を語る史泰の父親を前に、気分が悪くなる。

　史泰と妙子さんが話していた「巫女」とはこの事なのだろう。成り手がいない理由が分かった。

「……俺が巫女役やって、おじさんと一晩ってことですか？」

　おぞましい話に気が遠くなりそうだった。後輩の父親に犯やられるなんて、いくら俺でも無理だ。

「ああ、神役は長谷川家の男なら誰だれでも良いんだよ。数年前まで俺がやってたんだけど、演舞が大変だから、史泰が中学生になってからは、都合が付くときはあいつに任せてるよ」

「じゃあ、もし俺が巫女役をやるとしたら、史泰が神様役ってことですか？」

「うん。俺も当日はちょこっと顔出すけど、後は史泰に任せてるから。いや、君がやってくれると助かるよ。実は巫女役は男でもいいんだけど、若くないと駄だ目めっていうのが決まりでね。史泰も色々声をかけてるけど、やってくれる子は少なくて」

　実の息子とその先せん輩ぱいにセックスしろと言っている癖に、あっけらかんとしている男をまじまじと見やる。だけどこれで史泰があっさり俺の体に触ふれてきた理由が分かった。同性であることに躊躇ためらいがなかったのは、過去に経験があったからだったのかと何故なぜかすっと心が冷える。

「昨年は遠とお縁えんの女の子が来てくれたんだけど、仕事の都合で遠くに行っちゃったから今年は頼たのめなくてね。内定してた子も結けつ婚こんしちゃったし。巫女役をからかう奴もいるから、最近の子はなかなか引き受けてくれないんだよ」

　自分の友達が祭りで巫女になって犯おかされたと知れば、何か思うところがあって口を出す連中がいたとしてもおかしくない。というより、史泰がそんなことをしていたなんて初耳だ。

　高校の頃ころから「祭りは体力を使うからできれば行きたくない」と面めん倒どう臭くさがっていたが、祭りの内容までは知らなかった。そもそも中学生のときからそんなことをさせていたなんて衝撃だ。

「志願者も来たりするんだけどそういう人って大たい抵てい、既き婚こん者なんだよね。巫女は婚歴なしかつ出産経験がない者に限るから。昔はここに未通女おぼこって条件が加わったらしいんだけど、今はそんなこと言ったらセクハラだから」

　今までの条くだりで充じゆう分ぶんセクハラだろ、と変なところで常識的な意見に違い和わ感かんを覚える。

「もし君の不能の原因が祟りなら、巫女さえやればたちどころに治るはずだよ。間ま違ちがいない」

　ぐっと立てた親指を、人差し指と中指の間に入れるおじさんを胡う散さん臭くさい気持ちで眺ながめた。

　半信半疑だったが、それ以外に解決策を教えて貰えないんだから、試ためしてみるしかない。それに、俺が拒こばんだら他ほかの奴が一晩史泰の相手をすることになる。それが、嫌いやだった。

　あの手が俺以外に触れることを考えた瞬しゆん間かんに、嫌な気持ちになる。だけど素す直なおに承しよう諾だくはできない。自分が史泰と寝ねると考えると、それだけで頰ほおに血が上った。

「少し、考えさせてください」

「いいけど、祭りは二日後だから……今日には決めて貰わないと。祭りは行わないわけにはいかないから、お金を出してでも誰かに頼まないとね」

「金で女の子を買うんですか？」

「まぁ、そうならないに越こしたことはないけどね」

「…………分かりました。やります」

　史泰に相談しないでいいのかという懸け念ねんもあったが、この件に関して話し合うのは流石さすがに恥ずかしい。それに舌打ちされた事を考えれば、喜ばれる可能性はまずない。

「そうか、やってくれるか！」

　きらっと瞳ひとみを輝かがやかせたおじさんを前に、自分がとんでもない決断をしてしまったんじゃないかと、早くも後こう悔かいする気持ちがむくむくと胸の裡うちで膨ふくれあがったが、今いま更さら撤てつ回かいできない。

「だけど史泰には、俺がやるって当日までは言わないでください」

「それは構わないけど、どうしてだい？」

「さすがに……恥ずかしいっていうか」

「まあ、女役やるわけだもんな。うん、そりゃそうか。でも、君はそういうのを恥ずかしがるタイプに見えなかったから意外だな。いや、でも人によってはやみつきになるらしいから、君も楽しんだらいいよ。分からない所は全部、うちの史泰がリードしてくれるから」

　確かに性に関しては奔ほん放ぽうだが同性は俺の守しゆ備び範はん囲い外だし、抱だかれるのは抱くのとは違ちがう。

「演舞は座ってるだけだからなんとかなるか。でも衣装の事や打ち合わせもあるし、妙子には言わないわけにはいかないから、俺から伝えておくよ。それはいいね？」

　頷うなずいたときに、頭の中に妙子さんの姿が浮うかび、かあっと顔が熱くなる。

　先日、台所で妙子さんが言った「息子をよろしく」は、そういう意味ではなかったのに、結果的に息子さんの息子とよろしくするはめになりそうだ。

「引き受けてくれて助かるよ。後で妙子の方から連れん絡らくさせるから」

　少し神事に関する話をしてから、史泰の父親に見送られて病院を出る。

　自分が間違った選せん択たくをしてしまった気がした。しかし祟たたりから逃のがれるための具体案をあれしか教えて貰えなかったんだから仕方ないと、気持ちに折り合いを付ける。この件を知ったときに史泰がどんな反応をするのか想像すると頭が痛いが、もう決めてしまったんだから戻れない。

「できれば史泰とは祭りまで顔を合わせたくないけど……」

　と、思いながら渡わたされた書類に目を落とす。祭りで使う書類だと説明されたが、それは出店の許可証らしく、何枚かにサインが入っていて実印が押されていた。

　届けて欲しいと渡されたそれを断らなかった事に関しても、早くも後悔している。普通に振ふる舞まおうとしても上手うまくできないのは、結局の所全部俺が悪いんだけど。

「でも祟りがなくなって、時間が経たてば全部笑い話にできるよな」

　だからそれまでの我が慢まんだと自分に言い聞かせて、電車で神社の最も寄より駅まで行く。

　またあの馬ば鹿かみたいに長い石段を上り、今回も最後の１段を前に躊躇っていたら、境けい内だいにいた見慣れた女が、浅あさ葱ぎ色の袴はかま姿すがたの史泰と話しているのが目に入った。

　気付いたら、階段の事なんて忘れて鳥居を潜くぐっていた。

「お前、何してるんだよ？」

　そう口にすると妹は「お兄ちゃん」と嬉うれしそうな顔で振り返る。

　二人きりのときには絶対に俺に向けないような笑え顔がおにびびっていると、妹が手に持っている包みに気付く。渋しぶい緑色の風ふ呂ろ敷しきに包まれた四角い箱を見て、首を傾かしげると「お母さんが、お兄ちゃんがお世話になったお家へ御お礼れいに持っていって欲しいって」と口にした。

「言ってくれれば俺が持ってきたのに」

「お兄ちゃん、朝一で出で掛かけちゃったから。それに良りよう縁えんがあるようにお参りもしたかったし」

　どうせ届け先が史泰でなければ妹は、問答無用で「母がお遣つかい物用意したから家に取りに戻って」と命令口調で言っていただろう。わざわざ来たのは史泰に会うのが目的としか思えなかった。いや、御礼自体妹が言い出したことかもしれない。

「ありがとうございます」

　史泰はそう言うと、殊こと更さら丁てい寧ねいな仕草で風呂敷を受け取る。

　そういえば昔から史泰は、うちの妹には丁寧に接していた。部活の休きゆう憩けい時間にファンの女の子達に話しかけられたときは「休みたいんで」とか「疲つかれてるんで」と追い払はらっていたが、うちの妹だけは、ちゃんと相手をしていた。尤もつとも妹は「お淑しとやか」路線で攻略するつもりらしいので、あまり自分から話しかけることはしなかったが。

　史泰はうるさい子や積極的な子が苦手だから、その路線は間違ってない。妹は一応、それなりに、かわいいと言えなくもないので、もしかしたら史泰も気に入っているのかもしれない。

「先輩、今日も泊とまるんですか？」

「いや、今日は妹連れて帰るよ。あ、これおじさんから預かった書類な」

「……祟りの解き方は聞きましたか？」

「うん、まあ、その……いいじゃん、それは。妹の前だし。じゃあ、また今度な」

　昔から俺はこいつに隠かくし事はできないので、ボロが出ないうちに、放っておけばいつまででもここにいそうな妹を連れて帰ろうとすると、その妹が突とつ然ぜん「あの！」と大きな声を出す。

　意を決したような態度に、もしやここで告白するつもりなんだろうかと焦あせる。

　周囲には観光客と思おぼしき一団がいるし、何より俺の目の前だ。できれば妹と史泰が恋こい人びと同士になるところも、妹がふられるところも見たくない。

「おい、周あまねっ」

「巫女みこ役が決まってないって聞いたんですけど、もし良ければ私にやらせて貰えませんか」

　予想外の言葉に、「馬鹿！」と反射的に妹を叱しかる。

　普ふ段だんどんなに馬鹿にされても声を荒あららげない俺の怒ど鳴なり声に、妹の肩かたがびくりと震ふるえた。

「どんなことやるか知ってるのか!?」

「知ってるよ、去年やった人から聞いてるし」

「うちの親が許すわけないだろ！」　>>>♥

　両親は放任主義だが、妹のことは例外的にかわいがっている。それというのも多た忙ぼうを理由に放任した長女が男勝まさりなきつい性格に育ち、長男は遊び好きでいい加減な性格になったせいだ。

　過去の失敗からか妹には小学生から門限が設けられ、破ると叱られていた。妹が俺に厳しいのは、時間に拘こう束そくされずに遊び歩いていた兄に対して、不平等を感じているせいもあるらしい。

「でも、一晩だけじゃない」

　男性経験がないと思っていた妹からの軽い台詞せりふに、切ない気分になる。

「とにかく駄目に決まってるだろ」

「なんで兄がそんな事言うわけ？」

　苛いら立だちのせいで素すが出始めた妹に「それにもう決まったっておじさんが言ってた」と告げる。

「そうなんですか？」

　そう訊きいてきたのは妹ではなく史泰だった。

「ああ、さっき話してきたらそう言ってた」

「そんな……凄すごく残念です」

　無意識なのか意図的なのか、目に見えて落らく胆たんしている妹に、史泰が「もし今回の人が駄だ目めだった場合、お願いできますか？」と尋たずねる。妹は途と端たんに目にたくさんのハートを浮かべた。

「はい、そのときは電話してください。あ、番号教えておきますね」

　一気に元気になった妹は、史泰から自然な流れで連絡手段を手に入れる。それから「縁えん結むすびの御お守まもりも買おうかな」とちらちら史泰に対して細かいアピールをしてから、売店に向かう。

「お前、俺の妹を巫女にしたかったか？」

　思わずそう口にしたのは、妹の背中を史泰が目で追っていたからだ。自分で訊いた癖くせに、答えは知りたくないな、と思った。

「先せん輩ぱいの妹って、テニスやってるんですよね？　脚あしを鍛きたえてる人の方がいいと思って」

　下半身を鍛えてる女は、中の締しまりが違うという事だろうか。

「どうせ来年も巫女役は探すはめになるので、できれば来年お願いしたいです」

「絶対に駄目だからな！」

　思わず俺がそう叫さけぶと、戻もどってきた妹が「どうしたの？」と不安そうな顔をする。

　素そっ気なく「なんでもない」と口にすると、「ケンカしないで」と儚はかなげに口にした。

　来年の巫女みこに内定する前に、妹を促うながして神社を出て階段を下りる。中腹まで差し掛かかると、妹はようやく猫ねこを頭の上から下ろした。

「なんで邪じや魔まするわけ？」

「お前のため」

「私のためって何？　史泰さんと付き合わないのが私のためって事？」

「そうじゃないけど、祭りに出るのは反対だ」

「門限の事言ってるの？　いくらうちの母と父でも一晩泊まるぐらい平気だと思うけど」

　妹は真しん剣けんに分からない様子だった。友達は夜の神事の詳くわしい内容まで話さなかったのだろう。

　知らないなら、知らないままの方がいい。

「でも、俺が賛成したってもう成り手は決まっちゃったんだから、仕方ないだろ」

　頰ほおを膨らませた妹を前に、巫女になることを了りよう承しようしておいて良かったと、先さき程ほどまで感じていた後悔や迷いが幾いく分ぶんましになる。

「あーあ、折せつ角かく史泰さんと仲良くなれると思ったのに」

「女を膣ちつの締まり具合で判断するような男はやめとけってことだろ」

　突然、背後から蹴けられた。そのまま転びそうになり、慌あわてて階段の真ん中に通っている手て摺すりを摑つかむ。下手へたしたらあと数十段転がり落ちるところだった。

「何するんだよ！　殺す気か！」

「さいってー!!　本当に兄って、キモイ！　馬鹿じゃないの!?　頭おかしい!!　変態!!」

　真っ赤な顔で怒おこっている妹に、ああこいつは尻しり軽がるなんかじゃなかったんだな、と安心して「お前、やっぱり処女だよな？」と訊いた次の瞬しゆん間かん、頰を思い切り裏うら拳けんで叩たたかれる。

　普段ラケットを振り回してるだけあって、女の子とは思えないような威い力りよくだった。












　祭りの説明は前日の夜に妙子さんから電話で受けた。

『明日は午後３時までに来てくれれば大だい丈じよう夫ぶよ。一応身を清めるということでお風ふ呂ろには入ってきてね。それと申し訳ないんだけど耳みみ飾かざりは外して貰もらってもいいかしら』

「ああ、はい。分かりました」

　ずっと着けているピアスを指で弄いじりながら答えて、いくつか打ち合わせをしてから携帯を切って振り返ると、棒付きのアイスを舐なめている妹がじっとこちらを見ていた。

「な、なんだよ」

「兄もお祭り行くんだ？」

「お、おお。こっちにいる友達とな」

　俺が巫女をやることがばれてないかどうか、慎しん重ちように答える。

「ふーん。私も浴衣ゆかた着て行こうかな」

　そう言って一いつ緒しよに行ってくれる相手を探すために携帯を弄り始めた妹を横目に、風呂に入る。

　どうせ明日も行く前に入るが、一応今日も念入りに体を洗った。

　妙子さんの話によると、祭りの演えん舞ぶは夜の７時から１時間ほどらしい。４部構成だが、その間俺はずっと舞ぶ台たいで座っていればいいようだ。途と中ちゆうでトイレには立てないから、水分は少なめにと言われたが、それ以外は特に細かい指定はなかった。

「でも、行く前に風呂ってあからさまだよな」

　思い切りやりに行くという感じで気まずいが、妙子さんは当たり前のように口にしていた。

　毎年なので、感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。妙子さんもそこで結ばれたみたいだし。

「そもそも入るのかよ」

　風呂場で自分の穴に触ふれてみたが、指を入れてみる気すら起こらなかった。

　演舞が終わった後、俺と史泰は神社の一室に籠こもって朝まで過ごすらしい。正確には一いち番ばん鶏どりが鳴いて神様が帰るまでと聞いたが、最近は鶏にわとりがいないので夜明けを以もつて終しゆう了りようだと言われた。

　しかも朝まで寝ねないのが通例だと聞いて、怖こわくなる。初めてなのに耐たえられるだろうか。

「そういやゴムって史泰が用意してんのかな？」

　それとも神様はそんな物を着けない設定なのだろうか。色々と謎なぞだが、明日史泰と寝れば勃ぼつ起き不全の問題も解消する。だけどその事を喜ぶよりも、上手うまくできるだろうかという不安の方が強かった。童どう貞てい卒業前夜よりも落ち着かない気分で、部屋に戻ってもその事ばかり考えていた。だけど一番不安なのは、行こう為いそのものじゃない。

「相手が俺だって分かったときのあいつの反応見るのが一番嫌いやだな」

　がっかりされるか、呆あきれられるか。もしかしたら強制的に妹にチェンジされるかもしれない。

　色々考えていたせいで眠ねむったのは日が昇のぼってからだった。目が覚めたのは午後だった。

　慌ててシャワーを浴びて着き替がえると、妹が浴衣の帯を締めて欲しいと言ってきた。

　子供の頃ころはよく店の手伝いをさせられているので、俺と長女は着物だって難なく着られるが、妹に関しては甘やかされているので着付けもできない。

「俺が自分で結んで見せるから、一回で覚えろよー」

　そう言って自分の腰こしに帯を巻き付ける。一体これの何が分からないのだろうと思いながらやり方を教えて、解いて妹に渡わたす。ラメとレースでコーティングされた帯を、妹は四苦八苦しながら結んでいた。少し歪ゆがんでいたので、最後は整えてやる。

　そこまでしてやると妹も流石さすがに俺に礼を言ったが、つい「お前色黒いから薄うすい色じゃなくてもう少し濃こい色じゃないと合わないぞ」と言ったせいで、また怒らせた。

　妹は下げ駄たに足を突つっ込みながら「兄って本当にデリカシーないよね！　そんなんだから彼女と続かないんだよ！」と嫌みが返ってくる。

　世間一いつ般ぱんの妹萌もえしてる連中は恐おそらく、妹がいないからこそ萌えられるんだろう。交際経験のない奴やつが、異性に夢を抱いだくのと同じだ。現実を知ったら萌えは露つゆと消えるに違ちがいない。

　妹を送り出してから、俺も家を出た。電車で行こうと思っていたが、丁度駅前で関口さんに見つかり、車に乗せて貰う事になった。

「祭りに行くのか？　タマが行くなら俺も行こうかな」

　その誘さそいに「あー、でも俺、今日は神社の手伝いで遊べないんですよ」と返す。

　しつこく誘われたがなんとか断り、神社の上で礼を言って別れた。

　祭りは商店街からずっと花火をあげる河原の方まで続く。神社はその途中にあり、周辺には準備中の出店がちらほら出ていた。

「これって倉庫じゃなかったのか」

　神社の端はしにある普ふ段だん木の戸が閉まっていた建物は、二階の覆おおいが外されて舞台が見えていた。

　こんな立派な所でやるとは思わなかった。本当に座っているだけなのか不安になってくる。

　顔見知りの巫女みこさんや作さ務む衣えや袴はかまを着た男性陣じんが動いているのを横目に、どこに行けばいいのかきょろきょろしていると、妙子さんが俺に気付いて近づいて来てくれた。

「今日はよろしくお願いしますね。では早さつ速そく着替えましょうか」

「あ、はい」

　頷うなずくとすぐに社務所の方に連れて行かれ、畳たたみの部屋に案内される。

「去年の映像があるから、どんな感じか見て貰えるかしら」

　妙子さんはそう言って、近くにいた作務衣の一人を呼び止めて俺の世話を頼たのむと、忙いそがしそうに部屋を出て行った。俺は男が持ってきたデジカメで、去年の演舞の動画を確かく認にんする。

　小さな液えき晶しようの中には笛や太たい鼓こを演奏する人達まで映っていて、本格的だった。少ない人数でたらたらやってるのかと思ったら、観客はかなりいるようだ。恐らく中央で踊おどっているのが史泰の演じる神様なのだろうが、漆うるし塗ぬりの黒い面が不気味で神様にはとても見えない。

「この観客の人達って、毎年こんなに集まってくるんですか？」

「ええ、神楽かぐらの後には餅もちを撒まくんですが、それを妊にん婦ぷに食べさせると丈じよう夫ぶな子供が生まれると言われているので、遠方からも来られる方が多いんですよ」

「餅を撒くのって家が建ったときぐらいだと思ってました」

「散さん餅ぺい銭せんの儀ぎですね。あれは災いに遭あわないようにするために撒くんですよ。でも、最近ではここら辺でもあまりやらないですね」

　確かに小さい頃に何度か遭そう遇ぐうしたことがあったけれど、最近は全く見ない。

　この辺りのような田舎いなかでもやらないんだから、その文化自体が廃すたれてきているのだろう。

「それでこれ、どれが俺ですか？」

「このお囃子はやしの横にいる緋ひ色いろの袴を穿はいてるのが巫女役ですね。ずっと座ってるだけですよ。神役の史泰さんは99番まで踊りますけどね。その後神様が降神されて[image: １００]番目を舞まうんです」

　つまり全部史泰が踊るってことだ。ダンサーだって一時間休みなく踊るのはきついだろう。

　あの究極の面めん倒どう臭くさがりがよくこんなのをやっているな、と感心する。

「でも巫女も一時間正座ってきついですね」

「いえ、正座ではなくて跪き座ざです。お尻しりは踵かかとにのせて、足の裏を外に見せる形になりますね」

　作務衣の男がやってみせたので、俺も試ためした。正座より足が痺しびれず、視線の位置が高くなる。

「あ、こっちのが楽そう」

　俺の言葉に作務衣の男は何とも言えない笑えみを浮うかべると、デジカメを仕舞う。

　祭りの時間までは間があったので手伝いを申し出たが、手は足りていると言われ、しばらく控ひかえ室でテレビを見ながら過ごした。そのうち他ほかの出演者達も集まり、着替えを渡される。

　普通の袴なら着られるが、股またのないスカートに似た巫女装束の着方が分からず、作務衣の男に教えを請う。衿えりを整えていると、最後に緋色の紐ひもがついた薄い羽は衣ごろものような物を着せられた。

「俺、巫女さんの服って足が分かれてるんだと思ってました」

「そういうのもありますよ。うちのは行あん灯どん袴ばかまと言って、それとは違います」

　羽衣の紐を結んでいると、最後におかめの様な面を渡される。目の所は開いているが、それでも視界は遮さえぎられた。口元は穴が開いていなかったので、多少息苦しい。

「でも、毎年若い巫女に酒と飯と体でのもてなしを強要する神様って、心こころ狭せまいですよね」

「殺して生け贄にえにする神様よりはましですよ。一応、巫女はその後も御おん宿やどりと呼ばれて大事にされたという話ですから。最初の巫女は神事の後で男と媾まぐわうことなく、子供を何人も産むことができたそうです。そうして生まれたのが、長谷川家の人間だと聞いています」

　その言い伝えが真実なら、史泰は神様の子孫ということになるわけだが、本人は全く信じていそうにない。「お前神様の子孫なの？」なんて訊きいたら、間ま違ちがいなく鼻で笑われるだろう。

「さ、そろそろ時間だから神楽かぐら殿でんに行こう」

　笛を持った、百人一首にいそうな格好をしたおじさんに促うながされて外に出る。まだ演舞までは時間があるのに、かなりの人数が集まっていた。妹がいませんように、と願いながら歩く。

　面を着けているのは俺だけなので、近くのおじさんが気を遣つかって手を取ってくれた。

　道中、カメラのフラッシュが光り、観客の目が自分に向けられているのが分かった。冷静に考えれば俺の女装姿が写真として残ってしまうわけだが、その辺りは特に気にならなかった。

　周囲の人間が当たり前のように「男の巫女」を受け入れたので、一人で抵てい抗こうを感じていたのが馬ば鹿かみたいに思える。昔から「朱しゆに交われば赤くなる」方だったが、ここまであっさり受け入れられる自分に少し引きながら、舞台にかけられた階段を上り、床ゆか板いたに足を下ろす。

　大学のパソコンを覗のぞき込んでいたときは、まさかこの手の奇き祭さいに参加する事になるとは想像もしなかった。この１時間を耐えて、一夜過ごせば祟たたりが消えるのだからほっとして良いはずだが、問題はその一夜だ。

　その事を考えていると、史泰が舞台の上に現れた。拍はく手しゆがおこり、唐とう突とつに演舞が始まる。笛や太鼓が鳴り出し、普段の巫女さん達が幾いくつも鈴すずがついた棒をときどき振ふっている。

　本当に俺は何をすることもなく座っていたが、そのうち足の裏がびきびきと痛み始める。

　───一体俺が何したって言うんだよ。いや、確かに御ご神体は倒たおしたけど。

　足が痺れないから正座よりも楽だと思ったが、体重が膝ひざと足の指の付け根に重点的にかかるので、体重を右足にかけたり左足にかけたりと工く夫ふうしていたが、どうも我が慢まんできない。

「動かないで」

　無意識に体が揺ゆれていたのか、傍かたわらにいた巫女さんに注意される。

　あとどれぐらいで終わるのか、そもそもどのぐらい時間が経たったのかすら分からずに、気を逸そらすように目の前で踊る史泰を見る。時折、足を思い切り踏ふみ鳴らす様は歌舞伎みたいだ。

　豪ごう奢しやな衣装を着て、黒くろ塗ぬりの面を着けた姿は別人のようで迫はく力りよくがある。

　その顔が急にこちらに向けられたとき、不意に試合のときを思い出した。

　誰だれだってそうだろうが、俺は勝ってる間は調子がいいけど負け始めると途と端たんに不安になる。点差が開くと奮起できなくなって、すぐに、打たれるイメージばかりが頭に溢あふれてしまう。そんなときに史泰は安心させるように「まだです」と笑ってみせる。「まだ巻き返せる」「まだ終わりじゃない」と、いつものあの生意気な態度で焦あせる俺を諫いさめてくれた。

　本当は、キャッチャーマスクの下でどんな顔をしてるのかなんて正確には分からない。でもそう感じる。今も、面の下でどんな顔をしてるか見えない筈はずなのに、笑っているのが分かった。

　途端に、それまで気にしていた足の痛みが遠のく。いつものあの感覚と同じだ。

『周りの状じよう況きようとか点差とか、考えなくて良いです。先せん輩ぱいの頭はたくさん考えるようにはできてないから、とりあえず俺だけ見てればいいです。先輩の事は俺が考えるから、先輩は俺だけ見ててください』

　不意に三年の春、最後に登板した試合で酷い暴球を投げた後の台詞せりふが蘇よみがえる。その瞬しゆん間かん、自分の毛穴がぶあっと開いて、全く気にならなかった虫の声が耳に押し寄せてくる。

　ざわめきと一いつ緒しよに床ゆかの冷たさや、木々の間を流れる僅わずかな風が肌はだに触ふれた。あらゆる知覚が過か敏びんになって、様々な情報が押し寄せてきて、頭の中が混乱する。史泰から目を離はなすことができなくなった。内燃機関から熱が上がって、喉のど元もとから脳の中まで熱が回る。

　年下の投手に嫉しつ妬とめいたものを感じた理由も、妹と史泰が仲良くするのが嫌いやなわけも、今こうしてここに座っている事の答えも、見付けてしまった気がする。面を被かぶっていて良かった。

　赤くなった顔を見られないで済む。そう思ったときに、不意に史泰が近づいてくる。

「え」

　どきりとして思わず声が漏もれると、腿ももの上で握にぎっていた手を取られた。触れ合ったときに指が思わず震ふるえたが、史泰は気にした様子もなく立ち上がるように促してくる。

　転ばないように、ゆっくりと立った。ふらつきはしなかったが、歩く度たびにじんじんと痛む。見下ろすと指の付け根の部分の足袋たびに皺しわが寄り、足の指は形状記き憶おくするように反っていた。

「下りますよ」

　小声でぼそりと囁ささやかれ、連れて行かれるままに階段に足をかけると途端に拍はく手しゆが響ひびく。

　これで終わりなのか、と些いささか拍ひよう子し抜ぬけしながらもほっとして、手を取られるままに階段から下りた。いつの間にか神社の隅すみにある建物の方までバージンロードよろしく赤い絨じゆう毯たんが敷いてあり、その上を歩いて真っ暗なお堂の中に入ると、途端に背後の扉とびらが閉まる。

　ぎょっとして振り返ると錠じようを下ろす音が聞こえた。暗くら闇やみに怯おびえていると、ジッとライターの歯車みたいなやつを回す音が聞こえて、急に明るくなる。部屋の中にはいくつも蠟ろう燭そくが置かれていた。それらに史泰が火を点つけている。しかしゆらゆら揺れる頼たよりない炎ほのおに照らされた黒い面は殊こと更さら禍まが々まがしく見えて、中の人が史泰だと分かっているのに不安になった。

「なんで先輩がやってるんですか？」

　だから史泰が面を外しながらそう訊いてきたときはほっとした。

　普ふ段だん何をするにも余よ裕ゆうの表情で飄ひよう々ひようとしている史泰だが、今回はさすがに汗あせを搔かいていた。

　顎あごに伝った雫しずくを拭ぬぐう仕草が目に入り、どきりとする。

「ええと、祟りが消えるっておじさんに言われて……」

　俺の言葉を聞いて、史泰は納なつ得とくしたように「ああ」と呟つぶやく。

「その面、もう取っていいですよ」

　そう言われたが、自分がどんな顔をしているのか分からなかったので、素す直なおに外せなかった。

「あつ」

　史泰ははあ、と息を吐はき出して上の衣装を脱ぬぎ捨てる。下はまだ神主の格好をしていたので、肌が見えたわけではないが、直視できずに視線を逸らす。

　部屋の中には一つだけ畳たたみが置いてあった。端はしのところに派手な布がつけられたそれの上に、史泰はどかりと座る。畳の前には膳ぜんが、その傍らには足の付いた皿がいくつも並べられていて、餅や果物、お菓か子しが大量に盛られている。酒もいくつか用意されていた。

　起きてから何も食べていないので腹は減っていたが、それよりも足の痛みの方が深刻だった。裏側に曲げると、まだ痛い。しかし一時間跪座もきついが、一時間踊り続けるのも辛つらそうだ。

「お前、よくあんなに踊れるよな。[image: １００]番まで覚えてるのも凄すごいし」

　沈ちん黙もくを嫌って口にした当たり障さわりのない台詞に、「慣れてるんで」という答えが返ってくる。

　中学の頃ころから始めて一体何人の巫女みこ役と寝ねたんだろうと考え、急に自分達がこれからすることを思い出して、落ち着かない気分になった。

　史泰は大人しい俺を見て「疲つかれましたか？」と訊いてくる。

「……その、これって、朝までずっと閉じ込められるのか？　あ、トイレとかどうすんだ？」

「外鍵かぎは10時を過ぎたら外されますから、面を着けて外のトイレでしてきてください」

「トイレって、あの本堂の横の方にあるやつだよな？」

　夜中に境けい内だいに出て外のトイレに行くなんて、そんな難易度の高い事はできればしたくない。

「うちは寺じゃないので堂とは呼びません。先輩が言っているのは、恐おそらく拝はい殿でんの事ですね。因ちなみにここは本ほん殿でんです。あの奥に祭さい壇だんと御神体が祀まつってあります」

　御神体、という言葉に自分が倒した細長い石の事を思い出しながら、閉じられた木戸に視線を向ける。外観のわりに狭せまい部屋だと思っていたが、まだ奥があると分かって納得した。

「ああ、そうなんだ」

　会話が途と切ぎれて、無意識に羽は衣ごろもの端を弄いじっていると、「座らないんですか？」と訊かれる。

　そこで自分がずっと立っている事に気付いて、畳の端に腰こしを下ろす。

　畳は一つしかないので、端に寄っても距きよ離りは近い。普ふ段だんなら気にしない程度の距きよ離り感かんだが、自分の気持ちを自覚して、これからこいつに抱だかれると思うと、この程度の距離じゃ足りない。

　そんな風に考えていたが、不意にドンという大きな音が聞こえて、咄とつ嗟さに史泰の袖そでを摑つかむ。

「花火が始まりましたね」

「花火？　もうそんな時間か」

　唐とう突とつに史泰の手が髪かみに伸のばされる。何をされるのか分からずに瞬またたきをしながら、抱き締めるように近づいた男の事をじっと見ていると、紐ひもが解かれて面が外される。

「あ」

　自分がどんな顔をしているか不安になったが、頼りない灯あかりの中ではきっと顔色なんて分からないだろう。表情だってろくに見えないに違ちがいないと思いながらも、目を伏ふせる。

「なんで面を着けてたのに、俺だって分かったんだよ」

「なんでって言われても。たぶん俺は先輩が着ぐるみに入ってても分かると思いますけど」

　当たり前のようにそう言うと、史泰は膳の上にあった箸はしを手にした。

　腹は減っているし、目の前に並ぶ料理は美味うまそうだ。このまま何もしないでいるのも気き詰づまりなので、俺も箸を取ったら「俺からです。俺が先に手を付けます」と史泰が口にした。

　そういう仕し来きたりでもあるのか、はっきりと告げられて箸を戻もどす。

「あ。これ俺がハイ、アーンとかした方がいいのか？　それとも膝とかに乗る？」

　ぎこちない雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばそうとして、わざと明るく言ったら「どこのキャバクラですか」と冷静に返された。

「だって接待するっていうから」

「ルールはこれぐらいですよ。後は自由にしてもらって構いません」

　そう言うと史泰は箸で膳の中にあった昆こ布ぶ巻まきを口に運ぶ。それを見届けてから、再度箸を握って食事を始めた。干ほし鮑あわびや鯛たいなどの目め出で度たい材料で作った料理が多く、上品な味だった。

　───いつもだったら、史泰相手にわいわい言いながら食うところだけど……。

　普段、史泰と一緒にいて会話がなくなることを気にした事はない。こいつは元々俺の前以外では無口だし、俺も史泰相手だとわざわざ頑がん張ばって盛り上げようという気がないので、自然体でいられた。だけど今日はやけに沈黙が気になる。

　殆ほとんど何も話さないまま、膳に載のった皿を空にする。別の皿に手を出す気にはなれなかった。酒も、喉のどを湿しめらせるのに日本酒を一いつ杯ぱい飲んだが、酔よう程ほどじゃない。

　食事が終わり蠟燭の火がどこか隙すき間まから入りこんだ風に揺らめくのを眺ながめる。

　外からはまだ花火の音が聞こえていた。今いま頃ごろ祭り客はそれに見入っているだろう。神楽かぐらの出演者は公民館でもてなされると聞いているし、境内には出店もないので、外には誰もいないに違いない。その証しよう拠こに閉じ込められた直後は聞こえていた人のざわめきが、今は何も聞こえない。こんな暗い空間に二人きりで閉じ込められているのに、不思議と怖こわいとは思わなかった。どちらかというと、怖いのはこれから史泰とする事の方だ。

「史泰、じゃあ……するか」

　俺が意を決してそう口にすると、史泰は「何をですか？」とわざと訊いてくる。

「だから、その、やるんだろ？　俺ら。神様のお前が、巫女の俺と、その……性せい交こう渉しよう？　それで俺一応、ゴム持ってきたんだけど、お前Ｌサイズで大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「……………ゴム、持ってきたんですか？」

　史泰が眉まゆを寄せる。宇宙人を見るような目に「え、ゴム使わないの？」とぎょっとする。

　史泰は神様と一体化しているらしいからチート状態かもしれないが、それでもゴムは必要だ。

「俺にやられるって、覚かく悟ごしてきたんですか？」

「当たり前、だろ」

　当然、覚悟は必要だ。もしかして今までの人達は騙だまし討うちされていたんだろうか。

「先せん輩ぱい、男が相手でもいいんですね」

　責めるような声こわ音ねに「お前だって、そうだろ」と返す。

「それに、そこまで含ふくめて儀ぎ式しきなんだろ？　俺も……早く治したいし」

　改めて訊かれると恥はずかしくなる。好きだって事が、既に史泰にばれているんじゃないかと、慌あわてて言い訳をする。そんな俺を見て、史泰は呆あきれたように視線を逸そらす。

　もしかしたら父親の知り合いで連れてこられた巫女に、期待していたのかもしれない。なのに俺だと分かって、やる気が削そがれているんだろうか。

「悪かったな、俺で……お前の好みじゃなくて」

　そう言ったときに脳のう裏りに浮うかぶのは史泰と組んできた投手達の姿だった。こいつの好みがいがぐり頭で色黒な連中とは限らないのに、彼らの姿ばかりが頭に浮かんでは消えるのは、ずっと俺以外の連中の球を受け止める姿ばかり見てきたからかもしれない。

「……後で、文句は言わないでくださいね。始めたら途と中ちゆうで止められないと思うんで」

　たっぷりと沈黙した後で告げられた、釘くぎを刺さすような台詞せりふは苛いら立だちが混ざっていた。

　どこか機き嫌げんの悪い史泰を窺うかがうように見ると、目が合う。

　鋭するどい目に体が臆おくした瞬しゆん間かん、腕うでを引かれて抱き寄せられて、俺が頷うなずくのも待たずに袴はかまの裾すそから手が入ってくる。そのごつごつした手が肌はだを這はう感かん触しよくが、何故なぜか急に怖くなった。







「はあ、っ、ん、もう、やだって、あ」

　体の下に敷しいている薄うすい羽織が、動く度にするすると音を立てる。

　畳の上に押し倒たおされて、捲まくり上げられた袴の下に穿はいていた下着は既に脱がされていた。

「はあ……っ」

　入ったときは夏とはいえ建物の中はやけに涼すずしかったのに、今では息苦しい程に暑くて、膝ひざの裏が汗で湿っている。いつの間にか花火の音も聞こえない。

「史泰、も、もう……」

　脚あしを曲げようとすると、履はいている足袋たびが畳の上を滑すべった。俯うつぶせにさせられているので、背後の男がどんな顔をしているか分からなかったが、穴の中に入ってきた指は殊こと更さら荒あら々あらしくて時折痛みを感じた。それでも時間をかけて解ほぐされて、苦しさは薄れていった。

「あ、う」

　ずぶ、といきなり指が深く入ってきて、思わず畳たたみに手をついてずりあがろうとすると、腰を摑まれて引き戻される。その分指が根本まで入れられて、震ふるえる。

「先輩、こっちだけで充じゆう分ぶんいけるんじゃないですか？」

　ぞくぞくする声で、馬ば鹿かにするように史泰が訊きいてくる。

「は、あ」

　熱が袴の下で大きくなって、布地に擦こすれた。一度も触ふれられていないのに、ペニスからはカウパーが零こぼれている。史泰の言うとおり、穴を弄られただけなのに頭がぼんやりしてくる。

　指の皮がふやけてしまってるんじゃないかと思うほど、散々弄られた後でそれが抜ぬき取られ、はあっと息を吐はく。入れるならゴムを、と荒あらい息の合間に考えていると、遠えん慮りよもなく袴がたくしあげられて、剝むき出しになった尻しりにぬるりとした物が触れる。

「あ、っ、何っ……？」

　びっくりして振ふり返ろうとしたときに、陰いん囊のうの方から滑ったそれがアナルまで這い上がってくる。思わず畳に頰ほおを擦すり付けるようにして、大きく上がってしまいそうになった声を堪こらえる。それが史泰の舌だと気付いたのは、鼻が尻に触れたときだった。

「史泰、あ、っ……汚きたな、い、なぁ、そんなの、駄だ目め、だって」

　ぬめぬめと温かいそれは表面を擦こすり、その度たびに肩かたが震えた。必死に声を抑おさえていると、指がまた入ってきて穴を広げる。曲げた自分の人差し指の第二関節に強く歯を立てて、初めての快感に耐たえた。だけど穴の周りを舐なめていた舌が、中にまで入ってくると、もう堪たまらなかった。

「んんっ」

　ぞくぞくと駆かけ上がってくる未知の感覚に、腰こしが揺ゆれる。そうしたくないのに、中を締しめ付けてしまい、余計に細かい舌の動きまで感じてしまう。

「ふ、く……んっ、や……だ」

　口に含んだ指の隙間から垂れた唾だ液えきが、畳を濡ぬらしていた。そこに鼻先を擦り付けるようにして首を振る。恥ずかしくて堪らなかった。このままじゃ本当にそこだけでいってしまいそうで、それが怖くて逃にげるように腰を浮かせると、ぬるりと舌も指も抜かれる。

　ほっとして膝から力が抜けた。達しきれなかったペニスは、先せん端たんから粘ねばついた液を零している。はあっ、と息を吐くと衣きぬ擦ずれの音がする。背後を肩かた越ごしに見やると、史泰が衣装を脱ぬいでいた。逞たくましい胸の筋肉が目に入り、ひくりと穴の縁ふちが蠢うごめく。

　俺も汚す前に脱がなければと袴の後紐に指をかけたが、きつく締めてあるので上手うまく解けない。紐を引っ張っていると、ずり落ちていた白びやく衣えと袴を再び捲り上げられて、その場所が晒さらされる。そして先程たっぷり舐められた所に、張り詰つめたペニスが当てられ、擦り付けられる。

「ん、ぁっ」

　触れるのは三回目だ。それなのにまだ大きさに驚おどろく。本当にこんなでかいのが俺の中に入るのだろうか、と思っていると指で尻が広げられて、穴の中に先端が入りこんでくる。

「あ、はっ、ぁあ、い……っ、ん」

　亀き頭とうを飲み込んだところで、痛みを覚え始める。じわじわと熱を持って広がるアナルが、急に引きつった。体が臆したように引きつっているのは分かっていたが、どう頑張っても穴はそれ以上弛ゆるめられず、史泰が背後で苦しそうな息を吐く。

　一度引かれ、もう一度入れられる。一進二退するじわじわしたその動きに、痛みとは違ちがう物を感じ始めていたときに、それがいきなり抜かれた。

「んっ、あ、史泰……？」

　不安になって問いかける。これ以上はできないと分かっているのに、止やめられると急に心細い気分になった。恐おそる恐る背後を振り返ったときに、腰を摑つかまれて持ち上げられる。

「あ」

　先さき程ほどよりも尻を突つき出す格好になった。

「そのまま脚閉じて貰えますか？」

　言われたとおりに膝ひざ頭がしらを合わせる。予想はしていたが、史泰のそれが脚の間に入ってきたときはびくりと肌が震えた。陰囊を押し上げるように突っ込まれたペニスが、太ふと腿ももの間を滑る。

「あ……、なんか……これ、すげー……やらしい」

　腕の間から視線を下に向ける。垂れ下がった緋ひ色いろの袴をときおりそれが押し上げるのが見える。俺のペニスも卑ひ猥わいに揺れるのが分かった。

　俺が零した物のせいか、それとも史泰が零したのか、先走りで太腿がぬるぬるしてくる。そうなると擦れるのがもっと気持ちよく思えて、「ああ」と吐き出した声が頼たよりなく揺れた。

「もっと締めてください」

　気付けば徐じよ々じよに開いていた脚を、ぐっと寄せられる。そのせいで余計に史泰のペニスの形を意識してしまう。腕からがくんと力が抜けて、畳に肩を突いたときに手を取られた。

「あ、何……？」

　最初は良く分からなかったが、脚の隙すき間まを出入りする史泰のそれが指先に触れて意図に気付く。下から支えるように、より俺と史泰のペニスが密着するように、手を使わされる。生々しい感触に戸と惑まどいながらも、大人しく手を当てているとぬるぬるした物が掌てのひらに溢あふれてきた。

「ふ、ぁ、……もう、いきそう」

　煽あおられて張り詰めたペニスが裏側を擦られる度に震える。背後から聞こえる史泰の息づかいを聞いてるだけで、達してしまいそうだった。

　史泰は、それまで俺の腰を摑んでいた手で、カウパーを垂れ流しているペニスを包んだ。

　気持ちが良くなってくると、つい力が抜けて足を開いてしまう。するとそれを叱しかるように軽く尻を叩たたかれた。

「あ、あ……い、くっ」

　首を振りながら達すると史泰の手は呆あつ気けなく離はなれていく。はっと熱い吐と息いきを吐き出していると、史泰の指が再び穴の中に入ってきた。精液を塗ぬりつけるように穴の上を指が擦る。

「ん」

　思わず息を吞のんだときに、ぼってりと腫はれた亀頭がアナルに押しつけられた。達したばかりでまだ余よ韻いんの残る体は力が入らず、そのせいか先程よりもスムーズに中に入ってくる。

「あ……、史泰、俺」

　いよいよこいつとセックスするのか、とくらくらしながら考えていると入ったそれが少し抜かれる。ぎゅうっと吸い付いていた肉が引きつれるようなきつさを感じていると、今度は先程よりも深く入ってきた。そうやって徐々に馴ならすように、太くて長い史泰のものが体の中に入ってくる。尻を開かれるのはやっぱり、痛い。我が慢まんできるような気がしたが、すぐに無理だと思い直し、いやもう少しだけ、と苦しいのを耐えて唾つばを飲み込む。

「あ、はっ、痛っ、くるし……っ」

　少しでも楽になろうと脚を開くと、自分の体重を支えきれず膝が崩くずれる。そのせいで飲み込んでいた先端がずるりと抜けた。折せつ角かく痛いのを我慢して受け入れたと思っていたが、抜けるときの感覚から、元々あまり飲み込んでいなかったと気付く。

「きついですか？」

「わかんねー、なんか、もう……俺、……考えらんねーよ」

　自分の思考が纏まとめられない。痛くてじんとしている場所に、もう一度突っ込んで欲しい。

　前も触さわって、胸も。だけど苦しいのは嫌いやだ。それを悟さとられるのも。腫れ物に触るようにして貰もらいたくはないが、優やさしくして欲しい。優やさしくしてくれるなら痛くてもいい。

　欲よつ求きゆうばかりが明確な頭の中で、何を言えば望みが叶かなえられるのか分からない。史泰の精液の匂においに刺し激げきされたのか、頭の中がやらしいことで一いつ杯ぱいになっている。

「でも、……続けろよ。俺が何言っても止めなくていいから……」

　祟たたりを解きたいとか、気持ち良くなりたいとかはもうどうでも良い。好きな相手とする初めてのセックスを苦い記き憶おくにしたくなかった。

　普ふ段だんは言う事なんて全然聞かない癖くせに、こんなときばかり素す直なおに後こう輩はいが覆おおい被かぶさってくる。

　ピアスをしていない耳に齧かじり付かれて僅わずかな痛みを感じたときに、再びあの凶きよう悪あくな大きさの性器が俺の中に入ってきて、その形に穴の中が広がっていく。

「ん、んう」

　逃げそうになる腰を押さえつけられて、宥なだめるように陰いん茎けいを扱しごかれた。

「あ、史泰、史泰……」

　どうしていいのか分からずに名前を呼ぶ。自分がどんな顔をしているのかも分からなかった。

　体を他人に支配される。どんどん中に入ってくる雄おすの性器を、力を抜いて受け入れる。まだ燻くすぶるように残っていた男としてのプライドが、僅かに軋きしんで砕くだけていくのを痛みと共に感じながら、こんなのは相手の事が本当に好きじゃないとできない、と思った。

「止めなくていいんですよね？」

　歯を食いしばった途と端たん、確かく認にんするように訊いてくる男に頷うなずく。

　両りよう肘ひじを畳に突いて、項うな垂だれるように頭を垂れる。ぽたりと、唾液が唇くちびるから零れて畳の上に丸く落ちた。汚よごしてしまった、と指で擦こすろうとしたときに、後ろからいきなり大きく突かれる。

「ん、ひっ、あ……、あぁっ」　>>>♥

　全部入りきらないうちからされるとは思わずに、高い間ま抜ぬけな声が漏もれる。

　けれど史泰は構わずに、ぐちぐち、と音を立てて浅い部分で律動を始めた。ぎりぎりまで引き抜ぬかれる度に穴の縁が捲めくれそうになり、まだ慣れていない体が怯おびえるように引きつった。

「先せん輩ぱい、ここが好きなんですか？」

　亀頭で入り口に近い所の腹の方を擦られた瞬しゆん間かん、びりびりと指先まで電流が走る。

「……っ、んっ、そこ、や……だ」

「あんまり大きな声出すと、外に人がいたら聞こえますよ？」

　それを聞いて忘れていた羞しゆう恥ちが蘇よみがえる。ここは高台にある。まだ花火が続いているとしたら、境けい内だいから見ている人間がいたとしてもおかしくなかった。

　妙子さんやおじさんが、もしかしたらまだ傍そばにいるかもしれない。

「でも……は、あ、我慢……できなっ、声、出る」

「男の癖くせに、男にやられてよがってるなんて、きっと呆あきれられますね」

　馬ば鹿かにするような言い方をする一方で、史泰のそれだってはち切れそうなぐらい大きくなってる。どんな顔で言っているのか不安になって、振ふり返ろうとすると項うなじを吸われた。

「っ」

　ちくりと走った痛みに気を取られていると、いきなり今までより深く入りこんでくる。

　思わず畳たたみに爪つめを立てた。ぼたぼたと壊こわれてしまったみたいに先走りが垂れる。失禁してしまったかもしれないと、不安になってそこに手を伸のばしてみる。

「自分でしてるんですか？」

　不意に聞こえた声に首を振った。だけどぬるついた液体に安あん堵どした指は、いつの間にかそこをゆっくりと擦り上げている。史泰の前でするのは三度目だ。なのに今までで一番恥はずかしい。

「俺に突っ込まれながら自分で弄いじるの、気持ちいいですか？」

　ずんずんと奥を突かれていると、交こう互ごにやってくる痛みと快楽に、わけが分からなくなる。考えるのを放ほう棄きして、素直に「いい」と口にすると、余計に激しく突き上げられた。

「あ、あっ、う……っ、いい、……あ、もっと」

　ぎゅうっと乳ち首くびを抓つねられて、腰こしが大きく跳ねる。鼻の奥がじんと熱くなり、臨界点に近づく。

「史泰、いかせて」

　許しを乞こうような憐あわれな声が自分から漏れてどきりとした。返事がないから、急せかすように、ペニスに張り付いた内肉が蠢うごめく。俺の意思とは関係ない体の動きに、より感じてしまう。

「なあ、もう、はやく……、いきたい」

「先輩って、本当にやらしいですね」

　揺ゆらめかせていた腰を摑まれて、大きなストロークで奥の方を突かれる。

「はっ、ひっ……ひっ……ぁ、いく、いく」

　体ごと頭の中がぐらぐら揺れて、気付いたら「いく」と何度も口走りながら、達していた。

　かくんと体中から力が抜ける。畳の上に伏ふしながら、通り過ぎた嵐あらしの余韻に瞼まぶたを伏ふせた。

　けれど史泰のペニスは出ていく気配を見せず、それどころかすぐに律動を開始する。

「あ、や、だ……っ」

　抗こう議ぎを無視して、激しく責め立てられた。史泰はまだ達していないのだと力強く膨ふくらんだ性器に教えられて、文句を飲み込む。奥を突つかれる度たびに声が漏れて、生理的な涙なみだで目め尻じりが濡ぬれた。

　着ているものは既すでにぐしゃぐしゃだ。ずり上がろうとする度に腰を摑つかまれて引き戻もどされる。

「んっはっ……史泰」

　名前を呼んだときに、背後の男が小さく呻うめく。そうして次の瞬間、内側に注ぎこまれた。

「あ、はっ」

　耳の奥で、心臓がどくどくと音を立てるのが分かる。濡れた音がして、史泰のペニスが抜かれる。その瞬間、どろりと中から精液も一いつ緒しよに零こぼれていくのが分かった。

「は、はあっ、お前……激しい……」

　女の子だったら持たないんじゃないだろうかと余計な事を考えていると、腕うでを摑まれて手て荒あらに体をひっくり返されて、畳の上から落ちそうになる。仰あお向むけになったまま呼吸を整えていると、史泰の視線が俺の脚あしの間に向けられている事に気付いた。

「やめろ、見んな……っ」

　途端にかっと顔が熱くなる。反射的に閉じようとした足を捕つかまれて、足袋たびを脱ぬがされた。

　指でアナルの周りを撫なでられた後で縁ふちを押されると、まだ中に残っていた分が零れた。

「や……、めろって」

　脚を閉じられない代わりに、袴はかまと白びやく衣えを引っ張ってそこを隠かくす。

　ゴムを着けて貰うのを忘れていた、と今いま更さら思い出したが、もう後の祭りだ。

　不意にそれまでの熱が冷めた声で、史泰が「なんで好きでもない男と簡単に寝ねられるんですか？」と口にする。素そっ気ない様子に、熱くなった心臓に直接刃は物ものを突きつけられた気がした。

「どうして……今更そんなこと訊きくんだよ」

　確かに「祟りを解くため」と言ったが、少し考えれば分かる筈はずだ。今までだって、俺の気持ちは言葉にしなくても史泰に伝わってきた。それにこんな事「好き」でなければできない。

「好きでもないって勝手に決めつけんなよ……」

　だから史泰の反応に怯えながらも、そう言った。抱だき合った後の告白なのに、期待感が少しもなかったのは、長い付き合いから目の前の男の機き嫌げんが好くないと肌はだで感じていたからだ。先さき程ほどまで体の一部で繫つながっていたのに、今はもう───いや、最中から刺とげ々とげしかった。

「先輩は気持ちよかったらすぐに好きになりますもんね。簡単に流されるし」

　責めるような言い方に、途端に先程まで感じていた心地ここちよい熱が引いていく。

　確かに、高校時代からずっと女の子達とは軽い付き合いを繰くり返してきた。だから史泰が俺の言葉を信じないのは頭では理解できるが、感情では納なつ得とくできなかった。

「お前だって、ゲイでもないのに俺としたじゃん。気持ちいいから、したんだろ？」

　俺を責めるのは、性せい欲よくには流されても男同士に嫌けん悪お感かんを抱いだいているからか。いや、もしかしたら俺が嫌いやなのかもしれないと思い至った途端に指先が冷える。俺の体で欲よく情じようして、好き勝手してる癖にそんなの酷ひどい。俺なんかよりずっと、不誠実に思える。

「気持ちいいって言えよ。俺が今までで一番、良かったって」

　せめてそこだけは満足して欲しい、と思いながら睨にらむように目の前の男を見る。

　さっきまでの高こう揚よう感かんや、胸の奥の甘い痛みはみんな薄うすれていく。この行こう為いが虚むなしくなってしまった気がして、それを誤ご魔ま化かすよう手を伸ばして史泰のペニスに触ふれた。

　口で拒きよ絶ぜつするわりに、そこはすぐに俺の手で力を漲みなぎらせる。

　膨れた亀き頭とうを見ていたらキスをしていない事に気付いたが、拒こばまれるのが怖こわくて自分からはできなかったし、強請ねだる事もしなかった。

「先輩の祟りは、きっと明日には鎮しずまっているでしょうね」

　不意に史泰がそんな事を言った。すっかり忘れていたし、もうどうでも良かった。

　しばらくして再び限界まで張り詰つめた史泰のものを体の深い部分に受け入れる。だけど先程まで確かに感じていた高揚感は、どうしても取り戻せなかった。







　翌日、夜が明けてから史泰は自宅から着き替がえを取ってきてくれた。

　二人分の精液で汚れた畳や衣装は見る影かげもない。疲つかれていたが意識ははっきりしていて「どうすんの、これ？」と史泰に尋たずねたら「どうにかします」とやけに投げやりな返事をされた。

　濡れタオルで体を拭ぬぐって着替えた後は、車で家に送って貰もらい、自宅に帰ってからシャワーを浴びた。眠ねむらずに朝までしていたせいで、殆ほとんど茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態のまま部屋に戻ってベッドに倒たおれ込み、目を覚ましたのは夜中になってからだった。元々お互たがいメールのやりとりはしない。だから期待はしていなかったが、確認した携けい帯たいには、やはり史泰からの連れん絡らくは来ていない。

「ふられたってことなんだよな、あれは……」

　いくら俺から誘さそったからといって、ふった相手をその直後に犯おかすなんて、史泰もなかなか最低だ。そんなことを考えていると、明け方まで散々弄られた場所が、硬かたくなってくる。

「なんだ……治ったのか」

　大した感動もなかった。一度出そうかと考えたが、どうしてもその気になれなくて止やめる。

　苛いら立だった様子の史泰の顔を思い出したら、興奮なんてすぐに冷めてしまった。

　史泰がいなくて勃ぼつ起きしたのは喜ばしいことで、このために巫女みこの格好をして足の痛みに耐たえていたのに、治っても少しも嬉うれしいとは思わなかった。

　浮うかない気持ちと思わしくない体調のまま、翌日も実家のリビングのソファに寝そべってだらだらと時間を潰つぶす。宮古島に行くのも、女の子と遊ぶのもどうでもよかった。

　溜ため息を吐はき出すと「もしかして夏中ずっと家にいるの？」と不満げな声が聞こえる。

　振り返ると、スコートに色気も何もない黒のスポブラ姿で、妹がアイスを片手に近づいてくる。

「兄がいると友達呼べないから、早く向こうに帰ればいいのに」

　そんなことをあっさり言う妹に「かわいくねー」と言い返すと「巫女、兄がやったんだってね。妹の恋こい路じを邪じや魔ました癖くせに優やさしく接して貰えると思うな」と男みたいな口調で返された。

「元々、勝算なかっただろ。あいつ、好きな奴やついたみたいだし。お前までふられることない」

「余計なお世話なんだけど。それに、お前までって何？」

　疑うような目をして、アイスバーを齧る妹を見て、言い過ぎた事を後こう悔かいする。これ以上ボロを出さないためにも、早々に家を出る事にした。外の方がゆっくり休めそうだ。

　寂さびれた駅の裏手にあるファミレスに向かい、そこで時間を潰していると見慣れた車が駐ちゆう車しや場に入ってくる。高校時代の部活仲間の車に似ていると思ったら、降りてきたのはその高校時代の部活仲間のナベヤンだった。視線を向けていると、俺に気付いて「お」という顔をする。

　店に入ってくると、店員の案内も待たずに俺のテーブルにやってきて、対面に座った。

「なんだよ、久し振ぶりじゃね。帰ってきてたのか？」

「まーな。お前も帰ってきてたんだ？」

「親が顔出せってうるさいから。ゼミがあるから来月には戻るけど。あ、お前さぁ、今日暇ひま？」

「用事による」

　どうせやることといえば家でごろごろするぐらいだ。

　折せつ角かく祟たたりがなくなったのに、積極的に行動する気にはならなかった。遊ぶための資金を作るために働く気も起きない。そもそも体調不良はずっと続いている。

「女の子と楽しく飲みたいので、お願いします」

「またかよ」

　高校時代から変わらないナベヤンの頼みに呆あきれる。どうせ引き合わせても、女の子とは喋しやべらずにその場では男とばかり楽しそうに話している癖くせに、いつも紹しよう介かいして欲しいと頼まれる。

「野球部で一番女の子と仲良かったのお前だしさぁ。折角地元に戻ってきても、女の子と遊ぶツテないし。あ、飯代は男側が多めに出すからさあ」

「かわいい子揃そろえるから、全部男持ちな」

「うげ、お前は家が金持ちだからそれでいいかもしれないけど、苦学生にはきついって」

「安い居酒屋なら大だい丈じよう夫ぶだろ？　それに、どうせ女の子より男の方が食って飲むだろ」

「分かったよ。その代わり、マジでかわいい子でお願いします。かわいくなかったら割り勘かんで」

　正直すぎる台詞せりふに呆れながら、適当な女の子に電話をかけると、その場ですぐに了りよう承しようが取れた。

「五人揃えるって」

「マジ!?　じゃあ男側の残り俺が揃える。つーか、お前通すと本当に話早いな。さすが」

　軽い褒ほめ言葉に「どーも」と返して、待ち合わせ場所を決める。

　自分でセッティングしたものの、乗り気にはなれないままファミレスを出て一度家に戻もどった。

　普ふ段だんだったら女の子と会う前にはシャワーを浴びて、髪かみ型がたを整えるが、何もかも面倒でどうでも良かった。史泰の家に行って以来外しているピアスすら着ける気にならず、億おつ劫くうな気持ちで待ち合わせの少し前に、再び家を出る。

　田舎いなかは一人が一台車を持っているので、移動手段はそれに頼たよることが多いが、飲みともなれば代行代がかかるので、電車を利用するために学生は駅前の店に行くのが殆どだ。今回予約したのも駅前の店だったので、無む邪じや気きに遊ぶ少女二人の姿を象かたどった銅像の前で待ち合わせた。

「環」

　早めに着いて、遊んでいるというよりどう見てもプロレス技わざを掛かけ合っている少女達の姿を眺ながめていると、不意に名前を呼ばれた。

　平日の夜なので人通りは週末ほど多くなく、すぐに待ち合わせの相手を見付ける。

「久し振り」

　そう言って手を挙げたのはサナちゃんとクミちゃん、それから他ほかに三人ほどかわいい女の子がいた。みんな露ろ出しゆつの多い服で、丸くて細い脚や盛り上がった胸を惜おしげもなく見せている。

　いつもならテンションが上がるところだが今は全すべてが気け怠だるくて、リビドーは枯こ渇かつしていた。

　死ぬほど満腹なときに、脂あぶらの乗った肉を見ている気分だ。美味うまそうでも、箸に手が伸のびない。

「本当に久し振りだよね。あれ？　残りは？」

　サナちゃんの言葉に「もうすぐ来るんじゃない？」と返したときに丁度、近づいてくる男連中が見えた。その瞬しゆん間かん、挙げようとした腕うでの関節がガチリと固まる。

　ナベヤンの一歩後ろにいる長身の男は、ここ数日俺の頭を悩なやませ続けている後こう輩はいだ。

　男は全員、元野球部員だった。史泰の横には俺と同学年で正投手をしていたヒロと、関口さんがいる。そういえばナベヤンは関口さんと今でも付き合いがあると聞いたことがあった。

「タマぁ。暇ならなんで俺に連絡して来ないんだよ」

　俺が史泰の姿を見て固まっていると、関口さんがぐいっと俺の肩かたに腕を回してきた。

　ぎこちない愛あい想そ笑いを返して、予約している店にみんなを先導する。

　道中では関口さんにずっと絡からまれていたので、背後の様子は分からなかった。

　雑居ビルの中にある全国展開の居酒屋に入って、席に着いてから史泰の表情をそれとなく窺うかがったが、感情を読み取ることはできない。

「じゃあ自己紹介しちゃおうか。じゃあまず男は俺からね」

　予あらかじめコースで頼んでいた食事が運ばれてきて、乾かん杯ぱいになると関口さんが俺の代わりにそう言った。

　それぞれが自己紹介する中で、一番情報が少ないのが史泰だった。

「長谷川史泰です」

「おい、もっと喋れよ。お前、大学でもそうなの？」

「大学生なんだ？　どこの大学？」

　女の子達の疑問には史泰ではなくナベヤンが答える。

「あ、環と一いつ緒しよなんだ。史泰くんも頭良いんだねー」

「いや、こいつ推すい薦せんだから。受験してないし。神社の跡あと取とりだから付き合ったら大変かもよ」

　ナベヤンは慌ててそう口にしたが、史泰が頭がいいのは事実だし、実際そう見える。

　頭数合わせで連れてきたのかもしれないが、史泰が来れば女の子を全部持って行かれることぐらい想像できそうだ。そもそも史泰も何故なぜ来たんだろうか。

　元々はこういう集まりに顔を出す奴じゃなかった。元主将のナベヤンが誘ったから来たんだろうが、それでも意外だ。もしかしたら俺が勝手に「史泰は俺にしか心を開かない」と思い込んでいただけで、実は周りと上手うまくやれていたのかもしれない。いつまでも高校気分が抜ぬけなかったのは、俺の方だったのだろうか。

「へー、跡取りなんだ？　じゃあ大学卒業したらこっちに戻ってくるの？」

「今は継つぐつもりないです。俺が継がなくても他にいますから」

　それが弟の事を指すのか、それとも神社で働いている別の神主さん達の事を指すのかは分からなかったが、史泰は淡たん々たんと自分の分のジュースを口にしながら答えた。

　素そっ気ないその態度で、話題は隣となりに座っていたナベヤンに移る。一通り自己紹介が終わった後は、会話を盛り上げて、その後はみんなのグラスの減り具合に気を遣つかう。

　史泰に話しかける事はできなかったが、周囲にはそれと悟さとられないよう振るまった。

　俺に一いつ切さい関心を向けず、女の子に話しかけられるままに答えている史泰をそれとなく窺ううちに、もしかしたらこいつも俺が来る事は知らなかったのかもしれないと思い始めた。

「環って、場の雰囲気を良くするの上手いよね。感心するよ」

　食しよく欲よくもなければ酔よう気にもなれずに、メニュー表を眺めていると、不意に向かいに座っていたヒロが話しかけてくる。

「感心って、みんなの注文まとめてるだけだよ、俺。いつもこうだし」

　そんなことは三年間部活が一緒だったのだから知っているだろう。同級生にも下級生にも基本はこんな風に接してきた。史泰が相手のときだけは唯ゆい一いつ、気を遣わなくて済む。

「でも、史泰とも凄すごく上手くやってるし」

「ヒロだってやってただろ？」

「……史泰って、野球以外の事は殆ほとんど自分から話しかけてこないよ。一緒に飲むのも今日が初めてだしね」

　確かに二人が部活以外で仲良くしているところは見た事がない。だけど正捕ほ手しゆと正投手だったんだから、ある程度は野球以外の話もすると思っていた。

「鍋なべ島しまも役職の引ひき継つぎがきっかけで色々話すようになったって言ってたよ。史泰が野球部でよく喋るのって、環がいるときだけだったし。今日だって、最初は乗り気じゃなかったけど、環が来るって言ったらすぐに行くって言い出したしさぁ」

　その言葉を聞いてどきりとした。女の子目的じゃないと分かったのは良かったが、元々俺と会うのが目的だったのなら、この後で呼び出されたりするのだろうかと怖こわくなる。

「お前ら、何男同士でこそこそしてるんだよ。話に入ってこいよ」

　いつの間にか女の子を白けさせていたナベヤンが、助けを求めるように俺を見た。

　仕方がないから会話に加わり、冷えた空気を温める。史泰は相変わらず話には入ってこなかった。ヒロの話を聞いたせいでそれまで以上に意識してしまったが、視線すら向けられない。

　退店まであと数分と迫せまっても、史泰は特に何を言うでもなかった。次の店の決を採とって二次会を持ち込み可のカラオケに決めて店を移してからも、話しかけてくる様子はない。

　───楽しんでる様子もないし、一体何しに来たんだよ。

　みんなが歌ってる最中に買い出しに出で掛かけたのは、決して場の空気を読んだからではなく、中にいるのが息苦しかったからだ。

「つーか、失しつ恋れんした相手と一緒にいるのってマジで辛つらい」

　思わず近くのコンビニで自分用の飲み物を物色しながら、呟つぶやく。

　カゴの中にあるのは女の子達からリクエストされたサラダと、ナベヤンが希望したカップアイス、それからヒロオーダーのヨーグルトと関口さん要望のビールだ。

「誰だれかに失恋したのか？」

　不意にそう訊きかれてぎょっとする。振ふり返るとそこにはビールを手にした関口さんがいた。

　カゴの中にあるビールと交こう換かんし、元から入っていた方を冷蔵ケースの中に戻す。

「やっぱりこっちを飲みたくなったから」

「電話してくれたらよかったのに」

「ナベが音おん痴ちなのに大声で歌うから抜けだしたかったんだよ。それで？　誰に失恋したんだよ」

「はは、いや……、まあ、良いじゃないですかそこは」

　曖あい昧まいに濁にごしたが、正直に話さないと解放して貰もらえそうになくて困る。

　恐おそらくサナちゃんとクミちゃんのどちらかだと思っているだろう。それ以外の女子とは今日が初対面であることは自己紹しよう介かいのときに知られているし、まさか男だとは思わないだろう。

　コンビニを出てからも道中はその話題をしつこく訊かれ、これはさっさと部屋に戻ってカラオケに専念した方がいいと考えていたら、部屋に入る手前でそれを遮さえぎるように肩を摑つかまれる。

「タマ、教えろ」

　運動部の上下関係は絶対だ。そしてそれは卒業後も付いて回る。一年差でも絶対なのに、関口さんは俺の二つ上だ。その上、プルヒッターだったから体格も良く、性格も強ごう引いんだ。クラッチヒッターだったナベヤンと体格も性格も、足して二で割れば丁度良いと言われていた。

　威い圧あつ感かんのある先せん輩ぱいに「あー……実はですね」と適当にどちらかの名前を言おうとしたときに、がちゃりとドアが開く。中から出てきたのは史泰だった。

「先輩、みんな待ってるんで」　>>>♥

　そう言って俺の手元のビニール袋ぶくろを見ると、持ってる俺の腕ごと中に引っ張り込む。

　関口さんには視線も向けなかった。俺の二つ上なので史泰は直接面識はないが、基本的にＯＢには礼を尽つくすのが基本だ。だからこそ関口さんは不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしたが、流石さすがに女の子の前で今夜一番人気がある史泰に嚙かみ付くことはせず、部屋に入ってからも大人しくしていた。

　カラオケはそのまま深夜まで及およんだ。女の子達の一人が終電だと言い始めたので、そこで解散することが決まる。持ち帰りはなかったが、女の子達は満まん更ざらでもなさそうだった。

「タマ、このあと俺の家で飲みだからな」

　ヒロやナベヤンが駅に向かった後で、関口さんにそう言われる。学生時代からしつこいのには慣れていたので、いやいやながら頷うなずこうとしたときに「すみません」と史泰が口を挟はさんだ。

「先輩には明日、神社の仕事を頼たのんでいるので、今日はうちに泊とまって貰う予定なんです」

「はあ？」

　関口さんが不満げな声を上げたが、俺も声が出そうになった。神社の仕事なんて初耳だ。

「この夏はうちでバイトして貰ってるんですよ。先日の祭りも手伝って貰いましたし」

　その台詞せりふに俯うつむく。関口さんは俺が巫女みこを演じたとは知らない筈はずだ。勿もち論ろん夜の神事でこいつに抱だかれた事だって知らないだろうが、もしばれたらと考えてじわりと背中に汗あせを搔かく。

「明日の朝、俺が送っていくからいいだろ？」

「早朝なので遅おくれられたら困りますし、支し度たくもありますから」

　史泰は淡々としていたが有う無むを言わせない雰囲気だった。高校当時、関口さんは生意気な後輩には暴力も辞さなかったが、ガタイが良い上に直接の後輩でもない史泰には、強く出られない様子だった。あからさまな舌打ちをしてから、関口さんは「分かったよ」と言った。

「タマ、来週誘さそうから予定あけておけよ。それから、今度はそいつ連れてくるなよ」

　今回だって俺が連れてきたわけではないが「はい、今度」と適当に返す。笑え顔がおで関口さんの背中を見送ってから、まだ傍かたわらにいる男に戸と惑まどいながら話しかける。

「明日、手伝うなんて約束してねーけど」

「先輩あの人、苦手でしょう？」

「関係ないだろ、お前には。それに、なんで俺が関口さんの事苦手だって分かるんだよ」

　社交的な方だが、それでも人の好き嫌きらいはある。だけど食べ物の好き嫌いと同じで、我が慢まんして飲み込んできた。だから誰かに指し摘てきされるのは初めてだった。

「顔見てれば分かりますよ。そんなの」

　当たり前のように史泰が答える。それに何て言えばいいのか分からずに黙だまり込んだ。

「家まで送りますよ。車で来てますから」

　このままずっと駅前で立っているわけには行かないので、史泰に促うながされるまま駐ちゆう車しや場に向かう。本音を言えば、少し苦手な先輩に合わせるよりも、今史泰と一緒にいることの方が精神的には来る。心がちりちりと冷たい炎ほのおで炙あぶられてる様な気分になる。

「俺に……なんか話でもあんの？」

　話はすべきだとは思っていた。ふられたけど、その後どうするかって事を。

　例えば今後もお友達でいましょうなのか、それとももうキッパリと縁えんを切るのか。その手の話し合いをあの夜、勢いに任せて済ませてしまわなかったことを後こう悔かいしている。

「はい」

　そう答えた史泰の真意が知りたくて、目が合うのも恐れずに視線を向けた。

　今まで一いつ緒しよにいるときにこいつが何を考えているのかとか、俺の事をどう思っているのかなんて真しん剣けんに考えた事はなかった。なのに今は神経を張り詰つめて探さぐっている。

「そういえば、畳たたみ大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

　史泰がなかなか話し出さないから、仕方なく俺がどうでもいい事を尋たずねた。

　ふられた相手との空気を整えようとしている自分に、半ば呆あきれる。

「大変でした。本音を言えば買い換かえたいですけど、有ゆう職そく畳は高いんですよね。先輩が遠えん慮りよ無く零こぼすから。千早や袴はかまはクリーニング出す前に俺が手洗いしましたけど」

「なっ……、俺のせいか!?　俺だけのせいじゃないだろ!?　そもそも、布ふ団とん敷しいておけばいいだろ！　もしくはソープマットな！」

「何の祭りだよ」

「お前が言うな!!」

　性交が含ふくまれてる神事の主しゆ催さい者しやサイドの癖くせに、ソープマット程度で文句を言われたくない。

「俺だって、お前のお陰かげで、体がずっとおかしいんだからな」

「……それは疼うずくって事ですか？」

「腹痛的な意味でだよ！　どれだけ中出ししたんだよ！　家でシャワー浴びてる最中もお前の精液が垂れてきて、びびりまくったんだからな！」

　なっ、なっ、なっ、と声が立体駐車場に反はん響きようし、大声で誰にも聞かれたくない事を叫さけんでいる自分に気付き、赤面しながらはっと口を押さえる。

　だけどとろりと中に入っていたものが垂れてきたときは、本当に驚おどろいた。ゴムを使って貰えなかったせいで、結局朝まで史泰が達した回数分注ぎ込まれるはめになった。ゼリー状の濃こい精液がどろりと零れて、太ふと腿ももを伝ったときの感覚を思い出し、無意識に体が震ふるえる。

　確かに覚かく悟ごして行った。止やめなくてもいいと言ったのも俺だ。しかし明け方に、本当に掠かすれた声で「もう無理」と言ったときは、本当に無理だったのに。アナルの感覚はなくなっていたし、ペニスだって勃ぼつ起きできなくなっていた。なのに史泰は最後にもう一度、俺の中で果てた。

「とりあえず、恥ずかしいこと言ってないで車に乗ってください」

　史泰が車のロックを解除する。あの朝送って貰った車と同じだ。恐らく親の物だろう。うちの大学の周辺は駐車場も高いし車は維い持じ費がかかる。そのうえ交通機関が発達しているから、車はあまり必要ない。だから史泰も俺も、免めん許きよは持っているが自分の車は所有していなかった。

「誰が言わせてるんだよ……そもそも話ってなんだよ」

　車に乗ってから問いかける。史泰は駐車場を出るまでは話さない。

「なかったことにしませんか？」

　車が走り出して、しばらくしてから史泰がそう言った。

「───何を？」

　答えは薄うす々うす分かっていたのに、敢あえて問いかける。

「全部」

「いつから、どこから全部？」

　自分の声は自分で思うよりも冷静だったが、内心は動どう揺ようしていた。

「俺は先輩との関係を気に入ってます。だから、この関係が変わりそうな事全部。先輩が夏祭りで御ご神体倒たおしたところから全部」

　頭ではそれが一番いいと分かっていた。

　そうすれば俺は史泰を避さけないで済むし、ふられたって負い目は感じなくても済む。だけどこの提案を、好きな相手の口から聞くのは辛つらい。自分は打たれ強い方だと思っていたが、違ちがったみたいだ。気を抜ぬけば、弱音とも罵ば言げんとも付かない言葉を吐はき出してしまいそうだ。

「いいけど、それで」

　へらっと無理して笑った後で、無意識に拳こぶしを作っていた事に気付く。

　それから家に着くまでは無言だった。史泰は口数の多い奴やつじゃないから、俺が黙れば自然とそうなる。車は家の近くの交差点で降りた。

　ドアを閉めるときは殊こと更さら普ふ段だん通りに「じゃあまた」と別れて、振り返らずに家まで向かう。

「なかった事になんか、なんねーだろ」

　俺も史泰も、忘れるなんて無理だ。でも忘れたふりぐらいはできるし、あいつが求めてるのはそういう事だ。これが最良の方法だと自分に言い聞かせる。

　むしろ史泰の方から切り出してくれて良かった。だけど、告白や体の関係ごと俺の気持ちをなかった事にしようとしている男に対して、むかつきすぎて泣きそうになった。







　傷心でも、家にいる以上は何か手伝いをしなければならず、かといって掃そう除じのような体力を使う事はしたくないし、料理なんてすれば「味付けが」「盛り付けが」「包丁の使い方が」と蜂はちの巣すを突つついたように多方向から攻こう撃げきされる事は分かっていたので、無難に庭の水まきをしていると、休きゆう憩けいで家に戻もどって来た母親に、いきなり例の神事の件で怒おこられた。

「どうしてちゃんと言わないの。あんたの事だからろくに御お礼れいもしてないんでしょう？」

　どこから漏もれたか知らないが、俺が神事で巫女をやったというのは親の耳にも入っているらしい。一体どこまで神事の内容を知っているのか、聞くのが怖こわい。

「別にいちいち報告するような事じゃないだろ。大体御礼もなにも、向こうに頼まれてやったわけだし。成り手がいないって頼まれてやったんだけど」

　正確に言えば、俺も祟たたりりから逃のがれたかったので、ギブアンドテイクだけど。

「それに周になんか持たせてたじゃん」

「あれは泊まらせて頂いた御礼です。いくらあちらから依頼されたとはいえ、神事に参加させて頂いたんだから、経けい緯いはどうあれ御礼に伺うかがう物です。それに礼を尽つくしておけば、環だけじゃなく円まどかや周にも良い子を授さずかるかもしれないんだから」

　叱しかるときや窘たしなめるときだけ敬語になるのは母親の癖くせだ。

　渋しぶい顔しているのを見て、ホースを仕し舞まって蛇じや口ぐちを締しめる。怒られるときは作業を止めて向かい合って聞くというのが、うちのルールなので濡ぬれた手をパンツで拭ふきながら家に上がった。

「おふくろ、あの祭り知ってるんだ？」

「当たり前でしょう？　いつも地元のテレビがニュースで流してるじゃない」

　その発言にぎょっとする。当日はカメラクルーがいるなんて気づかなかった。神事の間は史泰の事と足の痛みで頭が一いつ杯ぱいだったし、舞ぶ台たいを降りてからはその先の行こう為いの事が思考の許容量限界までを占めていた。昔からあらゆる事に情報通だったので、夜の神事の詳細も知っているのではないかと疑う俺の前に、母親が差し出したのは桃もも色いろの風ふ呂ろ敷しきだった。

「これ何？」

「お菓か子しよ。失礼のないように渡わたすのよ。粗そ相そうしたら、今度のお茶会に参加させるわよ」

　う、と小学生のときに無む理り矢や理り習わされていた茶道を思い出す。子供の頃ころは、家の手伝いの他ほかに礼れい儀ぎを学ぶために茶道と書道をやらされていた。中学のときには部活の代わりに、店で修しゆ業ぎようをさせられる事が決まっていたが、泣いて嫌いやがった事と姉が親父おやじの弟で子しと婚こん約やくして婿むこを取ることが決まったので、俺は跡取りから外され、習い事も免除された。

　中学、高校で派手に女の子と遊ぶようになったのは、それまで厳しくしつけられた事と、一日中習い事や勉強をさせられていた反動かもしれない。尤もつとも優ゆう秀しゆうな大学に行けないなら料理人にさせるという方針から逃れるために、勉強だけは頑がん張ばってその後も続けた。

「俺に習わせるより、周にやらせろよ。あいつ女の子らしい事、何一つできないだろ」

「あの子はお茶やお花は向いてないのよ。細かい作業が苦手なんだから。そういうのはまだ環や、円の方が適してるわ。まあ、せめてお習字ぐらいはできて欲しいけど」

　姉や母親に対しては従順な癖に、昔から俺には突っかかってくる萌もえない系妹は、確かに昔から手先が不器用だ。だからこそ習わせた方が良いんじゃないかと思ったが、本当にお淑しとやかになってそういう女の子が好みな史泰とくっついても困るので、敢えて口には出さなかった。

　失しつ恋れんにはもう納なつ得とくしているが、あいつが史泰と付き合うのは嫌だし、かといって兄妹きようだい揃そろって同じ男に短期間でふられるのも情けなさすぎる。

　店に戻るという母親に急せかされて、断る隙すきも与あたえられずに包みを持ったまま駅まで送られた。

　だけど神社にはどうしても行く気になれずに、仕方なく病院の方に行く事にした。

　そちらの方がずっと遠くて面めん倒どうだったが、史泰と顔を合わせるよりはましだ。

　前回同様に電車とバスを乗り継ついで、家から二時間以上かけて病院に向かい、着いたのは昼も過ぎた頃だった。少し前なら若い看護師の姿や、入院している女の子の無防備な検査着を見ただけでご機き嫌げんになれた気がするが、今はそれほど心が動かない。

　病院の中は少し暑苦しかった。事前に連れん絡らくを入れておかなかったので、以前のように会えない可能性も考えたが、史泰の父親は病室に行くまでもなく階段横の談話室で見つかった。

「あれ、どうしたの？」

　入院仲間と思おぼしき初老の女性達と楽しそうに話していた史泰の父親が、俺に気付いて意外そうな顔をする。どんな病気かは知らないが、いつ会っても元気そうに見える。女性達に囲まれているせいか、年ねん齢れいのわりに肌はだがつやつやして見えた。

「先日の祭りの御礼に母からお菓子を持たされまして」

「へえ、いいのに。そういえば妙子が、前に頂いたお茶ちや漬づけが美味うまかったって言ってたよ。じゃこと梅の奴が絶品だったって。俺も早く退院して食べたいよ。ここのはどうも味気なくてねえ」

　俺が渡した包みを受け取って早さつ速そく風呂敷を開いている史泰の父親は、中から出てきた箱を見て「ヨモギ屋だ！　ここのアンコは美味いんだよなぁ！」と喜んだ。

「お陰かげで俺の祟たたりも消えましたから……」

「はは。本当に祟りだと思ってたの？　まあ、病は気からって言うからね。元々ただの体調不良だったんじゃない？　ほら、男は繊せん細さいだからちょっとプレッシャーかかっただけでもできなかったりするし。史泰と一晩酒飲んだだけで消える祟りなら、最初からないって」

「でも、おじさんもあれで祟りが解けるって……」

「いや、それはその……巫女みこ役もなかなか決まらなかったし、君も信じている風だったし」

　気まずそうに頭を搔かきながら、へへへ、と笑う中年の男を前に呆ぼう然ぜんとする。

「そもそも信しん仰こうっていうのは、本人次し第だいだから。神様が救って下さるんじゃなくて、信じる事で本人が良い方向に変わるんだよ。元々祟りとか呪のろいとかも、思い込みの力だよ。まあ、想像妊にん娠しんとかがあるぐらい、心が体に及およぼす影えい響きよう力って凄いって事だよ」

　宮ぐう司じの癖くせに、根本を否定するような事を言った史泰の父親に「騙だまされた」と怒いかりが芽生えるより、先さき程ほど聞き流してしまった「一晩酒飲んだだけ」という発言が気になった。

「あの、神社の部屋に籠こもってやるもてなしって……酒飲むだけなんですか？」

「いや、酒と料理と話で歓かん待たいするんだよ。あ、中でした会話はどんなに些さ細さいな事でも外に漏らしちゃ駄目だよ。一応そういうルールだからね。一晩誠心誠意おもてなしして、気持ちよくなって貰もらったあとはお山にお帰り頂くんだよ」

「気持ちよくっていうのは、つまり……セックスするって事じゃないんですか？」

「まあ昔は巫女が体を捧ささげたなんて話もあるけど真しん偽ぎは分からないし、本当だったとしても今そんな事してたら色んなところから怒られちゃうよ。まあ、一番怒るのは俺の妻だろうけど」

「だ、だって……おじさんも、妙子さんと祭りの日に寝ねたって……」

「おいおい、こんなところでばらすなよ、ひゃー……恥はずかしいな」

　照れながら、史泰の父親は女子高生みたいに頰ほおを掌てのひらで押さえる。

「元々巫女役は若い女だったから、最初の相手は彼女だったり許嫁いいなずけだったりするんだよ。妙子とは幼おさな馴な染じみで、昔から好きだったんだけど言い出せなくてね。それで告白する代わりに巫女役をしてくれないかって頼たのんで……ひゃー、ここから先は言えないなぁ。恥ずかしいもん」

　いい年をして顔を赤らめている男に、仄ほのかな殺意が芽生える。

　一発殴なぐってやろうかとすら思ってしまったのは、語ご尾びが気色悪かったからかもしれない。

「ちょっと、待ってください。じゃあ、セックスまでは含ふくまれてないんですか？」

　もてなすっていうのは、酒と飯と会話だけでいいのか。てっきり体の関係まで含まれると思っていた。道理で俺が巫女をやることに対して、周囲があれほど平然としていたわけだ。

　ゴムを出したときに史泰が戸と惑まどったのにも納得がいく。「何言い出したんだ？　こいつ」って顔で俺を見ていた。

「おいおい、セックスセックス連呼しないでくれよ。まあ、確かに俺も爺じいさんもそういう経緯で嫁よめに手を出しちゃってるけどさぁ。だから巫女役っていうのが男でも可になったっていう流れもあるし。でも治ったなら良かったね。はじめから祟りなんてなかったと思うけどさ」

　けらけらと笑う史泰の父親の前で、頭をバットで思い切り殴られた気分で、立ち尽くす。

　だとしたら、なんで最初に史泰は「祟り」なんて言い出したんだとか、どうして俺と寝たんだと、答えの見つからない疑問が渦うずを巻くように頭を取り巻く。

「あら、長谷川さん。そういう不信心なことを言ってると、罰ばちがあたるんじゃないかしら」

「大だい丈じよう夫ぶ。俺、一応宮司だしさ」

　傍かたわらの女性が窘めると、史泰の父親はでれっと鼻の下を伸のばして誇ほこらしげに胸を張る。

「でも、なんでそんなにセックスに拘こだわるの？　もしかして史泰に襲おそわれちゃったり？」

　どう答えて良いのか解わからなかった。口を開く前に、かあっと顔が熱くなった。それを見て、それまでにやにやしていた史泰の父親は「え……？　え……？　えっ」と困こん惑わくと焦あせりが混こん濁だくした顔で俺を見る。その視線に耐たえられなくなって、上手うまいフォローもできないまま、踵きびすを返すように談話室から出た。

　頭で考えるより先に、行動していた。病院からのバスは丁度良いのがなかったので、タクシーを拾う。行き先を告げるときに、駅ではなく神社の名前を伝えていた。

　着いた頃にはもう既すでに日は落ちていて、土産みやげ物の売り場も全すべて閉しまっている。家の方まで出で掛かけようとしたが、妙子さんに聞かれても困るので史泰を携けい帯たいで呼び出す。

　すぐに来たということは、家にいたのだろう。

「おじさんから全部聞いたんだけど」

　そう切り出すと、何のことか分かったのか、史泰は「そうですか」と口にする。

「本当の儀ぎ式しきについて聞いてきた」

　じっと、その顔を見つめたがそこに何らかの感情のサインを見付けることはできなかった。

　何か言えよ、何か納得できる説明をしろよ、と怒ど鳴なりつけそうになる。

「お前は、俺が勘かん違ちがいしてるの知ってたんだよな。なのに、言わなかったんだよな」

　一つ一つ区切るように、自分の中の気持ちを整理しながら問いかける。

「俺は、後で文句は言うなって言いましたよ」

「そういう問題じゃないだろ！」

　開き直るような言い方に、抑おさえようとしていた怒りが一気に爆ばく発はつする。握にぎった拳こぶしが震ふるえて、自分が殴りたいのか泣きたいのか分からなくなった。

「したかったからしたって、それだけじゃ駄だ目めなんですか？」

　いつものように、面めん倒どう臭くさそうに史泰が言う。不誠実な奴やつだとは思っていなかったが、もしかしたらそれは俺の目が曇くもっていたせいなのかもしれない。

「先せん輩ぱいもいつもそうでしょう？　したいからする。体の相あい性しようも良かったら好きになる。騙したのは確かに俺が悪いけど、あんなの信じる方がおかしい」

　投げやりで勝手な言い方にかっとして、思わず史泰の顎あごを殴りつける。

　手加減をしなかったので、当てた瞬しゆん間かんは流石さすがに痛そうな顔をしたが、避よけようとすれば避けられた筈はずなのに、史泰は一歩も引かなかったし、むかつく事にふらつきもしなかった。

「俺は、お前といるのが好きだった。心地ここちよかったし、楽しかった。でもお前は違ちがったんだな。じゃなきゃ、関係が崩くずれる事を考えて簡単に手を出したりしないもんな」

　いつものように眦まなじりが熱くなる。子供の頃ころから怒おこったり怖こわかったり嬉しかったりすると、すぐに涙るい腺せんが緩ゆるんだ。男の癖くせにみっともないと親から言われて何度か直そうとしたが、自分ではコントロールできずに、いつも滲にじんでしまう。でも自分の事で泣いたのは、久し振ぶりだった。

　史泰との付き合いはもう５年目になるので、簡単に捨てられるような関係だったと知るのは、嫌いやな気分だった。

「俺は先輩と一いつ緒しよにいて、心地よかった事なんてないですよ」

　その言葉に、とうとうぼろっと涙なみだが落ちる。　>>>♥

「っ、大だい嫌きらいだ、お前なんか！」

　俺との関係を気に入ってるって言ってたじゃないか、と詰なじる代わりに気付けば子供みたいにそう怒鳴っていた。史泰は俺が殴った所に指で触ふれてから、少しだけ困ったような顔で視線を逸そらした。







　気分が悪かった。

　ガタガタ揺ゆれる道のせいもあるし、飲んだビールが温かったせいもある。サナちゃんの香こう水すいがきついのも原因だし、スピーカーから聞こえるボーカルの声が甲かん高だかいせいもある。

　だけど不ふ機き嫌げんの原因はそれらではなく、後続の車に乗っている男のせいだ。

「やっぱり止やめない？　廃はい病院とか怖すぎ」

　バックミラーで後続の車を確かく認にんする俺の横で、隣となりに座るクミちゃんが段々狭せまくなる山道を見て、心細そうに真っ暗な窓の外から運転手に視線を移動させた。

「大丈夫だって、史泰がいるし。な、環」

　ナベヤンは笑いながらアクセルを踏ふみ続けて、車を走らせる。

　肝きも試だめしの誘さそいを受けたときは、断るつもりだった。史泰が来ても来なくても、そんなイベントには参加したくない。けれど女の子との繫つなぎ役にどうしてもとナベヤンに懇こん願がんされた事と、この間の件を気にしていると史泰に思われるのが嫌で、意地で参加した。早くも後こう悔かいしている。

「知らね」

「うわ、冷たい。どうしたんだよ、お前。史泰となんかあんの？」

　この間絶交した事を話しても良かったが、史泰に興味を持っている女の子達に経けい緯いを根ほり葉ほり訊きかれるのは嫌だったし、俺も上手く話せる気がしなかった。

　それに「仲直りしろ」と知った顔で言われるのも嫌で「何もねーよ」と返す。

「村がダムに沈しずんだってだけでもわりと怖いけど、廃病院だけ沈まなかったっていうのも、なんだか怖いね。やっぱり何か怨おん念ねんとかの仕し業わざなのかな」

　助手席に座るサナちゃんが、10年前の古い地図を携帯のバックライトで照らして不安がる。

　車に搭とう載さいされているナビには、沈んだ村の名前は載のっていなかったので検けん索さくしても「該がい当とうなし」で行けない。今通っている道すら、画面上には出ていなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。何かあったら、俺が守ってあげるから！」

　ナベヤンは安やす請うけ合いすると、サナちゃんの指示に従って山道を折れた。すると、急に道が広くなる。アスファルトが所々ひび割れて草が生えているが、どうやらまともな道路に出たらしい。メンテナンスされている様子はないが、いままで走っていた山道よりはましだ。

　錆さびているが標識もあり、中には「ようこそ　　村へ」と書かれているものもある。しかし肝かん心じんな村の名前は錆びのせいで読めなくなっていた。

「雰ふん囲い気き出てきたなー！」

　楽しそうにナベヤンが言ったときに、ザザザとスピーカーが音を立てて、ラジオが消える。

「きゃー!!　やだ!!」

　女の子二人が同時に大きな声を出したので、それに驚おどろいたナベヤンがハンドルを切って車体が揺れた。すぐに持ち直したが、ガードレールに擦こすれそうになり、そっちの方が怖かった。

「や、山のせいで、ここら辺は電波が悪いのかもな」

　ナベヤンは引きつった笑えみを浮うかべながらラジオを弄いじる。サナちゃんは後ろの車が来ているか確認するために振ふり返った。背後には関口さんのＳＵＶが続き、そちらには六人乗っている。

　ダムの周囲をぐるりと回って廃病院の横に車を停めると、後ろの車もその傍かたわらに駐車した。噂うわさでは聞いていたが、病院は想像していたほど大きくない。

　二階は居住スペースになっていたのか、色いろ褪あせた柄物のカーテンがだらしなく下がっていた。

「うわ、マジで結構怖いかも」

　車の中から出した懐かい中ちゆう電灯で建物を照らし、ナベヤンがそう口にする。

　病院の周辺には俺達みたいな奴が残していった空き缶かんや吸すい殻がらが散乱していた。持ち主は良い迷めい惑わくだろうな、と思っていると項うなじに視線のようなものを感じて背後を振り返る。

　濁にごった水で満たされたダムが月の光の下でたゆたっていた。水の下には家が沈んでいる。俺が子供の頃にできたダムで、当時は反対運動もあったらしいが県が違うので詳しくは知らない。

「じゃ、やるか」

　車から降りてきた関口さんの主導で、ジャンケンで勝った側と負けた側に分かれる。勝った側が後に行くことに決まり、俺は史泰とヒロの班になった。やっぱり来るんじゃなかったな、と退たい屈くつそうな史泰を見ながら溜ため息を飲み込む。

　こういうイベントは俺よりも史泰の方が嫌きらいだったはずだ。どうせ何も出ないと思っている史泰にとって、肝試しは夜中の散歩でしかない。もしかしたらこの面子メンツに好みの女の子でもいるのかもしれないが、あんな会話を俺とした後なのだから、空気を読んで避けて欲しかった。尤も、そんな気き遣づかいをこいつに期待しても無む駄だだろうが。

「十分経たったら戻もどるから」

　ナベヤンは自分の腕うで時ど計けいを俺に見せた。関口さんとソラちゃんが先に入り、その後をサナちゃんとクミちゃんが「やばい」「ありえない」と言いながらナベヤンの両りよう腕うでにしがみ付いて続く。両手に花で、ナベヤンは廃はい墟きよに足を踏み込むというのに楽しそうだった。

　入ってしばらくは入り口付近にいたのか、懐中電灯の光が忙せわしなく動き回る様子が見え、中で物を踏む音が聞こえていたが、そのうち何も聞こえなくなる。

「ねえ、もう十分経ってない？」

　女の子の一人がそう口にして時計を見せてくる。確かに十分を少しだけ過ぎていた。

「な、中で何かあったのかも」

　もう一人の子が怯おびえたように、史泰の腕うでに自分の腕を絡からめる。廃墟が怖いとか、先発メンバーが心配だとか、そんな事よりも史泰に触れる女の子の細い腕の方が気になった。

「何かって、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　宥なだめるようにヒロが言ったが、女の子は焦あせったように携けい帯たいを操作した。耳に当ててしばらくすると「サナもクミもソラも出ない！」と、おろおろし始める。

「どうしよう」

「ここでずっと待ってるわけにもいかないし、誰だれか見てきて。お願い」

　二人がガタガタと震えて俺達を見た。普ふ段だんなら俺も彼女達の様に怯えていただろうが、今は幽ゆう霊れいや怨おん念ねんや、そういうものがどうでも良く思えた。怖がりだと思っていた自分の反応が意外だった。俺にとって、幽霊や怨念以上に史泰に嫌われるのが怖かったのかもしれない。

「じゃあ俺が行ってきますよ」

　史泰は自分の腕に絡みつく手を外してあっさり言うと、俺の手から懐中電灯を奪うばう。

「ああ、じゃあ俺達も」

　ヒロがそう言ったので、俺も一緒に行くはめになる。先に歩いていた史泰を二人で追い掛かけようとしたら「やだ！」と言う言葉と共に、ヒロが後ろに引っ張られる。

　着ていた上着を引いたのは、女の子達だった。

「二人で待つなんて無理！」

「一緒にいて！」

　彼女達の言葉に困ったようにヒロが「ごめん。よろしく」と俺に視線を向けた。

　結局、史泰と二人で中に入る事になる。ガランとしたロビーに足を踏み入れたときに、史泰が「心配しなくてもここは耳鼻科の病院だから何も出ませんよ」と口にした。

「は？」

　話しかけられたのが意外だった。俺を嫌っているような事を言っていたから、てっきり無視されるとばかり思っていた。

「先せん輩ぱい、びびってるみたいだから」

「は、そんなの、ねーよ。でも、患かん者じやが死んでなくても、ダムに村が沈んで商売が立ち行かなくなった医者の霊れいとかが、恨うらみをもって留まってる可能性もあるんじゃねーの？」

「院長は生きてますよ。隣の市に移転して、今もそっちで営業中です」

「なんで知ってんだよ？　また俺の事騙だます気かよ。祟たたりの件みたいに」

「知ってるのは、うちが地じ鎮ちん祭さいしたからです。祟りの件は確かに騙しましたけど、あれは俺達が大切にしている物を粗そ雑ざつに扱あつかった先輩が悪い」

「っ、チンコの形した石を大事にしてるとか思わないだろ……！　大部分が苔こけ生むしててチンコを象かたどっているって事も分からなかったけどな！　そもそもあれ本当に御ご神体だったのかよ！　お前のところの御神体と扱いが違ちがいすぎるだろ！　あれも噓うそじゃないだろうな!?　大体……」

　更さらに言い募つのろうとした時に、天井からガタリと音が聞こえた。

「二階みたいですね」

　史泰は特に迷う素そ振ぶりも見せず、病院の奥にある階段を上って二階に上がった。ぎしぎしと鳴る階段に物理的な恐怖を感じながら、上を目指す史泰の後ろを追い掛ける。

「まだ話は終わってねーよ！」

「話す事ってなんですか？　神事の件は親父おやじと先輩の間で行き違いがあっただけで、俺とは関係ないですから。それに、その話はもうこの間したじゃないですか」

　突つき放すような言い方に、思わず唇くちびるを嚙かむ。

　確かに俺は終わった話を蒸むし返そうとしていた。既すでに結論の出た質問を繰くり返そうとしているのは、違う答えが欲しいからかもしれない。性せい欲よくに流されたとか、馬ば鹿かな俺をからかおうとしたとか、そういう理由じゃなくて、別の、俺にとって都合のいい答えが欲しかった。

「史泰、なぁ」

　呼んでも返事はない。鬱うつ陶とうしく思われているんだろうかと考えたら、悲しくなった。

　またじわりと涙るい腺せんが緩ゆるくなる。ああ、やばい、と目元を擦こすったが一度滲にじんだ涙なみだは引っ込まない。泣いていると思われたら史泰に変に思われる。誤ご魔ま化かすように何度も瞬まばたきをした。

　あんなにキッパリとふられたのに、引きずるのは格好悪いから、ばれないようにスンと鼻をすすったときに、「わ！」という大声と共に近くの部屋からナベヤンが飛び出してきた。

　懐中電灯の眩まぶしい光が顔に当てられて、目が眩くらむ。

「うわ、ごめん、そんなにびっくりするとは思わなくて」

　ナベヤンの背後にいたサナちゃんが俺の顔を見て、気まずそうに目を泳がせる。

「タマ、泣くなよ。ごめんごめん」

　彼女達の後ろから来た関口さんが、いきなり俺の髪かみを搔かき混ぜるようにして頭を撫なでてきたので、拭ぬぐった筈はずの涙がまた滲んでいた事に気付く。

「あ、これは違くて」

　ぐりぐりと頭を撫でられながら説明しようとしたが、誰にも信じて貰もらえない。

「そこまで驚かすつもりなかったんだけど。でもさぁ男がコレぐらいで泣くかあ？」

　ナベヤンがからかい混じりに笑い、俺に携帯のレンズを向けたから、慌あわてて顔を背そむける。

　史泰との顚てん末まつを話すわけにはいかないので、結局誤解は解けないまま下に戻って病院を出た。

　外で待っていた女の子達やヒロは、ナベヤン達が驚かすために隠かくれていたと知ると、ほっとしたように笑う。それから俺の目が赤い事に気付いて、からかってきた。

「でも、やっぱり史泰は驚かないよな。なんで？　全然怖こわくねぇの？」

「中にはいませんから。いるのはそこです。見えませんか？　鍋島先輩の肩かたの所に、ほら」

　ナベヤンは「ひゃんっ」と女の子みたいな声を上げて史泰に抱だきついた。

「冗じよう談だんです」

「お、脅おどかすなよ！　お前、本当にそういうのやめろ！　史泰がやるとマジで怖い！　お前のせいで俺は未いまだにチーズケーキとラムネが食えないんだからな！」

　ナベヤンの言葉に、そういえばチーズケーキとラムネがメインの怪かい談だんもあった事を思い出す。

　史泰は日常にある物を使って怪談を作るから質たちが悪い。高校時代、黒くろ夜や叉しやの他ほかに〝トラウマ製造機〟という渾あだ名なも持っていた史泰だが、話の殆ほとんどは父親の創作だと聞いた事がある。

「もう帰ろうよ、また怖くなってきた」

　女の子はそう言うと、同意を求めるように俺を見た。怖くて泣いたと思われているので、それも仕方ない。俺の気持ちを知っている癖くせに、ここでナベヤンとふざけている史泰を見ているのも辛つらいので、頷うなずきながらぱちぱちと瞬きをすると、それを見ていた関口さんが近づいてきた。

「タマ、俺の車乗れよ。人数多い方が怖くないだろ？」

　その言葉に頷く。正直に言えばナベヤンの車でも、関口さんの車でもどちらでも良かった。

　だけど車に携帯を忘れたとかで史泰も同乗してきたときは、少し後こう悔かいした。関口さんはこの間以来、史泰が苦手らしく苦い顔をしていた。

　しかも史泰の渾名を知らないクミちゃんが興味本位でチーズケーキの怪談を強請ねだったせいで、車を降りるときには「一人の家に帰りたくない」という涙目の女の子達に強請られて、朝日が昇のぼり始発が動き出すまでファミレスで時間を潰つぶすはめになった。

　車二台で全員送り届けるのは負担が大きいので、史泰が自分と同じ駅を利用しているクミちゃんを送っていく事になり、俺もわりと家が近いサナちゃんと帰る事になる。

　一晩中一緒にいたのに、俺と史泰は廃はい墟きよを出てからは殆ど喋しやべらなかった。

　結局、訊ききたい事は訊けなかった。後悔を断たち切るように電車に乗り込む。

　守るように鞄かばんを抱かかえて眠ねむるスーツ姿のサラリーマンを何気なく眺ながめていると、不意にサナちゃんが「クミ、史泰君狙ねらいだったからもしかしたら今いま頃ごろ家に連れ込んでるかも」と笑う。

「環も、帰るの面めん倒どうだったらうちにくる？」

　挑ちよう発はつ的な台詞せりふと言葉は魅み力りよく的だ。恥はじらって、時間がかかる女の子達よりも積極的な子の方が魅力的に見えるし、今までだったらそんな誘さそいに飛びついていただろう。

　しばらく自分で慰なぐさめる事もしていないが、史泰にふられてからは不思議と、そういう気持ちが一いつ切さい湧わかない。だから「眠くて無理」と、欠伸あくび混じりに返答した。

「でも史泰は、俺と一緒にいるとき以外は無口だし、もの凄すごく面めん倒どう臭くさがりだよ」

「いいんじゃない？　だって見た目も頭も良いし、実家もお金持ちでしょ？」

　そんな理由かよ、と途と端たんに嫌いやな気分になる。

　あいつの事をそんな理由で好きになられても嬉うれしくない。あいつは本当はもっと───。

　ここにいもしない史泰の弁明をしようとしている自分に、少し呆あきれた。もっとなんだよ、と寝ね不ぶ足そくの頭で考える。長い付き合いの俺に、簡単に手を出した挙げ句、あっさりふるような奴やつだ。その上、人の気持ちも考えずにほいほいこういう集まりに顔を出してくる。

　わりと最低じゃないか。そう思うのに誰かに取られるのは嫌だった。

「環、協力してあげなよ」

　そんなの絶対に御ご免めんだ。だけど上手うまい言い訳が思いつかなかったし、考えるのも面倒だった。

　だから眠ねむ気けが押し寄せてきたふりをして、俺は寄りかかるように華きや奢しやな肩に顔を埋うずめた。目前には柔やわらかそうで、ほんの少し汗あせの匂においがする胸の谷間がある。

　だけどどうしてもいやらしい気分にはなれなかった。







　妹が浮うかない顔で帰ってきたのは、肝きも試だめしから三日後の事だった。

　翌日もその翌々日も相変わらず落ち込んでいたので、日曜日の夕方に部活から帰って来た妹のために、好物のアイスをコンビニで買って部屋まで持っていった。

「何の用？　話とかしたくないんだけど」

　しかし薄うすい餅もちに包まれたアイスが入っているパックを差し出すと、少し逡しゆん巡じゆんしてから部屋の中に入れてくれた。

　昔からがさつでかわいげがないと思っていたが、部屋の中はそれなりに女の子らしい。

　敢あえて何があったか訊かずに、部屋の中央にあるバルーン形のビーズクッションに座り、最も中なかのアイスをコンビニ袋ぶくろからがさがさ出して食べる。しばらくして二つ入っているアイスのうち、一つを食べ終わった妹は「史泰さんから何か聞いてるの？」と探さぐりを入れてきた。

　やっぱり不調の原因は史泰か、と思いながら「何も。最近仲良くないし」と答える。

「ふうん。そうなんだ。じゃあ、なんでいきなりアイスなの？　おかしいじゃん」

　拗すねたような顔で、口の周りを餅に付いた粉で汚よごしながら、もぐもぐとリスみたいに咀そ嚼しやくしているのを眺めて、少し安心している自分の性格の悪さにうんざりした。

「俺もふられたよ」

「……やっぱり聞いたんじゃん。最悪。失しつ恋れんを兄に慰められるとか惨みじめすぎる」

　俯うつむきながらベッドサイドのミニサイズの冷蔵庫から、水を取り出した妹はごくごくと美味うまそうに喉のどを鳴らして飲んでから、吹ふっ切れたような顔で「もって、何？」と訊いてくる。

「俺もふられたんだって」

「どんな女の子にふられたか知らないけど、このところ元気なかったもんね、兄も」

　妹はじっと俺を見た。俺もその目を見返す。

「兄は、まあまあ格好いいのにね」

「お前も、まあまあかわいいのにな」

　俺の台詞に、妹は「傷の舐なめ合いじゃん」と笑ってみせた。

「史泰さん、ずっと好きな人がいるんだって。でもその人と付き合う気はないんだって」

　ぽつりと言った妹の言葉に相あい槌づちを打つ声が少し震ふるえたから、誤魔化すために咳せき払ばらいをした。

「もてる人なんだって。浮うわ気きとか、平気でする人だから告白する気もないんだって」

「どんな女の子か、訊いた？」

「それ以上は教えて貰えなかったけど、きっとそんな子よりも絶対私の方がいいのにな」

　史泰さんと付き合えるなら絶対浮気なんかしないしさ、と続けた妹の言葉に半ば無意識に俺も頷いていた。この間の面子メンツの女子なら、浮気しそうだというのは納なつ得とくできる。もし史泰が高校時代から好きな子の事を言っているなら、誰だれかは分からないけれど、きっとその子よりも俺の方が史泰の事を分かってるし、好きだって自信もある。

「でも、いいんだ。ふられても。告白できたし。ちゃんと好きだって言えて良かった」

　そう言ってふられたのにはにかむように笑った妹を見て、単純に羨うらやましいと思った。

　俺なんか告白したのに真しん剣けんに受け取って貰う事すらできなかった。

「俺、明日帰るかも」

　昔の仲間と遊ぶのは楽しいが、その一いつ環かんで史泰と顔を合わせるのは苦痛だった。

　それにここにいたら、史泰がクミちゃんや他の女の子とどうなるか、気になってしまう。

「ふうん。別に……夏中いてもいいのに」

　ふられたばかりの兄を気き遣づかう妹が、ほんの少しだけかわいく見えた。尤もつとも、アイスを食べ終わると「着き替がえたいから出て行って」と容よう赦しやなく部屋からは追い出されてしまったけれど。

　仕方なく自分の部屋に戻もどろうとしたところで、関口さんから電話がかかってくる。

　遊ばないか、という誘いに面倒臭さを感じながら断り文句を探す。

「今、ちょっと金ないんですよね」

『なんだよ、奢おごってやるって』

「いや、でも悪いですし」

　言い訳を間ま違ちがえたと気付いたが、今いま更さら他の理由を付け足すのは「面倒だ」と思っている内心がばれそうだった。

『なんだよ、断るのか？　後こう輩はいの癖くせに。それにお前、うちの業界に就職したいんだろ？』

　先日、居酒屋で何気なく希望している業種の事をナベヤンやヒロと話したときは、関口さんは女の子達との会話に夢中なように見えたが、しっかり俺達の話も拾っていたらしい。

『普ふ通つう、三年の夏なんて就活やインターンで潰れるのに、お前は本当に危機感足りないよな』

「よく言われます」

　高校三年の受験のときにも似たような事を言われた。

『とにかくさ、そういう話もしてやるから時間作れよ。仕事、８時に終わるから駅前で待ってろ』

　言うだけ言うと、反論を許さずに通話が切られる。

　横暴な関口さんに辟へき易えきしながらも、史泰にとって俺もこんな風に煩わずらわしい先せん輩ぱいだったのだろうか、と過去のやりとりを思い返す。よく「面倒臭い」と面と向かって告げられていたので、面倒がっていたのは間違いない。そういえば「うるさい」「鬱うつ陶とうしい」もよく言われた。

「もしかして高校のときから、嫌きらわれてたりして」

　ずん、と気分が沈しずむ。妙子さんは迷めい惑わくそうじゃなかったが、俺が実家に行く事も史泰はしぶしぶ承知していた。同じサークルに入ったのだって、あんまり俺がうるさく誘うから断るのが面倒臭かったのかもしれない。考えてみれば自分から史泰に連れん絡らくを取ったり、遊びに誘う事はあっても、向こうから誘われたり連絡が来た事は一度だってない。

「うわ、もしかして、すげーうざい先輩だった？」

　勘かん違ちがいしている俺に何も説明せずに手を出してきたのも、祟たたりに怯おびえる俺を辱はずかしめるためだったのだろうか。高校の頃ころから鬱陶しく付きまとった仕返しだったんだろうか、と考えたら大学の新学期が始まるのが、今から憂ゆう鬱うつになってくる。学部が違ちがっても、教養科目はできるだけ合わせていた。女の子達みたいに「これとこれなら一いつ緒しよに取れるんじゃね？」なんて会話をしていたが、記き憶おくを正確に掘ほり起こせば、そのときの史泰は決して乗り気じゃなかった。

『無理に重ねる必要ないと思いますけど。先輩、このコマだと空き時間が無む駄だに増えますよ』

『俺は別にいーよ。部室で過ごしたり、カフェで女の子と話したりして時間潰つぶすから』

　なんでそんなの気にするんだよ、と首を傾かしげた俺に史泰はもう何も言わなかった。

「今考えると、遠回しな断り文句だったのかも」

　思い出してみると、ずっとそんなやりとりを繰くり返している。その事に気付いて、凹へこんだ。

　夕方になってから、ナベヤンにこの間の面子で飲まないかと誘さそわれて、関口さんを理由に断ったときもそのテンションだったので、珍しく心配された。

「でも史泰が来るなら、俺行かない方がいいと思うわ。なんか嫌われてたって分かったし」

　愚ぐ痴ちめいた事を口にして断ると、ナベヤンが電話の向こうで大おお袈げ裟さなぐらいに驚おどろく。

『え、なんで？　むしろあいつ、お前の事大好きだろ。この前の飲みだって廃はい墟きよ探検だって、お前が来るって言ったから来たんだし。高校の頃からべったりだったじゃん』

「べったりって、俺の方が史泰に寄って行っていただけだし」

『いや、移動のバスとか新幹線は常にお前の横キープしてたじゃん。合宿のときだって一緒の部屋だったし。現に今だって一緒に帰省してるしさぁ。いくらお前が寄って行ってたからって、史泰が嫌いやがったら無理だろ。そもそもあいつ、環以外のお願いとか命令とか聞かないし』

　否定しようとしたが、上手い反証が見つからなかった。祟りの件は、流石さすがに言えない。

『まあ、お前が来ないなら史泰も来ないだろうけど、一応あいつ誘ってみるわ。お前か史泰いないと女の子食いつき悪いし。あ、もし今夜俺がサナちゃんと上手く行っても、恨うらむなよ』

　それよりもクミちゃんと史泰が進展しているのか知りたかったが、どうせナベヤンは何も知らないだろうと、聞くのを止めて携けい帯たいを仕し舞まう。

　時間が来て駅に向かうときに、自分が髪かみも弄いじらず高校のときの服のままでいる事に気付いたが、着替えたりピアスを着けたりする気にはならなかった。史泰にふられて以来、そういうのは全部億劫で面めん倒どうだった。本当は今すぐ帰りたかったが、結局迎むかえに来た関口さんの車に乗った。

「どこに行くんですか？」

　シートベルトをしながら問いかけて、頭の中で店の候補をリストにする。先輩と行動するときに、そういう手配は全部俺の仕事だ。

「俺の家」

　これはきっと朝まで付き合わされるなと、内心項うな垂だれる。悪い先輩じゃないけど、しつこいんだよな、と思っているとメールの着信音が聞こえた。

　取り出して見ると宮古島の仲間から「やっちまった」という件名のメールが来ている。開けてみると「この間の水着のかわいい子、元男だった」という悲ひ愴そうな内容だった。

「どうした？　長谷川からか？」

　ここですぐに史泰が出てくるぐらい、俺とあいつは仲良く見えるらしい。

　実情と違う周囲の認にん識しきに苦く笑しようしてしまった。

「大学の仲間からです。女の子とやったら、実は男だったみたいで」

　運転席からの質問にそう答えると、関口さんは「でも性別なんて、好きになれば関係ないよな」と真顔で返してくる。返しに困るその台詞せりふに、再び苦い笑いが漏もれた。

「あー……どうなんですかね。俺はちょっと無理ですけど」

　もしかして俺が史泰を好きだってばれてるのかもしれない、と内心焦あせりながら携帯を仕舞う。

　車内には不自然な空気が漂ただよっていたので、車がコンビニに停とまったときはほっとした。

　食料を物色する関口さんの横を、カゴを持って付いて回る。カゴの中身はチューハイとビール、それからスナック菓が子しや油が乗りすぎている唐から揚あげだ。

　最後にアイスを一つ手に取ったときに、以前、アイスの中央をスプーンで刳くり貫ぬいて、５プットニョッシュの貴き腐ふワインを入れて食べていたら、史泰に「ただでさえ甘い酒に更さらにアイスってどうなんですか」と言われた事を思い出す。たぶん去年の冬の話だ。

　実家から年とし越こし用の食料と一緒に酒が送られてきて、それで史泰やサークル仲間を誘って、俺の家で集まった。もうあんな風に史泰と気安く飲む事もなくなるのかな、と思ったら暗い夜道で街灯がどんどん消えていくような不安を覚えて、思わずアイスを冷凍ケースに戻す。

　会計は関口さんが持ってくれたので、荷物は俺が持つ。史泰と一緒のときは、上下関係を気にせずに奢ったり、荷物を持ったりという事がなかったので気楽だったな、とまた比ひ較かくしている自分に気付いて落ち込む。考えてみれば、高校で出会ってから今まで他ほかの人間と関かかわってる時間よりも、史泰と関わってる時間の方が遥はるかに多い気がする。

　───俺、史泰に依い存そんしてたのかな。

　彼女がいるときだって、史泰の家にはよく行っていた。流石にあの頻ひん度どで来られたら迷惑だったろうな、と関口さんの話を聞き流しながら反省する。

　家はコンビニから近かった。アパートの目の前の駐ちゆう車しや場に車を駐とめて、脇わきに設しつらえられた階段を上がりながら、先日の肝きも試だめしの後でやけに肩かたが凝こるという話に相あい槌づちを打つ。

　史泰なら「湿しつ布ぷでも貼はっておけばいいんじゃないですかね」と助言しそうだ。

　あの不ふ遜そんな物の言い方や、人を小こ馬ば鹿かにしたような態度を、わりと気に入ってたんだよな、とまた性しよう懲こりもなく考える。適当な恋愛と、広く浅い人間関係の中で、こんなに一人の人間の事ばかり頭に浮うかぶのは初めてだ。自覚したのは本当に最近だが、もしかしたら俺は最初から、あの生意気な後輩が好きだったのかもしれない。

「ちょっと、汚きたないけど適当に座れよ」

「お邪じや魔まします」

　関口さんの家の中は俺のアパートと広さは変わらなかった。どことなく学生時代の寮りようを彷ほう彿ふつとさせるような室内は乱雑に物が置かれていた。唯ゆい一いつ上に何も載のっていないソファマットに座ると、関口さんは空調のスイッチを入れてから、俺の横に腰こしを下ろす。

　最初は先日の肝試しの話をしていたが、次し第だいに話題は就職に関する事に変わる。

「でもさ、タマは料理人になるのもいいと思うけどな。そしたらまたこっちで暮らすだろ？」

「うちはもう義兄にいさんが継つぐって決まってますから。親父おやじに料理習うのも嫌だし」

「だけど勿もつ体たいないだろ。長男なのに乗っ取られていいのかよ。お前の家、相当儲もうけてるらしいじゃん？　お前が継がないと親が死んだときにあんまり貰えないんじゃないの？」

　まだ生きてるし、大した年でもないのに遺産の話を振られて、思わず眉み間けんに皺しわが寄る。

　内情を知らない癖くせに軽々しく乗っ取るなんて言葉も使って欲しくない、という苦々しい気持ちをライチ味のチューハイと一緒に飲み込む。

「タマ、聞いてんの？」

　不意にそうきつい声で尋たずねられて「聞いてます」と返す。

「お前、長谷川なんかと付き合ってるから、悪い影えい響きよう受けてるんじゃないだろうな。あいつ、先輩を先輩とも思ってないみたいだし。俺、礼れい儀ぎがなってない奴やつ嫌きらいなんだよな。ああいうのが社会に出たときに、人に迷惑かけるんだよ」

　排はい気き音のうるさい車を乗り回す横顔や、立て膝ひざに手づかみで唐揚げを食べる様、コンビニで金を払はらうときに小こ銭ぜにをトレイに投げる姿を見ているので、礼儀云うん々ぬんなんて言っている関口さんに反感を覚える。

　犬いぬ猫ねこを呼ぶみたいに俺のことを「タマ」と呼ぶのは良い。命令口調や説教も許容範はん囲いだが、史泰のことを悪く言われるのは、むかつく。あんたに何が分かるんだよ、と言いたくなる。

「確かに史泰は色々と褒ほめられない所もあります。でも、高校時代の後こう輩はいには好かれてるし、ナベヤンやヒロが未いまだにあいつに声をかけるのは、結構上にも気に入られてたからだと思います。それにあいつ礼儀正しいですよ。他人の陰かげ口ぐちとか絶対に言わないし、高校の頃俺のせいで負けたのに、投手を活いかせなかった自分のミスだって言って仲間に頭を下げてくれて……」

　話してるうちに想おもいが溢あふれてぎゅうと胸が痛んだ。

　感情が高ぶって目が潤うるんでくる俺を見て、関口さんは面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らす。

「何、お前等付き合ってんの？」

　その台詞に、やはり気取られていたのかもしれないと車内の会話を思い出した。

「長谷川はお前に惚ほれてるみたいだし、お前はそういうの何でもいけるんだろ？」

「史泰は……俺のこと嫌ってますよ」

　さっきもナベヤンに言った台詞を繰り返す。声に出す度たびに実感して辛つらい。

「何言ってんだよ。俺がお前の傍そばに行こうとすると牽けん制せいしてくんじゃん。あからさますぎてうぜーよ、あれ」

　え、と喉のどの奥に声が詰つまった瞬しゆん間かん、関口さんに押し倒たおされる。ソファマットから外れた頭が、ごちんと床ゆかの上にぶつかったが、痛みよりも戸と惑まどいの方が大きかった。

「付き合ってなくても、一回ぐらいはやってんだろ？」

　急にのし掛かかられて目を見開く。こんな展開になると予想していなかったから、ただただ無防備に２歳年上の男を見上げる。

「俺にも一回やらせろよ。俺が突つっ込んでやるから、お前が勃たたなくても、問題ないだろ？」

　当たり前のようにそう言って、俺の脚あしの間に膝を入れてくる関口さんに、思わず「意味、分かんねーよ」と呟つぶやく。呆ほうけている間に股こ間かんの上に手が置かれて、嫌けん悪お感かんが毛虫のように肌はだの上をぞわぞわ這はい上がってきた。

「長谷川なんかよりも全然よくしてやるよ」

　そう言って近づいてきた唇くちびるから顔を逸そらして逃のがれようとしたら、びちゃっと頰ほおが生なま臭ぐさく濡ぬれた。ナメクジのような舌で顔を舐なめられて、「っ、気持ち悪ぃ……っ」と本音が漏れる。

　ただでさえ不利な下のポジションから、体重差のある相手をどうこうできるわけもなかった。分かっていても無む抵てい抗こうではいられずに何度か殴なぐろうとしたが、上手くいかない。

「ふさけんな、マジでや」

　めろ、と続ける前に唇に肉厚の手を押し付けられる。体を使って押さえ込まれた状態で、下着の中に関口さんの手が入ってくる。気味の悪さに奥歯を嚙かみしめた。

　男に触ふれられるなんて気色が悪い。逃れようと振った頭がぱさぱさと音を立てる。

　ソファマットに染みついた煙草たばこのヤニの臭においと不快感が混ざって、吐はき気を覚える。

　無ぶ遠えん慮りよな手の動きにぐっと耐たえていると、しばらくして関口さんが舌打ちをした。

「タマの本当に全然勃たねぇんだな。これじゃ女とできなくて、溜たまってるだろ。これからは俺が相手してやるよ」

　そう言われてペニスが解放されたときに、口を押さえていた指に思い切り嚙み付く。

「っ」

　反射的に、関口さんが俺の頰を叩たたく。ばしっと音がして、鼻の奥がじんとする。

　だけど犯おかされるぐらいなら殴られる方が、ずっとましだと思い、目の前の男を睨にらみ付ける。

「俺、史泰でしか勃たないんで」

　そう言って、一いつ瞬しゆんで怒いかりに目を血走らせた関口さんの腹を、潜もぐり込ませた足で思い切り蹴ける。ぐっと、呻うめきながら下がった男の体の下から抜ける。力勝負はキツイが、足あし腰こしは鍛きたえている。

「別に、かまわねーよ。突っ込むのは俺だしな」

　不敵に口元を歪ゆがめながら言った関口さんの言葉に、ぞっとした。史泰にされたような事を、他の男にさせてやる気はない。

　隙すきをついて玄げん関かんに走る。靴くつには目もくれずにロックを外す。ドアを僅わずか数㎝開いた所で、いきなり背後から服を引っ張られた挙げ句、足あし下もとを薙なぎ払われて廊ろう下かの上に背中から落ちる。

「っ」

　背中を打ち付けて息を吞のむと、関口さんの発情しきった目が俺を見下ろしていた。

　荒あらい息が段々と近づいてくる。犯されるくらいなら舌を嚙む。ただし相手の舌だ。できれば遠えん慮りよしたいが、足は体重で押さえられているし、腕も封ふうじられていたら武器は歯しかない。

　ホラーの次に俺の嫌きらいなスプラッタになる事間ま違ちがいない展開を想像して、深呼吸をする。

　自分の息が震ふるえているのが分かった。大人しくなった俺を、観念したと思ったのか関口さんが唇を開いて何か言いかける。しかしそれが声になる事はなかった。

　関口さんの背後のドアがゆっくりと開く。そして俺の耳に聞き慣れた声が届いた。

「何、してんですか、先せん輩ぱい」

　どす黒い怒りに彩いろどられた声でそう言ったのは、史泰だった。







「自分に気のある男の家に一人きりで行くとか、馬ば鹿かなんですか？」

　史泰は二度ほど関口さんを殴った手でハンドルを握にぎりながらそう言った。

　二度で済んだのは二度目で関口さんが気絶したせいだ。向こうが気絶していなかったら、殴り足りなそうな顔をしていた史泰を引き離はなしてアパートを出ることができたか怪あやしい。

「なんで関口さんの家に俺がいることが分かったんだよ」

　助かったが、あそこで史泰が現れるなんて露つゆほども期待していなかった。

「昔から無防備に色んな人間に懐なつく所がありましたけど、いい加減成人したんだから防衛本能ぐらい装備したらどうですか？　毎回毎回、先輩の周りの男を追い払うの面めん倒どうなんで」

「そもそもなんで関口さんが俺に気があるって知ってたわけ？」

「せめて遊ぶなら女に限定しておかないと、また俺みたいな奴やつに犯されますよ。先輩は気持ちよければそれでも良いって言いそうですけど」

「ちょっと待て。話が嚙み合ってない。まず俺の質問に答えろよ。お前の話はそれから聞く」

　史泰は運転席からちらりと俺を見ると「俺が先に質問したんで」と呟く。

　俺から先に答えろと言いたいらしい。

「馬鹿なんですかって、やつかよ。あれ質問じゃなくてただの嫌いやみだろ。答えろっていうなら答えるけどな。馬鹿だよ。悪かったな、馬鹿で。次はお前が俺の質問に答えろ」

「鍋島先輩から聞きました。二人きりにしたら絶対に襲おそわれると分かってたんで、家の場所も鍋島先輩に教えて貰もらいました」

「襲われるって分かってたのかよ」

「あの人、先輩を見る目が明らかに違ちがったんで。先輩はそういう相手にもボディタッチが多いから、勘かん違ちがいされるんですよね。昔から」

「昔から!?」

　昔っていうのは、高校時代なんだろうか。同じ釜かまの飯を食った仲間達にカマを掘ほられそうになっていたなんて、笑えない話だ。いや、俺がやられる側とは限らない。しかしその点を深く追及したくはなかった。史泰が言った「毎回毎回」という単語も、聞き流すことにする。

「俺が狙ねらわれてたって分かってたなら、教えてくれればいいだろ。そしたら行かなかったし」

「先輩、俺の言うこと信じる雰ふん囲い気きじゃなかったですし、率そつ先せんしてやりに行くかもしれないと思ったら、教える気が失うせたんですよね」

「率先してやるかもって、なんだよ」

「犯やられるの良かったみたいだから。気持ちよければ誰だれでもいいって言ってたじゃないですか」

　言った記き憶おくはないが、性格上、言っていたとしてもおかしくない。高校時代は据すえ膳ぜんは満腹でも食べていたし、体の相あい性しようが良ければ性格に難があっても関係を持つ事が多かった。そんな俺を史泰はいつも、少し軽けい蔑べつしたように一歩引いた所から見ていた。

「次、先輩が答える番ですよ」

　そう言われて先さき程ほどの会話を思い出す。

「防衛本能は確かにないけど……お前が来なくても、たぶん何とかなった、んじゃないかな」

「あれ、犯される態勢でしたよね」

　同じ男に襲われた被ひ害がい者しやに、もう少し配はい慮りよのある言葉選びはできないのかと思ったが、それは被害者である俺があっけらかんとしているせいかもしれない。

　未み遂すいだし、女の子じゃないし、今は横に史泰がいる。だから自分でも驚おどろくぐらい恐きよう怖ふはなかった。尤もつとも押し倒されていたときも、嫌悪感に震えてはいたが、怯おびえていたわけではない。

「……それより、もし俺が率先してやろうとしてたら、お前どうするつもりだったんだよ」

　いやそもそも、鍵かぎが開いていなかったら？

「そしたら関口さんに謝って帰るつもりでした。でも、合意でも殴ってたような気がします」

　そう言った史泰に期待したくなる。いや、期待するなっていう方がおかしい。俺が関口さんと一いつ緒しよにいると聞いて心配して飛んできてくれたわけに、都合の良い理由を宛あてがいそうになる。

　車内には急に沈ちん黙もくが広がって、窮きゆう屈くつな空気が満ちていく。だけどその中に、僅かな甘い可能性を嗅かぎ取って、そこに賭かけてみたくなる。

「率先してやるわけねーだろ。第一、好きでもない男相手じゃ祟たたりが解けてても、勃たたない」

「俺とは祟りを祓はらいたいって理由で簡単に寝ねたじゃないですか」

　呆あきれたような言い草に、先程芽生えた僅かな期待が急速に萎しぼんでいく気がした。

「じゃあそもそもお前はなんだよ。どうして俺とやったんだよ」

「好きだからに決まってるじゃないですか」

　何をそんな当たり前の事を、というニュアンスで告げられた言葉に思わず固まる。

　人間は驚きすぎると声が出ないという事を、今、身を以もつて知った。

「高校時代から、先輩の事がずっと好きでした。祟りにかこつけたのは自分でも卑ひ怯きようだと思いますけど、誤解とはいえ好きな人の方から誘さそってきたら、断るのは無理です」

　当然のように言い切ったその台詞せりふが衝しよう撃げき的すぎて、一体何を言ったら良いのか分からずに、ただ沈黙する。黙だまったままの俺の横で、史泰が「それ以外に何があると思ってたんですか？」と逆に問いかけてくる。むしろ、それ以外ならなんでもあると思っていた。

「高校時代からって……もしかしてじゃあ大学も本当に俺の事追い掛かけてきたのか？」

「意識しなかったって言ったら噓うそになりますけど、大学はカリキュラムで選びました」

　え、そこ否定なの？　とますます真意を疑いたくなる。

「別に、先輩の近くにいる必要はないんで。俺はたぶん、離れてても勝手に好きでいますから」

「好きだったら普ふ通つう、一緒にいたいとか、顔見たいとか思うものだろ？」

「先輩の女関係知ると苛いら々いらするんで、むしろ一緒にいない方が俺の精神衛生上は良いです。一緒にいると先輩は心地ここちよいって言ってくれましたけど、俺は全然です。あんたの傍そばにいると、色々な感情が出てきて面めん倒どう臭くさい。いつも、平静でいられなくなる」

「なあ、それ、面倒臭いじゃなくて、別の言葉ねーの？　また、騙だましてるわけじゃないんだよな？　俺のこと、本当に好きなんだよな？」

　信じたいけど信じ切れなくて、不ふ安あんに駆かられてつい早口で質問を重ねる。

　史泰は車を赤信号で停とめてから、じっと真しん剣けんな目で俺を見つめて、ゆっくりと唇くちびるを開く。

「……残念ながら」

「おかしくね!?　告白するときに残念ながらって、日本語おかしくね!?」

「合ってますよ」

「合ってませんよ!!　残念ながら！　つーか、両想おもいだろ。お前、なんでふってんだよ!!　お前がそんなわけ分からないことしなければ、祭りの日には付き合ってたろ!!」

　昔から所々理解不能な奴やつだとは思っていたが、コレは予想外すぎる。どう考えても間違っている。ここ数日間、人生で一番凹へこんでいたのに。

「先輩の好きは信用できないから。付き合った後で浮気されたり、飽きられるぐらいなら今のままの関係の方が、俺は良いんですよ。先輩の今までの相手みたいに、軽く付き合うつもりもないですから」

「は、なんだそれ」

　思わず胸むな座ぐらを摑つかみそうになったが、こんなところで、こんな理由で両想いの相手とケンカするほど馬鹿らしいことはない。それにどうせ、殴なぐろうが泣こうが史泰は俺の本気を信じてはくれないだろう。一度言い出したら頑がん固こで、むしろこいつの方が俺よりも数段面倒臭い。

「分かったよ、じゃあ俺の本気を証明してやるから、車出せよ」

「どこに行くんですか？」

「セックスができるとこ」

　俺がそう言うと史泰は眉まゆを寄せた。

「お前が好きだって俺の体で証明するから、終わったらちゃんと俺と付き合え」

　命令するように言ったけど、まだ半分史泰の真意を疑っていた。そのせいで細かく震ふるえる指をそっと握り込むと、史泰は何も言わずにハンドルを俺の家とは反対方向に切った。







　母校からも、史泰の家からも、俺の実家からも離れた高速脇わきのビジネスホテルは、ベッドが２つ並んでいるだけの簡素な造りだった。テレビと冷蔵庫はあったが、どちらも年代物だ。

「風ふ呂ろ一いつ緒しよに入るか？」

　俺の問いかけに、史泰はまだ納なつ得とくしきれていない顔をしていた。

「じゃあ、一人で入るな」

　返事は期待せずに、狭せまいバスタブに入ってシャワーを浴びると、溜ため息が漏もれた。

　確かに今まで自分の素行がお世辞にも良いとは思っていないが、ここまであからさまに信じて貰えないというのも、悲しい。それでも助けに来てくれたのは嬉うれしかったし、好きだと告げられて胸が熱くなった。しかし史泰に肝かん心じんの気持ちが伝わっていないので、素す直なおに喜べない。

「俺って、そんなに信用ねーのかな。こんな風に体で証明しようとしてるのが、駄目なのかも」

　だけど史泰は戸と惑まどっている素そ振ぶりはあるが嫌いやがっている様子はない。それでもあのとき、畳たたみの上で拒きよ絶ぜつされた事を思い出すと、ひやりと体の内側が冷える。

　だから決意が鈍にぶらないうちに手早く体を洗い、長めのバスタオルを腰こしに巻いて出た。

　俺が部屋に戻もどると、史泰がベッドから立ち上がろうとしたので、「お前はいいよ」と、肩かたを押さえて、何かを言いかけた唇に、屈かがみ込んで触ふれる。

　そういえばあの日はキスをして貰えなかったな、と触れてから思い出す。

　あのときの分を取り返すように、何度も唇を合わせて舌を入れた。そのうち体を支えるように、史泰の手が背中に回される。無骨な手が肌はだを這はう感かん触しよくに、早くも息に熱が籠こもった。

「ン」

　部屋は冷れい房ぼうが利きいていて、肌はだ寒ざむい。味わうというよりも体温を奪うばうように、史泰の咥こう内ないに舌を入れる。唾だ液えきをすすってから、唇から首元にキスを移動すると、少し汗あせの匂においがした。

　ああ、ぞくぞくするな、と思っている自分の変態ぶりに呆れる。高校時代に汗と土つち埃ぼこりにまみれていた頃ころから、こいつが俺の事を好きだったと考えるだけで気持ちが高ぶってきた。

　俺で抜ぬいたのかな、と想像しながら綿パンを軽く持ち上げている史泰のそれを見て、シャツのボタンを外す。現れた肌を掌てのひらでさすりながら、パンツのボタンも外して、下着越ごしに触れた。手で触れただけで硬かたくなったペニスに、唇で触れるためにベッドから床ゆかへと膝ひざを下ろす。

「先せん輩ぱい」

　俺が何をしようとしているか悟さとったのか、史泰が手を摑む。どこか焦あせってるのが面おも白しろくて、同時に少しだけ優位な気分で「見てろよ」と言って史泰の手を外して唇を開いた。

　大きくなったそれを咥くわえる。すぐに雄おすの匂いで咥内が一いつ杯ぱいになったが、嫌けん悪お感かんを覚えるよりも興奮して、括くびれ部分に舌を這わせた。舌を柔やわらかくしたり尖とがらせたりして、何度もなぞる。

「っ、先輩」

　脚あしの間に顔を埋うずめて、頭上の吐と息いきに耳を澄すませながら口を動かした。史泰のは大きいから、奉ほう仕しするのは大変だ。ずっと唇を開いているから、奥の方から唾液が溢あふれて、ペニスに伝う。

　ベッドに垂れそうになったそれを、舌を伸のばして舐なめ取るのが気持ち良かったのか、筋肉質で筋張った脚がびくりと震える。どこが好きなのか探さぐるように、血管の上を舌で辿たどってから、もう一度奥の方まで飲み込んだ。

　今まで、女の子達にされて気持ちよかった事を必死で思い出して舐める。

　その最中に史泰の顔色を窺うかがうように視線を上げると、俺の言葉通りにその目はちゃんと、俺を見ていた。じわっと、鼻の奥が熱くなる。険しくてやらしい目に見つめられて「ん」と鼻にかかった声が漏れる。意図せずに漏れた、甘えたような声を誤ご魔ま化かすために、わざと音を立てて吸った。

「出そうです」

　手で扱しごきながら先せん端たんの窪くぼみに舌を合わせていると、史泰が焦じれた声で言う。だから一層深く飲み込んだ。少しだけ焦ったように史泰が俺の肩を摑んだが、引き離はなされる事はなかった。

　ああ、もう本当に限界なんだろうな、と思いながら先を優やさしく吸うと、どろっとした精液が口の中に溢れる。咳せき込みそうなのを堪こらえて、そのまま自分の指を咥内に２本入れた。

　引き抜くときに指の間と唇の端はしから含ふくんだ白はく濁だくがとろりと溢れ出てしまったが、残りはちゃんと飲み込む。前回と違ちがって主導権を取れている事が、少し嬉しかった。

「先輩」

　熱っぽい目で見られて、そのまま抱だき寄せられそうになったので「まだ」と言って、バスローブを外す。

「お前に犯おかされるために……自分でするから、見てろよ」

　ここまでするんだからいい加減信じろよ、と暗に告げてベッドの上で脚を開く。

　自分からそんな風に脚を開いた事で、顔だけじゃなく体も赤くなるのが分かった。流石さすがに今度は史泰の顔を見ながらするのは無理だった。

　二日目に泊とまった夜とは違い、史泰のペニスをそこで受け入れることを前提に弄いじるのは、恥はずかしくて堪たまらなかった。精液で濡ぬれた指を、まだきつく閉じているアナルの中に入れたときに、自分でしているのに声が漏れた。とっくに勃ぼつ起きしたペニスが、中で指を動かす度たびにひくんと動くのが見えて、浅ましさに消えてしまいたくなる。それでも羞しゆう恥ちに耐たえて、脚をもっと見え易やすいように開く。

「あ……は、史泰、俺の、お前に犯されんの想像して、勃たってる……」

　熱い息を吐はき出しながら、異物感を我が慢まんして指を深く入れる。

「お前に突っ込んで欲しい……、こんな風に入れて、動かして」

　２本入れた指を忙せわしなく動かしていると、本当に欲しくなってきた。

　指だけじゃ満足できなくて、視界に入った史泰のペニスから目が離せなくなる。

　さっき出したばかりのそれは血管を浮うき上がらせて、力強く勃起していた。あの夜、散々俺の中に入ってきて腹が膨ふくれるほど白濁を注ぎ込んできた史泰の性器を見ていたら、口の中に唾液が溜まってくる。それをごくりと飲み干すと、舌に残っていた精液の味がした。

「なぁ、俺、お前相手じゃなきゃ、こんな風になんない」

　中に入れた指を広げる。にちゃ、という嫌な音がしたが、史泰からちゃんと見えているのかは分からなかった。だけど俺には、赤くなってる内側が蠢うごめいているのが分かる。

「関口さんに触さわられても、女の子としても、こんな風にならねーよ……だから、責任とれよ。俺、もうお前以外じゃ勃たないんだから」

　開いたままの穴が辛つらくなる。欲しがる動きは大きくなって、つい指を深く潜もぐりこませてしまう。だけど足りない。史泰のが欲しくて、息が上がる。

「史泰の、ちょうだい」

　最後のそれは、目を見て強請ねだった。年上の威い厳げんだとか、色々な物が音を立てて崩くずれると同時に、力強い腕うでが体に巻き付いてきて、望んだ物が指を抜いたアナルに擦すり付けられる。

「ん、あ」

　ぬるぬると表面を滑すべるそれが欲しくて、腰が揺ゆれた。

「ただでさえやらしかったのに、ますますやらしくなってどうするんですか」

　苛いら立だったような、それでいて欲よく情じようしている声は耳に心地ここちよい。鼓こ膜まくの中を、弱い電流みたいに流れて背中が震える。

「あ、だって、お前のせいだろ……こんなの、俺、知らなか……った」

「女の子に開発されてたじゃないですか。こっちも」

　いきなりぎゅっと乳ち首くびを摑まれて、引っ張られる。

「あっ」

「気持ちよければすぐ、好きになったり、体許したり、本当先輩ってどうしようもないですよね」

「あ、あっ」

　胸の先を痛いほど強く吸われて、じんと下半身が痺しびれた。一度も弄っていないペニスの先が濡れたのが分かる。吸った後は優しく何度も嚙かまれ、それから舌で押し潰つぶされた。

「だから……ぁ、ちが、いいから、好きになった、け……じゃない」

　傷ついたＣＤみたいに声が飛ぶのは、話してる最中も弄られているからだ。前にされたよりもずっと気持ちよくて、もしかしたらそこだけでいけるかもしれないと、男として不ふ名めい誉よな可能性に気付く。史泰の舌でぬるぬると先の方を弄られる度たびに、とろりとカウパーが滲にじむ。

「もういいです」

「い、いいってなんだよ、俺は……本気で好きって、こんなことまでしてるのに信じないなら、もうどうしたらいいかわかんねー……よ」

　折せつ角かく気持ちよく高こう揚ようした気分が、史泰の言葉一つで簡単に下降してしまいそうになる。

「そういう意味じゃなくて、もう先輩の好きが一過性でもいいです。どうせもう先輩が他ほかの人に気が移っても離す気ないし。元々俺以外の男があんたに触れるの許す気ないし」

　俺が言葉の意味を理解するより先に唇くちびるを塞ふさがれる。

「ん、ン、んっ」

　すぐに舌が入ってきた。絡からめると言うよりは俺の口の中を味わうように動く史泰の舌に、ちゅうと音を立てて吸い付くと、するりと抜かれる。それを追い掛かけて、今度は史泰の咥内に俺の舌を差し入れる。

「は、……ぁ、もう」

　史泰の体を挟はさみ込むように膝を寄せた。期待しているのを分からせたくて、「俺の、触って」と強請る。

　すると史泰が喉のどの奥で呻うめいて、ぐっと力任せに、俺の両脚を胸につくほど折り曲げた。

「あ」

「先輩、脚持っててください」

　え、と思っているとそこを口に含まれる。先さき程ほどまで自分がしていた行こう為いだが、される側になるとひたすら恥ずかしい。女の子にして貰ったときは、そんな風には感じなかったから、自分でもその心情の違いに戸惑う。普ふ段だん色んな物をがぶりと食べる大きな口で、根本まで咥えられる。

「あ、う、史泰、ぅ……っ」

　思わず髪かみを引っ張ると、ようやく口から外される。温かな咥内から出された事を少し残念に感じていると、今度は俺がしたように裏側を舐められた。

「ンっ、ぁ」

　舐めながら後ろに指を入れられて、言われた通りに脚を持った手をぎゅうっと握にぎりしめる。自分でするよりもずっと良くて、物欲しげに腰が揺れるのを止められなくなった。

「は、あ、あっ」

　だけど心地ここちよかったのは束つかの間で、すぐに指は抜ぬかれる。けれど不満を覚えるより早く、親指でぎゅっと穴が左右に開かれ、そこを史泰の舌にべろりと舐められて体が震ふるえた。

「あ、あ、ふみ、やす、……駄だ目め」

「先せん輩ぱいの体はもう俺だけのものなんでしょ？　だったら、好きにさせてください」

　掠かすれた声でそう言った男が、ぬるりと舌を差し入れてくるのを、背中を反そらしながら受け入れる。ひくん、とペニスが震えて腰こしが痺れる。少ししか入っていないはずなのに、奥の方まで舌で犯されている気がした。これ以上内側を舐められたら、我慢できなくなりそうだ。

「もう、いきそ、う……頼たのむから、なあ、いれて。史泰ので、いきたい」

　懇こん願がんすると、ようやく舌が抜かれる。先程と同じように覆おおい被かぶさってきた男がもう一度、アナルの上に硬い性器を押し付けてきた。たったそれだけで、期待に穴がひくつくのが分かる。

「ん、……ぅ」

「そんなに欲しかったんですか？」

　珍めずらしく甘い声で史泰が訊きいてくるから、素す直なおに頷うなずいた。

「お前は……？」

「俺も、先輩が欲しかったです。ずっと」

　ぐっと押し付けられた性器が、狭せまい穴を開いていくのを感じて、腰を摑つかむ手に自分の手を重ねる。苦しさを感じながらも、それが根本まで入れられる事によって得られる充じゆう足そく感を待つ。

　俺の頭が史泰で一杯なように、史泰の頭も俺の事で一杯だ。それが分かって嬉しい。　>>>♥

「史泰、史泰、史泰」

　藻も搔がくように名前を呼ぶと抱き締しめられる。

　一番奥、根本まで受け入れると、腹の底から押し出されるようにして息が漏もれた。長い間自覚もなく欲しがっていたものをようやく手に入れたような気分で、目の前の男を抱き締める。

「お前も、俺のだからな。これ、……他の奴やつに入れたら、駄目、だからな」

　そう言うと、史泰が軽く揺さ振ぶってくる。まだ慣れていない穴の中は、それでも望んでいた物を与あたえられて、史泰のペニスを美味うまそうに締め付けた。

「ぁ、あっ……ぅ」

　気持ちいい場所に擦こすれるから、気を抜くと達してしまいそうになる。

　耐えるために自分の指に嚙み付くと、史泰にその手を強ごう引いんに払われた。

「声聞きたいんで」

　だから駄目だ、というように自分の指と俺の手を絡めてしまう。

「俺は、先輩がいれば他の人はいらないんで、浮うわ気きはありえないですよ。先輩こそ、しないでくださいね。じゃないと、相手がどうなるか分からないんで。俺、自分の物を他人に触られるの、好きじゃないですから」

「ん、わかっ……た。心配なら、祟たたっても、いいから」

　それにもうこんな事、史泰以外とはできない。好きな相手と繫がる気持ち良さを知った後では、誰としても満たされない気がした。

「ふ、ぁっ」

　途と端たん、急に激しく腰を使われる。良いところばかりを立て続けに攻せめられて、首を振ると耳に齧かじり付かれる。耳みみ朶たぶにあるピアスのために空けた小さな穴を舌で押されて、びくりと体が跳はねた。

「あ、あっ、史泰……っ」

　いきそう、という言葉を言うより早く達してしまう。どくん、と自分の腹の上に精液が飛んだのが分かり、強こわ張ばっていた体からふあっと力が抜けた。

　しばらくその余よ韻いんに浸ひたっていたかったが、まだ達していない史泰が中に入った性器を動かす。

「や、だ」

　過ぎた快感に、じわりと眦まなじりに涙なみだが滲む。

　戦慄わななく内側に、硬かたくて太いペニスの先がごりごりと擦れる度に、体の芯しんが震えて腰が跳ねる。

　はっと短い息を吐はき出すと、史泰が「先輩」と殊こと更さら甘い声で俺を呼ぶ。今までは知らなかった声だ。恋こい人びとになると、そんな声を聞けるのかと、こんな状じよう況きようだっていうのに嬉うれしくなる。

「先輩の泣き顔はかわいいから、いくらでも泣いていいですよ。でもその顔俺の前以外で見せるの止めてください。むかつくから」

　ぺろりと、熱い舌が瞼まぶたに触ふれる。ずっと鼻をすすると、髪にもキスをされる。

　史泰がそんな風に甘やかしてくれるなんて滅めつ多たにない。だからこの雰ふん囲い気きをもっと味わっていたかったのに、奥の方を突つかれながらぐずぐずに濡ぬれた性器を手で扱しごかれると、頭の中は真っ白になる。

「あ……っ、ん」

　もう一度、限界を迎むかえた。自分が敏感な女の子みたいに潮を噴ふいたなんて信じたくないが、ペニスの先からは透とう明めいな液体が飛ぶ。あまりの快感で、痙けい攣れんするように穴の中が締まった。

　自分じゃコントロールできずに、史泰が呻くのも構わずに断続的に強く力が入ると、目の前の男が耐たえきれなくなったように、痛いほどきつく俺の手を摑んだまま内側に精液を吐き出した。

「ん、ん……っ、また、腹が痛くなる」

「じゃあ、たっぷり注いだ後で俺が洗ってあげますよ」

　悪びれもせずに史泰はそう言うと、ずるりと俺の中から自分のペニスを抜く。そのまま俺の横に寝ねそべって、抱だき寄せてくる。その腕うでに大人しく従いながら、長年後こう輩はいだった男の顔を見上げる。喜き怒ど哀あい楽らくの、特に「喜」が顔に出にくい男だったが、今はひどく満足そうに見えて、その表情を作ってるのが自分だと思ったら、また眦が熱くなる。

「なぁ、お前以外の奴の前で泣かないって、約束するから、さ、あ、だから」

「だから、なんですか？」

「大学卒業しても、ずっと俺といろよ。離はなれても好きだからべつにいいとか、俺は無理。一いつ緒しよにいて欲しい、し。毎日お前に好きって言われてたいし」

「毎日は面めん倒どう臭くさいです」

　史泰は表情を崩くずさないまま、愛情深い仕草で俺の髪を撫なでた。

「は、マジで、空気読め」

　思わず窘たしなめると、史泰は困ったように笑って「ちゃんと俺の気持ちが伝わるように努力するんで、毎日は勘かん弁べんしてください」と言った後で、またいやらしく指を動かしながら俺の体に触ふれてくる。

「ん、あっ……あっ」

　耳を齧られながら、今度は横向きに抱きしめられて、入れられる。

　二度目はお互たがい、達するのが早かった。史泰は俺の内側に精液を注ぎ込んでも、先程のようにすぐには出ていこうとしなかった。少し落ち着いてから、また律動が再開され、突かれる度たびに注ぎ込まれた白はく濁だくが搔かき出されて、ぐぷぐぷと縁ふちから溢あふれる。

　その夜は、言われた通りにたっぷりと注がれた。二人して飽あきずに明け方まで繫つながった後で、落ちるように眠ねむってしまい、ホテルのチェックアウトの時間には間に合わずに無む駄だにもう一いつ泊ぱくするはめになった。

　昼よりも既すでに夕方に近い時間に、シャワーを浴びた後で怠だるい腰を庇かばってベッドの上で丸くなる。だから少し皮肉もこめて「お前が絶ぜつ倫りんなのって、お前のところの神様のせいなの？　それとも黒くろ夜や叉しやだからなの？」と訊きいたら、史泰は「先輩のせいですよ」と欠伸あくび混じりに言った。







　新学期が始まり、サークルの集まりがあった翌日、俺は中庭のベンチで溜ため息を吐き出した。

　傍かたわらでは史泰がフレンチトーストを食べながら、講義表を見ている。

「なんか、マヤちゃんから俺がインポだって噂うわさが流れてるみたいなんだけど。夏休み実家に帰って殆ほとんど大学の女の子達と連れん絡らくとらなかったのが、それに拍はく車しやをかけてるみたいだし」

「ああ、それ俺も聞きました」

　昨日のサークルの集まりで、女だと思って元男を抱だいた仲間が、にやにや笑いながら「ご愁しゆう傷しよう様さまですぅ」と俺の肩かたを叩たたいてきたのを思い出して、憂ゆう鬱うつな気分になる。

「地元では、前後関係ぐちゃぐちゃで、俺が関口さんに襲おそわれたせいでインポになったって噂が蔓まん延えんしてるみたいだし……。珍しく妹から詳しよう細さい希望のメールが来たよ」

　関口さんに関しては俺は何も言ってないし、勿もち論ろん史泰も言っていないだろう。恐おそらく関口さん本人が、余計な事をナベヤン辺りに言ったに違ちがいない。残念ながらナベヤンの記き憶おく力と読解力はあまり良くないので、きっと伝言ゲーマーとしての最悪ぶりを発揮したのだろう。

「どうすればうち消せると思う？」

　恋人が不ふ名めい誉よな噂を流されているのだから、協力してくれないかと思って問い掛かけると、史泰は視線すら寄よ越こさずに、今度はチョリソー入りのナンを食べながら「うち消さなくていいんじゃないですか？　どうせそのうち消えますよ」と他人ひと事ごとのように言った。

「おい、ちょっとは協力しろよ！　お前本当に俺の事好きなの!?　努力するって言ったけど未いまだに実感できてないんだけど」

「……環、愛してる。初めて話したときからずっと」

　不意に低い声で告げられた、その言葉にどきりとする。下の名前を呼び捨てにされるのは初めてで、顔が赤くなるのを抑おさえられなかった。しかし。

「チリソース舐なめながら言うなよ！　大体、全部お前のせいなんだからな！　お前が祟りなんて言わなければ、恐きよう怖ふで勃たたなくなる事だってなかったんだ！」

「またその話を蒸むし返すんですか？　面倒臭いです」

　冷たい言葉に思わずぎゅっと拳こぶしを握にぎる。そんな俺を史泰は殊こと更さら呆あきれたように眺ながめた後で「一生俺としかしないなら、そんな噂どうでも良くないですか？」と投げやりに言った。

「男としての沽こ券けんに関わるんだよ。俺の事はお前が全部考えてくれるんだろ？　俺はお前だけを見るって決めたんだから、お前も約束を守れよ」

「覚えてたんですか？」

「当たり前だろ。生意気すぎて、一生忘れられねーよ、あんなの」

　そう言うと、史泰は困ったように笑った。

「うち消すの、協力してもいいですけど、それで新しい噂がたっても、後で文句を言わないでくださいね」

　そう言ってゆっくりと近づいて来る少し意地悪そうに上がった口角を見て、こいつには何年経たってもかなわなそうな気がした。だけどそれでいいのかもしれない。

　目を閉じた後ですぐに与えられる唇くちびるの熱に、こうして長年の後輩が恋人に変わったのだから、満まん更ざら祟たたりも悪くないかもしれないと思った。







　あとがき







　こんにちは、成宮ゆりです。この度たびは拙せつ作さくを開いて頂き、誠まことにありがとうございます。

　本作に勿もつ体たいないほど秀しゆう逸いつなイラストを付けてくださったのは黒埜ねじ先生です。

　環の性格が外見に如によ実じつに表れていて驚おどろきました。想像以上です。史泰も硬こう派はな男前で、とても素す敵てきです。色々な衣い装しようを着た格好いい二人を拝見できて嬉うれしいです。萌もえない系妹の周も大変愛らしく、癒いやされました。ご多た忙ぼうの中、お引き受け頂き誠にありがとうございました。

　さて本作は「御ご神体（男根型）のタタリで勃ぼつ起き不全になった主人公と、それを利用してエッチな事をする神かん主ぬしの話」とのご要望で制作させて頂きました。受じゆ託たくした際には「お戯たわむれかな」と天を仰あおいだのですが、いざ執しつ筆ぴつすると最後まで一気に筆が進むほど、楽しく書けました。

　また今回、担当様が変へん更こうになりました。色々とご迷めい惑わくをお掛かけした挙げ句、何のご恩返しもできずに申し訳ありませんでした。ご指導頂いた事を忘れずによりよい作品制作に努めますので、どうぞご容よう赦しやください。至らない私に度重なるお心こころ遣づかいを頂き、本当にありがとうございました。そして新しい担当様、不ふつ束つか者ものではございますが、これから宜よろしくお願い致いたします。

　最後になりましたが、読者の皆みな様さま。御意見ご感想をいつもありがとうございます。

　心のベンチレーターです。それではまた皆様にお会いできる事を祈いのって。

　平成二十五年一月


成宮　ゆり　　
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